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			チート魔術で運命をねじ伏せる②
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			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			　

			プロローグ　魔剣クヴァル・ベステ

			　

			　封印都市エリンをはじめとした複数の大都市を束ねるコリーネ王国。その首都たる王都イシュラ、王城の謁見の間。

			　そこでは数人の近衛騎士と重臣に囲まれた王と来訪者たるコリーネ王国随一の大貴族フェイラーテ公爵が向かい合っていた。

			「顔をあげよ。フェイラーテ公爵」

			　王の厳かな言葉で、膝を突き平伏していたフェイラーテ公爵が顔をあげる。

			「はっ、陛下」

			　その男は貴族でありながら、鍛えぬかれた体をしており武人の風格が窺(うかが)えた。

			　事実、彼は数代にわたって王家の剣の指南役であったオークレール家に代わり剣の指南役を務めるほど、剣と武勇に秀でた名家の当主だ。

			「して、今日はなんの用件で謁見を求めた」

			「クヴァル・ベステ。伝説に残る救世主シュジナ様より建国の際に承りし魔剣をオークレールの小娘から徴収する許可を。魔剣は罪人の娘が持つべきではございません」

			　有無を言わさぬ強い口調で、フェイラーテ公爵が言い切った。

			　その言葉を聞いた瞬間、王の顔が怒りにゆがんだ。

			「罪人だと!?　フェイラーテ公爵。我が友をそのように呼ぶな。お主とて知っているだろう。オークレール公爵……我が友リカードは、コリーネ王国のために犠牲になったのだ。彼はすべてを知ったうえで、自らその道を選んだ。せめて、真実を知っている我らだけは彼の死を悼むべきだ」

			　王にとってオークレール家当主のリカードは兄のような存在だった。剣だけではなく、遊びや男としてのあり方、様々なものを彼から学んだ。そして王は彼の娘のアンネロッタを自分の娘のように思っていた。

			　そんな彼を使い潰してしまった。そして娘のように思っていたアンネロッタの人生をも踏みつぶしてしまった。その後悔は今でも王の胸を苛(さいな)んでいた。

			　助けようとした。貴族としての生活は難しくとも一般人として、不自由のない生活を与えてやろうと。だが、それすら立場が許さなかった。

			　なによりアンネロッタ自身が、オークレールの名前を捨てることを拒んだ。オークレールの名が彼女とともにある限り、たとえ王であってもどうすることもできない。

			「失言でした。ですが、少なくとも表向きはそうなっております。罪人と呼ばれる者の娘が王家の象徴たる魔剣を持っている。そのこと自体がまずいのです。第一あの魔剣を、爵位を失いただの一般人に成り下がった小娘が持っていたところで、何を為せるのです？　しかるべき立場の人間が、しかるべき場所で振るって初めて意味がある。陛下、私のいうことが間違っているでしょうか」

			「……フェイラーテ公爵。お主の言葉は間違ってはいない。事実、アンネロッタは剣を使いこなせていなかった」

			　王は自らの目で、騎士学校の受験でアンネロッタの戦いを見た。

			　アンネロッタはオークレール家に生まれたものにふさわしい、見事な剣術を披露してくれた。……だが、それだけだ。クヴァル・ベステ。その力の一欠片すら引き出せていなかった。

			　あれでは、ただの切れ味がよい丈夫な剣にすぎない。

			「ならば、魔剣の剥奪を！」

			　王の態度に我が意を得たりとでも言うように、フェイラーテ公爵は声を荒らげる。

			　王は目を手で覆う。フェイラーテ公爵の気持ちもわからなくはない。あの魔剣はコリーネ王国最強の剣士に与えられる称号という側面もある。

			　魔剣を手に入れることは、ずっと二番手に甘んじていたフェイラーテ公爵家の悲願でもある。フェイラーテ公爵家はオークレール家に代々受け継がれてきた魔剣を手に入れて、初めて最強の剣士の家として内外から認められることになる。

			　王は考える。フェイラーテ公爵ならば、あれを使いこなせるかもしれない。そうなれば、王家の利益にもつながる。

			　だが、それでも……

			「わしにはできんよ。国のために冤(えん)罪(ざい)を受け入れたリカードが唯一出した条件。いや、【願い】は娘にあの剣を託すことだった。友のたった一つの願い。それを違えることはできん」

			　処刑され、すべてが奪われることを知りつつ、それでもなお王国のために身を抛(なげう)った、オークレール公爵が友人として頼んできた最後の願い。今でも王の脳裏には、オークレール公爵の最後の顔が焼き付いている。

			　あの男は笑ったのだ。『無茶を聞いてくれてありがとう。俺の娘だ、剣さえあれば一人で生きていける』と。

			「陛下は甘い。その甘さで何が守れるというのです」

			「一人の男の甘さのおかげで、コリーネ王国は今も存続できている。それに、わしは信じているのだ」

			「いったい何を」

			「アンネロッタの成長をだ。彼女はいずれ、魔剣に見合った剣士になる。だから、あの子の成長を待ってはくれないか。リカードが正式に認められた二十歳になるまでは」

			「待てるわけがない。魔剣はおもちゃではない。強いものが持つべきです。その強さを証明して見せましょう。かつて、魔剣の所持者を決める際には、決闘が用いられたと聞きます。この機会にぜひ」

			「決闘だと？　年端もいかぬ少女を観衆の前で叩き潰して、自分は強い。だから魔剣にふさわしいとでも言うつもりか？」

			　王の言葉に、さすがのフェイラーテ公爵も言葉に詰まる。

			　親と子ほど歳が離れた少女を引っ張りだしての決闘。それは自分の名を傷付けることに繋がる。騎士の中の騎士を目指す彼にとって、弱いものいじめというイメージが付くのはまずい。

			「私が直接戦うのはたしかに卑(ひ)怯(きよう)者の誹(そし)りを受けるでしょう。では、私の息子ならばどうでしょうか？」

			「クラネルか……今年で一八になるのであったな」

			「はい。今は封印都市ミツキで鍛錬に勤しんでおります」

			　封印都市は世界に八箇所。とは言っても、エリンが最大規模で残りの七都市はバックアップにすぎない。

			　魔物の数も少なく、エリンほど切羽詰まっていないため、貴族や有力者の子息はそこにある学校に子供を派遣し、バランスの良い教育を受ける。

			　特に封印都市ミツキの地下迷宮は一般の探索者を入れず、国の騎士と騎士学校の学生以外は探索できないようにされている。おかげで魔物の奪い合いはないし、計画的に駆除されているので魔物の大量発生も起こらない。故にそこからはよく言えばエリート、悪く言えば温室育ちの騎士が多く輩出されていた。

			「次世代同士、オークレールとフェイラーテ、どちらが魔剣にふさわしいかを競い合う。それならば公平なはずだ」

			　王は言葉に詰まった。

			　一見公平に聞こえるが、フェイラーテ公爵の息子は一八。騎士学校の三年生だ。この時期の二年の差は非常に大きい。しかもフェイラーテ公爵の息子は親の権力で常に優秀な騎士が三人ついた状態で効率のいい狩りをしており、すでにランクは２。それも限りなくランク３に近いところまで来ていると聞く。

			　対するアンネは特待生ではあるが一般人として入学し、ろくな支援を受けていない。しかも入学して一ヶ月も経っていない。これでは勝負にならないだろう。

			　王は考える。ここでふざけるなと怒鳴りつけることはたやすい。

			　だが、それでどうなる。そうなればこの男は自分の知らないところで、さらに悪(あく)辣(らつ)な手で奪おうとするだけだろう。

			　それならまだ、自分の目が届く範囲にいてくれたほうがやりやすい。

			「なるほど、それは面白い。いいだろう、三ヶ月後、この王都イシュラにて決闘を認めよう。その決闘の勝者に魔剣クヴァル・ベステを委ねる」

			　そう言った瞬間、フェイラーテ公爵はニヤリと笑った。

			　王はそれにあえて気付かないふりをした。

			　この公爵は自分の祭り好きの性格を利用したと思っているのだろう。そして一〇〇％勝てる勝負を仕組んだと。

			　だが、王は一人の少年を頭に浮かべていた。ランク１でありながらランク２を打倒した少年。

			　彼がアンネロッタとともにいる。

			　根拠はない、だが彼なら奇跡を起こしてくれていると、勘が言っていた。

			　自分の勘はよく当たる。それが王の自慢の一つだった。

		

	
		
			　

			第１話　地下迷宮の探索

			　

			「よし、浅い階層を一気に突っ切る」

			「わかりました。ソージくん」

			「雑(ざ)魚(こ)は無視というわけね」

			「そうだ。ここに居る連中は小銭にしかならないからな」

			　地下迷宮の地下一階。

			　偽物の太陽が浮かんだ緑があふれる森のようなフィールドに、俺たち三人はいた。

			　三人ともリュックを背負っている。大きめだが動きを阻害しないものを選んだ。

			　今回は、深い階層まで潜る予定なので外泊することになる。

			　リュックの中には、折りたたんだテントや寝具などが入っていた。

			「食料と水、本当に二日分で良かったんですか？」

			　クーナが心配そうな声を上げた。

			　心配なのはわかる。ベテラン探索者たちは俺たちの倍ほどのリュックを持っているし、それに加えて荷物持ち専門の連中も連れてきている。

			　人は一日で二リットルほどの水を必要とする。さらに一キロの食料。飲食だけで一日三キロの重さになる。例えば一週間の遠征をする場合、寝具や着替え、武器やその手入れのための機材も入れれば荷物は三〇キロ～四〇キロほどになってしまう。

			　本来なら、荷物持ちなんて用意せず、全員戦闘員で揃えるのが推(すい)奨(しよう)されるが、現実的にはかなり厳しい。自分たちで守ることを前提に、低レベルの探索者に荷物持ちをさせて滞在時間を増やすパーティーが多かった。

			「うん、大丈夫。それだけあればいいよ。基本は現地調達だし」

			　俺たちは水と食料を現地調達するつもりなので、この量で問題ない。

			　普通の探索者たちは、地下迷宮のものを食うと【瘴(しよう)気(き)】で腹を壊すが、俺なら【浄化】ができる。さらに、俺たちのパーティーの武器は整備の必要がない。

			　俺は【魔銀錬成】でミスリルを溶かしながら戦うので手入れはいらないし、クーナは素手、そしてアンネの剣は正真正銘の魔剣で刃こぼれ一つしない。

			「アンネの剣、それを貸してもらってもいいかな」

			「……ソージにならいいわ。大事に扱ってね」

			「ありがとう」

			　アンネの剣を受け取り、眺める。
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			　少し懐かしさを覚えた。この世界がゲームだと思っていた頃に、コリーネ王国の王から託され愛用していたことがある。

			　真っ白い刀身。重量による破壊ではなく切れ味を重視した細身の刃。それでいてどんな使い方をしてもけっして折れず、刃こぼれすらしない。

			　俺をもってしても、材質も製法もまったく理解できない。

			　そしてこの剣は生きている。自らの持ち主を選び、そして真の主と認めた相手には本当の姿を晒(さら)す。今のアンネが手にしても、ただの丈夫で切れ味のいい剣でしかないが、本質はもっと禍々しく破滅的なものだ。

			　ドクンッ。と魔剣が震えた。おそらく俺に主としての資質を見たのだろう。このままではこの剣に魅入られる。

			「もういいよ。ありがとう」

			　俺はアンネに剣を返す。

			　今の俺なら、もう少し視えるかと思ったが、相変わらずこの剣は底が知れない。

			　数百年前に世界を救った英雄、シュジナによって作られたと聞いてはいるが、生きているなら会って話をしてみたいものだ。このレベルの魔術師はときに、なんらかの手段で自分という存在を何百年もの間存続させ続ける。錬金術師としての俺の探究心が抑えきれない。

			「ねえ、ソージ。あなたはこの剣を知っているの？　どこか懐かしそうな目をしていたわ」

			「似たようなものを見たことがあって、懐かしさを覚えたんだ」

			「このクヴァル・ベステと似た剣を？　そんなものがあるなんて信じられないわね」

			「一本あるんだ。他にあっても不思議じゃないんだろう」

			　とは言ったものの、俺もクヴァル・ベステ以上の剣は見たことがない。

			　だが、いつかそれを超えるものを作ってみたいとは思う。

			「そう。でも、もしクヴァル・ベステと同じものを見たことがあるなら、どうすればこの剣に認められるかを教えて欲しいものね。技量かしら？　魔力かしら？　それともランク？」

			　クヴァル・ベステに認められる。それはオークレール家の悲願である。

			　初代を除けば本当の意味でクヴァル・ベステに認められたものはいない。

			　それを理由にクヴァル・ベステの所有権を奪われたことがあったらしいが、誰一人、認められることはなく、結局当時の最強の剣士であるオークレールの当主に再び委ねられることになったらしい。

			　故に今では、その本来の姿は忘れさられ、能力の搾りかす程度のものが発現しただけで、所持者として認められたと誤解されるぐらいだ。そう、アンネの父親のように。

			　仕方ないとは思う。クヴァル・ベステが何よりも求めるのは普通の人間には届かない。それは……

			「いや、知らない。でも、アンネならいつか認められるさ」

			「そうね、うん、絶対認めさせてみせるわ」

			　口にするのはやめよう。自分で探して見つけないとクヴァル・ベステはアンネを認めないだろう。そして、俺が何か言わなくても、アンネならいつかクヴァル・ベステに自分を認めさせられるだろうという確信があった。

			「ふっふっふっ、武器使いの方は面倒ですね。その点私なんて、拳一つあれば十分ですからね」

			　クーナがシャドウボクシングを始めた。するどいジャブを繰り返す。

			　妙に様になっているのが逆に腹立たしい。

			「そんなこと言って、クーナだって本当は剣士だろう。それも、短剣二刀。ヒットアンドアウェイで急所を狙うタイプだ」

			「ぎくっ、なっ、なんのことでしょうか」

			　クーナがわざとらしく後ずさる。尻尾(しつぽ)の毛が逆立っている。

			「動きを見ればわかるよ。あれは剣がある前提の重心の動かし方と間合いの取り方だ。あの四位との戦いでも、間合いの取り方が拳で戦うには半歩遠いのを無理に修正してたよな」

			「ソージくんって、よく見てますよね。……そうですよ。本当は二刀流です」

			　あっさりと認めるクーナ。隠し事をしても無駄な相手と気付いたのだろう。なら、少しだけお説教しよう。

			「クーナは今のままでも十分強い。だけど……カバンに隠している短剣二本をあえて使わずに力を出し惜しみしてる。何か理由があるのか？」

			　最初は、自らの炎に耐えうる剣がないことを疑った。だから、ミスリルで彼女のための剣を用意しようと考えた。

			　だが、ある日こそこそと寮を抜けだして短剣を手入れしているクーナを見てしまった。その剣は業物で、彼女の炎に耐えられるものだった。

			　そう、クーナは、はじめから炎に耐えうる剣を持っていたのだ。

			　それなのに、あえて使っていない。

			「あんまり個人的な事情にふれないでください。迷惑をかけるつもりはありません。ソージくんの言う通り、私は拳と炎だけでも強いです」

			「だろうね。でも、剣を使うより拳で戦ったほうが強いって言い切れるか？」

			「そっ、それは」

			　クーナが言葉に詰まる。当然だ。彼女の動きは一朝一夕で身につくようなものではない。剣に特化した訓練を呆れるほど繰り返し、そして完成した動きだ。

			「クーナ。それだけ体に刻みつけた動きだ。今更、別の何かを始めることはできない。わずかな誤差、違和感がクーナの足を引っ張る。格下相手ならいいだろう。だが、剣を捨てている限り超一流相手には勝てないよ」

			「わかってますよ。わかっているけど、それでも譲れないものだってあるんです」

			　クーナは強い言葉で否定する。

			　決意は固いみたいだ。事実、ゲーム時代ですら彼女が剣を使うことはなかった。

			「無理にとは言わないさ。でも、クーナ。後悔だけはしないようにしたほうがいい。ここでは弱いことは罪だ。変なプライドは、自分だけじゃなく他人も巻き込むよ」

			「……肝に銘じておきます」

			　クーナは息をのみ、そして視線を逸らしながらか細い声を漏らした。

			「ソージ、行きましょう。ここで話し込んでも時間の無駄だわ。夜は長いのだし、テントで話しましょう」

			「それもそうだな」

			　そしてようやく、俺たちは出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージくん、やけに足取りに迷いがないですよね」

			　三人で地下迷宮を走っていた。

			「なんとなく、次の階層への入り口がわかるからね」

			「ソージ、なんとなくって言い方は結構怖いわね」

			「一応、根拠はあるよ」

			　俺は先ほどから、ある魔術を起動している。魔物の出現位置を読むのに使った【エルナ詠み】だ。だが、今回は魔物の出現パターンを予測しているわけではない。

			「エルナの流れでわかるんだよ。エルナは最下層の集積装置に向かって流れているだろう？　その流れを見れば、次の階への場所がなんとなくわかるんだ」

			「ソージくんって当たり前のように、エルナの流れが視えるとか言ってますけど、普通は見えないですからね」

			「そうよね。私も疑問に思っていたわ。そもそもエルナ自体を人間は感知できないはずなのに」

			「直接エルナを見ているわけじゃないよ。エルナに押しのけられたマナの動きで、濃度と流れのあたりをつけているんだ」

			　だからこそ、余計に演算が重くなっている。今の俺にはそれなりの負担だ。

			「地図とかあればいいんですけどね」

			「うーん、作るだけ無駄だと思うよ。地下迷宮は成長しているからね。変な先入観は仇になる」

			　地下迷宮は、一月どころか下手をすれば行きと帰りで道が変わる。

			　よくあるのが限界まで探索して、いざ引き返そうとして道の変化に気付かずに遭難。食料と水が切れて地下迷宮の物に手を出して全滅といったケースだ。

			　魔物以外のほうが、よほど性質が悪いのが地下迷宮だ。

			「それにしても広いわね。今回は地下三階への到達が目的よね」

			「いや、それは最低目標。地下五階が本当の目標って感じだね。そこまで行けばランク１中位の魔物がメインになって美味しいし、ほとんど人がいなくなるよ」

			　地下四階までは人が多いし、いざという時のために、ランク２～ランク３の騎士も常駐している、いわば補助輪つきの階層だ。本当の意味での探求は地下五階からだと俺は考えている。

			「ソージくん、だいたい、どれぐらいで地下五階につくと思います？」

			「うーん、一階層三時間ぐらいを見ているから、今日は四階でテントを張って野営ってところかな。暗くなってからの狩りや探索は危ない。日が沈む前に野営の準備をしないとね。偽物の太陽のくせに夜になったらきっちり消えるんだよ」

			　地下迷宮はそれほど広くない。ただ、まわりみちが必要な場所が多く、魔物を警戒しないといけない。さらに青々と生い茂った背の高い草で思うように動けない。他にも天然の障害があり、移動はせいぜい時速一〇キロの維持が精一杯。どうしても三時間はかかってしまう。

			「【炎槍】！」

			　クーナが足を止め、天に向かって炎の魔術を放つ。

			　流線型の燃える弾丸を生み出す貫通力に優れた魔術だ。

			　俺が開発した魔術だが、一見し、俺から説明を聞いただけでクーナはものにしてしまった。炎の魔術に関しては、彼女は天才という言葉すら生ぬるいほどの才能がある。

			【炎槍】は、木の枝から不意打ちをするつもりで飛びかかってきた二メートル近い全身にイボが生えたカエルの化物を貫いた。

			　腹にでかい穴が空いたカエルが地面に激突する。

			「火狐のクーナちゃんを不意打ちできるとは思わないことですね」

			　ピシッ！　とカエルの死体を指さしてクーナが決め台詞を放った。

			【エルナ詠み】に夢中だったとはいえ、俺より先に気付くとはなかなかやってくれる。

			「その耳、羨ましいな」

			　クーナの狐耳、金色で先端だけ黒いその耳は人間の耳よりも数段性能がいい。

			　彼女の感知能力はその狐耳のおかげだろう。

			　クーナの話では、音を立体的に捉えて映像として認識することまでできるらしい。

			「あげませんよ？」

			　クーナが耳を押さえて、おそるおそるといった様子で見てくる。

			「いるか!!」

			「二人とも、漫才はあとにしましょう。魔石を取り出すわ」

			　手際よくアンネが魔石を抉(えぐ)りだす。

			　それからも俺たちは順調に階層を下っていった。

			　これなら、なんとか明るいうちに地下四階にたどり着けそうだ。

		

	
		
			　

			第２話　規格外

			　

			　イノシシに似た魔物が俺たち三人に向かって突進してくる。

			　ただ、イノシシと異なるのは体長が三メートルを超える巨体であること。そして、鼻先から上半身にかけてまるで岩のように硬質化しており、先端に伸びる牙も四本ある点だ。

			　ここは地下四階。森のなかではなく荒野といった印象を受ける。岩と巨大な枯れ木の根が地面に露出していて、足を取られて動きにくい。

			　そんな中、巨体に似合わない俊敏な動きでイノシシの化物が突っ込んできたのだ。

			「【炎槍四連】！」

			　最初に動いたのはクーナだった。

			　速射性能と貫通能力に優れる【炎槍】を合計で四発放った。

			　流線型の魔力弾。可燃ガスを添加させ、音速を超えるスピードまで加速させる。

			　四発の【炎槍】は一発ごとに別の軌道を描きながら、突進してくるイノシシの化物にすべて着弾。

			　さらに着弾時、先端部から指向性の爆発が起こり対象を超高熱で焼ききる。原理的には対戦車ロケット弾とほぼ同じ。

			　岩のような外皮を貫き、イノシシの化物から悲鳴があがる。

			「これで、この程度のダメージですか!?」

			　クーナが悲鳴をあげる。クーナの炎は肉を二〇センチほど抉(えぐ)り、やけどを負わせた。だが、それだけだ。相手はまだ十分に動ける。

			「こいつは俺が引き受けた。生半可な攻撃じゃ、こいつには通じない。クーナは離れて大魔術の用意を」

			「わかりました。足止めを頼みます。これ以上の魔術は、演算に集中しないと無理です。その代わり、とっておきのを見せてあげますから！」

			　クーナが親指を立て俺たちから距離を取り、魔力を集中させ大魔術の演算を始める。

			　イノシシの化物も脅(きよう)威(い)を感じたのか、クーナを睨みつけて突進の体勢をとった。

			「任せろ。【魔銀錬成：漆(しち)ノ型　盾・壁】」

			　俺はミスリルのリングに魔力を流し変形させ、クーナとイノシシの間に割り込む。

			　完成したのは巨大な魔銀の盾。盾の先端には槍の穂のような突起が取り付けられている。

			　盾を用意したところで、重量と筋力に圧倒的な差がある上に、向こうには突進の勢いもある。衝突すれば、俺は吹き飛ばされるだろう。

			　……だが、それは普通の盾ならばの話。

			「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

			　この盾には真下と両端の側面に巨大な杭がついている。

			　まず真下の杭が地面に深く突き刺さり、次に斜めに伸びた杭が俺の後ろの地面に突き刺さる。

			「根を張れ、我が盾よ」

			　地面に突き刺さった杭から細い刺のようなものが無数に伸び、地下で銀の根を張る。

			　そこにイノシシの化物が突進する。

			　雷鳴のような轟(ごう)音(おん)が、あたりに響く。

			「はあああああああ！」

			　腰を落として、全体重を盾によせる。

			　俺の全筋力に加え、三つの杭で固定された盾のおかげでイノシシの突進も受けることができた。

			　とは言っても、衝撃はすさまじく、腕はしびれ、少しずつだが押され始める。

			　だが、それでいい。盾の前面に取り付けられた槍の穂が岩のように硬い表皮を貫いた。俺の筋力では貫けないそれも、このイノシシの圧倒的なパワーを利用すれば貫ける。

			　そして、刃さえ通れば。

			「【雷撃】」

			　突き刺さったミスリルの刃を通して電撃を流して内側から焼く。はじめからこれが狙いだ。

			「ＧＹＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

			　イノシシの化物が悲鳴をあげ、突進が止まる。

			　どんな化物でも体の中までは鍛えられまい。

			　電撃による筋肉の収縮で身動きも取れないはず。このまま焼ききる。しかし……

			「ＧＲＡＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ！」

			　信じられないことにイノシシの化物が、刃が突き刺さったままの頭を激しく振り出した。

			　そして、嫌な音とともに地面に突き刺さっていた杭が折れ、支えを失った俺は盾ごと吹き飛ばされ、大岩に叩きつけられた。

			「がはっ！」

			　背骨を庇(かば)うために左手をクッションにしたが、当然のように砕け、加護の光が立ち上った。

			　だが、ただではやられない。

			　盾が抜ける前に、先端の刃を盾から切り離した。おかげで刃だけは奴の体の中にある。その刃からは細い銀糸が伸びており、銀糸は俺の手の中にある。つまり……

			「まだ、電撃は続けられるってことだよ！　【雷撃】！」

			　糸を伝って電撃を流す。ミスリルの銀糸は強(きよう)靭(じん)な上に長さもある。いくら奴が暴れようと切れはしない。

			　はじめは気が狂わんばかりに暴れまわっていた奴の動きがどんどん鈍くなる。

			「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

			　止めを刺さないと。しかし、俺はまだダメージが抜けていない。

			　立つことすら困難だ。

			　だが、俺たちのパーティーには、もうひとり居る。

			　アンネが腰だめに魔剣を構え走ってきた。怒りと電撃の激痛に気を取られたイノシシの化物は彼女の存在に気づいていない。

			　アンネは無防備なイノシシの化物に対して、一(いつ)閃(せん)。

			「【斬月】」

			　それは、全身のひねりを入れた袈(け)裟(さ)斬り。

			　俺の【神槍】に憧れた彼女に、俺が教えた基本技の一つ。

			　本来、俺の魔術は理想的な体の動き＋αで魔術を構成する。しかし、彼女の演算能力では、それはまだ難しい。

			　故に、体の動きは自らの鍛錬で補い、ただ斬撃を強化する魔術にグレードを落とした。

			　その魔術の正体は概念強化。斬るという概念そのものを強化する。そこに彼女自身の技量と魔剣の切れ味が合わさることで、必殺の一撃と化す。

			　演算に三〇秒の時間が必要であり、アンネがもっとも得意とする袈(け)裟(さ)斬りでなければ使用できない。そう言った制限はある。だが、それを差し引いても十分な戦力となる攻撃だ。

			「ＧＷＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

			　アンネの袈(け)裟(さ)斬りは、寸分違わずイノシシの化物の首を切り裂き、紫色の血が噴水のように噴き出した。

			　だが、浅い。首を落とすぐらいでないと、こいつ相手には致命傷になりえない。

			　イノシシは未だ健在。筋肉を盛り上げ、むりやり傷を塞ぎ、黄色く濁った瞳でアンネを睨みつける。

			「やっと演算が終わりました。アンネ、離れて。大技行きます！　ソージくん、ミスリル借りますよ！」

			　そこに、大魔術の演算に専念していたクーナの叫びが響き、アンネが飛び退く。

			「ようやくか！」

			「待った甲斐はある魔術です。母様直伝の自慢の魔術。見せてあげますよ！　【火狐の尻尾(しつぽ)】!!」

			　クーナが放った魔術は、先ほどイノシシの化物に吹き飛ばされた俺の盾を使ったものだ。

			　どろどろに炎で溶かして液体と化したミスリルが、まるで蛇のように唸り、イノシシの化物に襲いかかる。

			「あなたが、炎に耐性があるのはわかりました。なら、質量を持った炎で焼き貫きます！」

			　炎の蛇は三股にわかれ、ムチのようにしなりながら速度を増す。先端は音速を超え、ソニックブームが発生し、イノシシの化物の表皮に無数の傷ができた。

			　炎の蛇は容(よう)赦(しや)なく、イノシシの化物の下半身を貫き、その圧倒的な熱量で内側からイノシシを焼いた。

			　瞬く間に化物の下半身は焼失し、悲鳴を上げる間もなく絶命した。

			「んな、あほな」

			　俺は思わずつっこんでしまった。

			　理屈はわかる。クーナは、火のマナの力を借りることで本来自分が扱える魔力の一二倍もの魔力を扱える。原則的に火のマナは火の魔術にしか使えない。それなのにミスリルを操れたのは、溶けたミスリルをマグマに見立てて、無理やり炎の属性を付与したからだろう。

			　だが、そうは言っても半分以上は鉱石を扱う土魔術の領域。それをランク１下位程度の演算力で、あそこまで繊細に、かつ大きな威力で扱うなんて、やはり天才なんて言葉では片付けられない、異次元のセンスだ。それも、おそらくは途中までは別の魔術を実行しようとしていたのにもかかわらず、俺のミスリルの盾が転がって来たのに気付き、その場で使用魔術を変更してみせた。

			　若干の嫉(しつ)妬(と)。そしてその才能への驚(きよう)愕(がく)が、胸の中で渦巻いた。

			　もし、彼女がこのままランクを上げていけば、どれほどの力を見せてくれるのだろうか。

			「ふふん、これが火狐の姫の力です！　私に喧(けん)嘩(か)を売ったことを後悔するといいです！」

			「そんなこと言って、足が震えているぞ」

			　いつものドヤ顔でクーナはイノシシの化物を指差し決めポーズをとっているが、微妙に腰が引けているし、尻尾(しつぽ)の毛も警戒心で逆立ったままだ。

			「だって、なんですか！　あの化物。すっごい威圧感じゃないですか！　しっ、死ぬかと思いました」

			　緊張感から解き放たれたクーナが叫ぶ。そして、ばたんと前向きに倒れてお尻を突き出す格好になった。よほど疲れたのか、尻尾(しつぽ)までペタンとたれている。

			「そうね。正直、駄目かと思ったわ」

			　アンネもそれに釣られるように倒れこみ、女の子座りになる。

			　そんな二人を見て苦笑する。

			「おつかれ。ここまで二人がやれるとは思わなかったよ」

			　お世辞ではなくて本心だ。ここまでの強さを持っているとは思わなかった。あのイノシシの化物を見た瞬間。ポシェットにある瘴(しよう)気(き)の塊を使用した【切り札】を使うことまで検討したぐらいだ。

			「そっ、ソージくん、ちょっとここの魔物強すぎませんか？　普通に死にかけましたよ。これで地下四階ですよね。目標にしている地下五階にはどんな化物が出てくるんですか！」

			「そうね、このクラスがどんどん出てくるなら、本当に辛いわ。もしあと一匹、同じ敵が現れたら確実に全滅だったわ」

			「たしかに、このレベルの敵が二匹同時に出てきたら終わりだろうね」

			　あのイノシシの化物はそういうたぐいの敵だ。ランク１上位の四人パーティーですら、勝てるかが怪しい。

			「今すぐ、帰りましょう。まだ、このフロアは早すぎます！　というか、次の魔物に会う前に一刻もはやく上へ」

			　クーナはさっきまでへたり込んでいたのが嘘のように素早く立ち上がり、地下三階への階段へと体を向けている。賢明な判断だ。

			　だが、それは今のレベルの化物が出てくればという前提だ。

			「安心してくれ。今のは事故みたいなもんだよ。ほら、教官が言ってたよね。たまに浅い階層でも数十匹分のエルナを使って強力な魔物が出てくるって。あれがそう。いわゆる、【事故湧き】ってやつだ」

			「そっ、そうなんですか、安心しました」

			「ええ、そうね。もう、逃げる元気もないもの。本来だったらどれくらいの階層に出てくる魔物なのかしら」

			　二人とも、よほど先ほどの戦いで疲れたのだろう。声に張りがない。

			「あいつは……そうだね。ランク１の中でも最上位クラスだから階層で言えば、地下八階か九階ぐらいだよ」

			「いっ、意外と近い」

			「大丈夫だよ。そこに行くまでに、俺たちはもっと強くなっているから」

			　今日だって、最短経路で突き進みながらそれなりの数の魔石を手に入れた。二人とも、ランク１の中位ぐらいにはなれるかもしれない。

			　それに今回のイノシシの化物との戦闘で手に入れた、ランク１最上位の魔石はかなり美味しい。レアモノだ。

			「今日はテントを張って休憩にしよう。ちょうどいい食材も手に入ったし」

			「そっ、ソージくん、食材が手に入ったって、まさか」

			「うん、今倒したこいつが今日のご飯だよ」

			　そう言った瞬間、クーナとアンネはすごく嫌そうな顔をした。

			　このあと、このフロアには水場がないから、水の入手もこの魔物からすると言ったらどんな顔をするのだろうか。

			　少しだけ、それが楽しみだった。

		

	
		
			　

			第３話　バーベキュー

			　

			　イノシシの化物を仕留めて、地下四階の入り口付近にある開けた土地に出る。

			　今日は狩りをやめにして、ここで夜を明かす。

			　奴との戦いで魔力をかなり消費したし、左腕の複雑骨折を治すために結構な量の加護を失ってしまった。

			　探索者たちの暗黙の了解として、入り口付近で野営をするというルールがある。探索者たちが固まっているほうが、魔物の襲撃にも対応しやすいからだ。

			「ふんふんふん♪」

			　俺は鼻歌交じりにイノシシの化物を解体していく。全長三メートルもある化物なので、かなり食いでがありそうだ。

			　クーナが内側から焼いたおかげで下半身は吹き飛んだが、上半身はほとんど無傷なので問題なく食べられそうだ。

			　まずは、血抜きだ。土魔術で作った柱に宙吊りにして首の動脈を切り裂く。

			　心臓が止まっているので血はあまり流れない。なので魔術で電気信号を流して、無理やり心臓をポンプさせる。すると勢い良く血が動脈から流れ始めた。

			　紫色の血が、どんどん魔術で作った岩の桶に溜まっていく。

			　その隣に、もう一つ岩の桶を用意。

			「【浄水】」

			　そして、ゲーム時代に開発した別の魔術を使用する。

			　これは【浄化】の進化系の魔術だ。

			　地下迷宮で水を浄化して手に入れることに成功した俺たちは、次の課題にぶちあたった。水場が都合よくある階層は少ない。特に中間層ではほとんど水が手に入らない。その状況を打破するために、もっとも身近にある資源である魔物から水を得ると決めた。

			【浄水】はそのための魔術だ。

			　空気中の水分を集める魔術も考案されたが、効率が悪すぎてこちらが主流だった。

			　血液の瘴(しよう)気(き)を取り除き、さらに水分だけを分離する。分離した水分は岩の桶に流れ込み、それ以外の不純物は元の桶にこびり付いた。

			　取り除かれた瘴(しよう)気(き)は、俺のもつ瘴(しよう)気(き)の玉に吸い込ませる。

			「あの、ソージくん。それ、本当に飲むんですか？」

			「なんだ、クーナ。テントの設置はもう終わったのか」

			　クーナにはテントの設営を頼んでおいた。彼女がここに来たということは、無事テントの設置が完了したということだ。

			「はい。終わりました。それで、どうですか？　その水を本当に使うんですか？」

			「当然だろう。貴重な魔力を消耗してまで作ったんだ」

			　それを聞いた瞬間、クーナがすごく嫌そうな顔をした。

			「ううう、やっぱり」

			「逆になんでクーナがそんなことを気にするのかわからない」

			　俺はイノシシの化物の血液から作った水をコップですくい、飲み干した。

			　疲れてほてった体に、染みわたる。

			「本当に飲んだ。それ、血ですよ!?」

			「だから、なんで気にするんだよ。クーナだって、この前、血の滴るステーキとかうまそうに食ってたじゃないか。不純物を完全に取り除いている分、こっちのほうがよほど衛生的だ」

			「言われてみれば、そうですが……」

			　どうやら、彼女の中で色々と葛藤があるらしい。

			「わ、わかりました！　ソージくん、私にもお水をください」

			「うん、いいよ」

			　コップはどこにあったかな。

			　そんなふうに考えていると、クーナは俺の手にあったコップをとって、ごくりと飲んだ。白い喉元が揺れる。それだけなのに視線が釘付けになる。

			「味は普通の水です。ん？　なんですか、ソージくん。じっとこっちを見て」

			「いや、なんでもないよ」

			　間接キス。なんてことを言ったらクーナはどんな反応をするだろうか。そんなことが脳裏に浮かんだ。

			「ソージ。こっちも準備ができたわ」

			　焚き火と調理器具。そして座れる場所の確保をしていたアンネも戻ってきた。

			「ありがとう。じゃあ解体を始めよう。クーナ、まず皮を燃やさないようにしながら、毛だけ燃やしてくれ」

			「また、細かい注文を」

			「できないのか？」

			「できるに決まっているじゃないですか！　クーナちゃんの絶技に見(み)惚(ほ)れるがいいです」

			　クーナが火のマナを呼び集め、魔術を起動する。

			　皮に焦げ跡一つつけず、見事に毛だけを焼き払った。相変わらずすさまじい精度だ。こと、火を使う魔術の精度においては俺すら凌駕する。

			「下準備はできたな。【魔銀錬成：弐ノ型　剣・斬】」

			　魔術を起動し、ミスリルのリングを剣に変える。刃渡り六〇センチ程度の片手剣だが、両手持ちができるように若干柄の部分が長くなっている。

			　それを腰だめに構えた。

			「【残月】」

			　斬るという概念強化を施した水平薙(な)ぎ。

			　アンネが使った時は皮を突き破り、数センチを切り裂くに留まった技。

			　しかし、俺が使うと。

			「……すごい。ソージならこうなるのね」

			　銀色の閃(せん)光(こう)が走った瞬間、イノシシの化物の首が落ちる。

			　魔術は掛け算だ。生身の体で放つ技の威力を倍増させる。つまり、もとの技の完成度の差まで何倍にも増幅されてしまう。

			　だからこそ、魔術師は圧倒的な能力を持ちながらも体術を極めようとするのだ。

			「【風車】」

			　首の断面から、皮と肉の間に圧縮した空気をいっきに流し込み、爆発させる。

			　ポフッと間抜けな音が鳴り、イノシシの体が風船のように一瞬で広がる。

			　イノシシの体がしぼんでから、硬化していない皮の部分を添うように刃でなぞる。切れた皮を両手で掴んで開くと、するすると皮が剥げていく。

			　岩のように硬化した表面を傷つけることは難しいが、こうやって皮と肉の間に力を加えるとあっさり肉と皮が離れる。

			　皮さえはがせばあとは簡単だ。剣の重量配分を鉈(なた)のように変化させて、みぞおちから鎖骨までを叩き斬る。そして腹を割いて内臓を取り出す。

			　止めとばかりに脊椎と肋骨の接点を壊すことで、三枚おろしになる。あとは切り分けて終わりだ。

			「ふう、今日はあばらの周りのうまいところを焼こうか」

			　一〇キロほど肉を切り出したが、元が馬鹿でかいので一割も取り出せてない。

			　ロース肉のあたりは燻製にして保存食にするが、それでもすべてはもっていけない。

			「ううう、魔物なのに美味しそうです」

			「こうしてお肉にすると、ただのイノシシに見えてくるわね」

			「まあ、ただの肉だからな。普通の人には硬すぎて食えないだろうけど」

			　体表ほどではないが、肉も硬い。冗談のような身体能力を支える強(きよう)靭(じん)な筋肉のせいだ。

			　だが、探索者なら問題なく噛み切れるだろう。

			「これ、どうやって料理します？」

			「焚き火で塩を振りながらの丸焼きだね。キャンプにはふさわしい料理だ」

			「じゅる、肉食獣の本能が騒ぎます。母様も姉様も煮込み料理が好きだったので、こういうのは久しぶりです」

			　さすがお嬢様。手の込んだ上品な料理を食べて育ってきたのだろう。今日は探索者風のワイルドな料理を心ゆくまで楽しんでもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　焚き火で骨がついたままのあばら肉を炙(あぶ)る。焼く前にしっかり塩と胡(こ)椒(しよう)を揉み込んでいるので、焼き終わればそのままかぶりつける。

			　石で囲んだ焚き火に、Ｙ字の柱を二つ立てて、その上に串に刺さった肉がかざされる。

			　くるくると柱の上で肉の刺さった串を回すことで、まんべんなく火を通すことができるのだ。

			　胡(こ)椒(しよう)と肉汁のまざった匂いは暴力的なまでに食欲を煽る。先ほどから生(なま)唾(つば)が止まらない。

			「ねえ、ソージ。焚き火が変じゃない？」

			「ああ、変だ。俺はさっきから火力調整をしようとしているんだが、理想的な火力配分で気持ち悪い」

			　そう、焚き火での料理は意外に難しい。よほど注意しないと焦がすか生焼けになる。

			　しかし、今日の焚き火は肉を焦がさず、なおかつしっかりと火が通る程度に強い火力を保っている。それどころか、最初は表面を強く焼いて肉汁を閉じ込めるようにしてから、徐々に火を通していくような、そんな意思のようなものが感じられる。

			　いや、それだけじゃない。目に魔力を集中して注意深く観察する。すると、ただの焚き火なのに、まるで炭火のように赤外線を強く出して内側にしっかり熱を通している。

			　こんなことができるのは……

			「お肉♪　お肉♪　美味しいお肉♪」

			「おまえか、クーナ！」

			「へう!?　いきなりなんですか！　ソージくん」

			　クーナが動揺した瞬間、炎が勢い良く燃え上がる。

			「ああ、お肉が！」

			　クーナが慌てて焚き火に視線を向けると、火が沈静化した。

			「まったく、料理中に話しかけるなんて非常識ですよ！」

			　クーナが尻尾(しつぽ)を逆立て、怒りの表情を浮かべる。

			「クーナ、もしかしてあなた。焚き火なんて回りくどいことをする必要がなかったのではないかしら？」

			　その言葉を聞いた瞬間、クーナの耳がピンとなる。これは、彼女の図星を突かれた時の反応だ。

			「そっ、そんなことないですよ？　表面焼いてから、火なんて使わずに直接中を加熱したほうが早いし、肉汁が逃げないし、水分も保てるから、美味しいのができたりなんて、ありえないですよ？」

			「アンネ、火を消そうか」

			「そうね。そっちのほうが早くて美味しいものが食べれそうだし」

			「ああ、ストップ、ストップです！　こっちの焚き火くるくるのほうが、見た目が美味しそうなんです！　雰囲気的にも楽しいです！　後生ですから、このまま、このまま！　もっとくるくるさせてください！」

			　よほど、くるくると肉を回すのが楽しいのか、クーナは必死に俺たちをとめる。

			　結局クーナに根負けして、最後まで焚き火を使って肉を焼くことになった。

			　たしかに、焚き火くるくるはロマンだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「美味しいです。やっぱり、焚き火くるくるは正義です」

			　巨大な肋骨を骨単位に肉を切り分けて、全員に配った。

			　巨大なイノシシの化物だけあって、それだけでも十分な量がある。

			「クーナ、はしたないわ」

			　骨付き肉に思い切りかぶりついて、尻尾(しつぽ)をぶんぶん振るクーナ。口には肉汁がたっぷりついている。

			「アンネ、ワイルドな料理はワイルドに食べるのが礼儀なんですよ」

			「たしかにな、こんな料理、お上品に食べるほうがおかしいよな」

			　俺もクーナのようにおもいっきり、肉にかぶりつく。

			　そして、骨にくっついた一番うまい肉を歯でこそぎ落とす。お上品に食べていてはこの旨味を逃がす。口の中に力強い肉の味が広がる。

			「ソージが言うなら。えい」

			　アンネもナイフとフォークを手放して、クーナや俺のようにかぶりついた。少し恥ずかしいのか顔が赤い。

			「見た目はイノシシですけど、牛のような味がします。こんなお肉初めてです。魔物も捨てたものじゃないですね」

			　たしかにこの肉はうまい。筋を徹底的に取り除いたり、ミンチにして柔らかくすれば外でも売れるだろう。

			　もっとも、浄化をできる人間が俺しかいないので難しいだろうが。

			　ときどき、近くで野営をしている別のパーティーが肉の匂いにつられてやって来る。そして山積みになったイノシシの化物の肉を見て、ぎょっとした表情を浮かべて去っていく。

			　魔物の肉を食べるのは自殺行為だとわかっているからだろう。

			「クーナ、アンネ、お茶だよ」

			　食後、満足気な笑みを浮かべている二人に、焚き火で沸かしたお湯で紅茶を淹れた。

			　この紅茶は街で買ったものだ。リラックスさせる効果があるものを選んだ。少し高い買い物になったが、娯楽の少ない地下迷宮ではこういった嗜好品は、かなりの助けになる。

			「ソージくん、気がききますね。お肉の食べすぎで胃がもたれていたので助かります」

			「美味しいお茶ね。淹れ方もうまいわ。うちの執事よりもいい腕かも」

			　お姫様二人が心底美味しそうにお茶を飲む。喜んでくれてなによりだ。

			　しばらく焚き火にあたりながら談笑していると、こちらに向かってぼろぼろのパーティーが歩いてきた。

			　六人組だ。装備を見る限り、四人が戦闘員で残り二人が荷物持ちだろう。

			　ひどい様子だった。装備はほとんどが使い物にならないぐらいに壊れている。頬は痩せこけ、肌も乾燥しきっていた。

			　おそらく、水も食料もろくに残っていないのだろう。

			　よくあることだ。深く潜っているうちに強敵とあって命からがらの敗走。傷の回復を待っている間に食料が尽きる。荷物を持って逃げる余裕もなかったのかもしれない。

			　荷物の少なさを見る限り後者だろうか。

			　彼らは俺たちの前で立ち止まる。その目は欲望に染まっていた。

			　クーナとアンネが身構える。

			「食料と水をよこせ。逆らえば殺す」

			　リーダーらしき男が、俺に剣を突きつけてきた。

			　食料を失うことがよくあることなら、こうして他のパーティーから食料を奪うこともよくあることだ。

			　地下迷宮の死因の統計を取ると、魔物に殺されるというのは全体の二割程度、三位でしかない。死因の一位は食料と水を失ったことによる餓死、二位は人間に殺されることだ。

			　そして体調が最悪とはいえど、上級者パーティーには俺たちを皆殺しにできる力がある。

			　逆らえば死。

			　慎重に返答を選ばないといけない。だから俺は……

			「お断りします」

			　笑顔でそう返答した。

		

	
		
			　

			第４話　交渉

			　

			「断るだと！　貴様。俺たちがランク２だとわかって言っているのか！」

			　三〇代前半の鍛えぬかれた体の男が、がなり立てる。

			　ランクは測定魔術を使えば見えてしまう。

			　探索者同士での戦いでは、彼我の戦力差がわかるのだ。餓えた探索者たちには四人もランク２がいて、しかも実戦経験が豊富。相手が弱っていることを差し引いても。俺たちでは勝てない相手だ。〝俺が切り札を使わなければ〟。

			「ええ、食料をただで渡すわけにはいきません」

			　正直な話、魔物の肉は一五〇キロほどあるし、水なんていくらでも作れる。渡したところで懐は痛まない。だが、ここには野営する探索者が集まっており、周りの目がある。

			　弱みをみせれば、一瞬で周りの連中もハイエナに変わり、根こそぎ持っていってしまうだろう。

			「ほう、よほど死にたいらしいな。俺たちは飢えている。このうまそうな匂いに釣られてきた。理性を期待するなよ。肉を食うためなら、人殺しぐらいどうということはない」

			　俺の首元に剣が突き立てられる。一筋の血が流れ、同時に加護が発動し治療されていく。

			　その様子を見たクーナとアンネから、殺意と魔力が膨れ上がる。

			「動くな！　二人とも」

			　俺は二人を一喝する。

			「でも、ソージくん」

			　クーナの泣きそうな声が聞こえてきた。彼女にそんな声を出させた目の前の男に殺意が湧く。だが、それを必死に抑える。我慢をしないといけない。うまく利用すれば、この状況は利益につながる。

			「クーナ、いいんだ。俺は大丈夫だから」

			　俺は優しく微(ほほ)笑(え)む。こういう時は余裕を見せるのが一番いい。クーナとアンネは男を強く睨みつける。二人の美少女に睨まれて男はたじろいだ。

			「まあ、落ち着いてください。俺はただではあげないと言っただけですよ」

			「なに？」

			「食料と水を購入するという形なら、喜んで差し出しましょう」

			　そう、正式な取引なら弱みを見せることにはならない。それどころか、やりようによってはこの後の商売の宣伝に使える。

			「貴様は交渉を持ちかけられる立場か！」

			「私は交渉を持ちかけられる立場ですよ」

			　睨みつけてくるベテラン探索者を睨み返す。相手の目に少しだが理性が宿った。少なくとも話は聞いてくれるようだ。

			「そっちは奪うつもりでしょうが、そもそも、あなたたちは私たちの食料を奪ったところで食べられない。……クーナ。テントの横の肉を適当に持ってきてくれ」

			「はい、すぐに」

			　クーナの動きをベテラン探索者たちが厳しく監視している。変な動きをすれば、いつでも殺すとでも言うように。

			「さっそく料理しましょうか」

			　クーナが持ってきたのはロース肉の塊。それを薄くスライスし、素早く塩を振りかける。二枚切り分けたうちの一つを【浄化】し、もうひとつはそのままにしておく。

			「クーナ、焼いてくれ」

			「はい、ソージくん」

			　クーナの魔術で肉が内側から加熱され、一瞬でスライスはステーキに変わる。

			　肉の匂いがあたりに広がり、目の前の探索者たちがごくりと生唾を飲んだ。

			「一つ目は俺が魔術をかけた肉。これは試食だよ。好きに食べるがいいさ」

			　アンネに目配せして、水を注がせたコップと一緒にベテラン探索者に渡す。

			　男は再度、ごくりと生唾を飲むと薄いステーキにかぶりついた。

			「うまい、うまいっ」

			　涙を流して肉を噛みしめ、水を流し込む。よほど飢えていたのか、完全に警戒を解いており、険しかった顔がほころんでいく。今なら隙だらけだが、相手は四人。不意打ちをするのは悪手だろう。あっという間に食べ終わった探索者が再びこちらに向き直る。

			「これだけじゃ全然足りない。この味を知っちまったら、何がなんでも手に入れないといけねえな」

			　完全に獣の目になる。少し、目を覚まさせてやろう。

			「もう一枚の肉も焼いたわけだが、これを食うのはおすすめしない。こっちは俺が魔術をかけていない、ただの魔物の肉だ。知っての通り瘴(しよう)気(き)まみれで食えたものじゃない。同じ肉の塊から切り分けたが、まるで性質が違う。俺が魔術をかけない限り、この肉は毒だ。奪ったところで意味がないんだよ。信じられないなら食ってみればいい」

			　俺の言葉にベテラン探索者はたじろいだ。

			　だが、奪ったところで意味がないと言ったその言葉を信じたわけじゃないようだ。疑いを込めた目で俺を見ている。

			「おい、おまえ。食え」

			「いっ、いいんですか!?」

			　ベテラン探索者は荷物持ちの男を呼び出してステーキを食わせるという選択をした。それなら、たとえ毒だったとしても主力メンバーを失わないという冷徹な判断。

			　毒かもしれないという恐怖を感じながらも、ベテラン探索者が食えたという事実と、暴力的な肉の匂いに釣られて荷物持ちの男が肉をむさぼる。他のパーティーメンバーは羨ましそうにそれを眺めていた。

			　肉を口に入れた瞬間、荷物持ちの男は心底うまそうな表情を浮かべる。

			「こいつはうめぇや」

			「おい、やはり嘘か！」

			「いや、すぐにわかる」

			「へっ、えっ、これ、はら、おえええええ。いっ、痛い、はらぁぁぁあ、俺の腹ぁぁぁぁ」

			　肉を食った男が肉を吐き出し苦痛にのたうち回る。

			　ランク３にでもならない限り、【浄化】をしていない肉を食えばこうなる。

			「ほら、言った通りでしょう？」

			「なるほど、おまえが手を加えないとこうなるわけか」

			「そうです。奪うだけ無駄ですよ。買っていただけるなら適切に処置をしましょう」

			「脅(おど)すこともできるが」

			「全力で抵抗しますよ。俺を殺すならともかく、無力化するほどの余裕があなたにありますか？」

			　この連中なら俺を殺すぐらいは朝飯前だが、無力化するのは厳しいはずだ。

			　一瞬、視線がクーナとアンネに向いた。

			　考えていることはわかる。二人を使って俺にいうことを聞かせる。

			　俺は本気の殺意をベテラン探索者にぶつける。そいうことをするなら、切り札を使ってでも殺してやる。

			　ベテラン探索者は俺から何かを感じ取り、両手をあげて降参だとつぶやいた。

			　常識的に考えれば、この男が俺を恐れる必要はない。それでも本能が危機を感じ取り、さらに男はその直感を信じることができた。だからこそ、生き残ってこられたのだろう。

			「ふう、わかった。負けだ。買わせてもらおう。いくらだ？」

			「そちらのパーティー全員分の食事と、二日分の干し肉。それにたっぷりの水で二〇万バルでどうですか？」

			「ぼったくりだな」

			「地下四階なら良心価格だと思いますよ。食料だけならともかく、地下迷宮でもっとも貴重な水までつけさせていただきますからね」

			　実際に、探索者向けに地下迷宮で商売をする剛の者もいるが、だいたい価格は市場の五倍ほど。魔物に襲われながら店を開くリスク。輸送のコストを考えると仕方のない話だ。

			「たしかにな。よし、買おう。持ち合わせは一〇万バルしかない。足りない一〇万バルはこいつでどうだ」

			　ベテラン探索者が、拳大の魔石を投げてくる。

			　ランク１上位の魔石。換金所なら二〇万バルにはなる。これなら文句はない。

			「承りました。さっそく食事の用意をしますので、そちらに座ってお待ちください。それと、これを」

			　俺は水筒を投げつける。水を入れたばかりなので、きちんと二リットルほど入っている。

			「まずはそれで喉を潤してください。それから空の容器があるなら、水を入れておきますので全部出しておいてくださいね」

			「助かる。おまえら、たった三人でどれだけの水を運んでやがる」

			「それは企業秘密です」

			　俺は口元に指を当ててそう言った。

			　肉はともかく、魔物の血から水を作ったと言えば、嫌な顔をされるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ベテラン探索者たちのところへ、血の滴るステーキを山盛りに、何枚も重ねて持っていく。

			　すると、餌に群がる野犬のように、彼らはものすごい勢いで肉をかきこんだ。

			　さあ、餌は十分に撒いた。

			　獲物はかかったか？　俺はあたりを見回す。

			　肉の匂いに釣られて、魔物の肉だとわかった瞬間に離れていた探索者たちが再び、俺たちの周りに集まってきた。

			　その視線が肉を貪る探索者たちのもとに集まる。

			　俺は魔物の肉を売りさばくつもりだった。なにせ巨大なイノシシの化物の肉は可食部だけで一五〇キロ近く残っている。持ち運ぶことは不可能。そして捨てるのはもったいない。

			　だが、売りたくても魔物の肉を買う奴は居ない、無料の試食すらも断られるだろう。俺やクーナが目の前で食べたとしても、俺たちの体質だと疑われる。

			　そこで、ベテラン探索者たちを利用することを思いついたのだ。

			　俺たち以外のパーティーに食わせることで、俺たちが特別ではなく、肉自体が特別な調理をして食べられるようになっていると理解させる。

			　よし！　かかった。

			「おい、兄ちゃん。俺たちにもあの肉売ってくれないか？」

			　野営の設置をしていた探索者が声をかけてくる。

			「もちろん、喜んで。でも、高いですよ」

			「構わねえ。こんな場所で柔らかくて水気たっぷりの肉が食えるならいくらでも払う」

			　俺は内心でほくそ笑む。さあ、これから忙しくなるぞ。

		

	
		
			　

			第５話　商売

			　

			「ソージくん。教えてください。私はあと何枚肉を焼けばいいんですか？　何枚ステーキと干肉を作れば休憩できるんですか!?」

			　クーナが悲鳴をあげる。

			　焚き火で焼くなんて悠長なことをやっている暇がないので、クーナの魔術を使い一瞬で肉を焼いてもらっているが、それでも追い付いていない。

			「俺が知るか！　客がいなくなるまでだ」

			　ベテラン探索者たちとの交渉が成立し、好きなだけステーキを食わせる。そこまでは良かった。

			　さすがに探索者だけあって、常人なら胃が弱って受け付けないはずのステーキ肉、それも五〇〇グラムの特大サイズをぺろりと平らげた。しかも一枚では満足できずに、全員二回ほどおかわりもしていた。

			　そして、そこから数組のパーティーに期待通り肉は売れた。……問題はその後だ。

			　肉汁と胡(こ)椒(しよう)の交じる匂いに誘惑されて、想定以上の人だかりができてしまったのだ。

			　口コミで広がり、次々に新しいパーティーが現れる。

			　捌いても捌いても、行列が途切れない。四苦八苦しているうちに、アンネが列を整理し金を回収。俺が肉の処理を行い切り分け、クーナが焼くという一連の流れが完成した。

			「ここまで人気が出るのは意外だったな」

			　売れるとは思ったが、ここまでの盛況は予想できなかった。

			「そうね、一万バルなんて無茶な値段。普通は売れないわ」

			「一応、地下四階なら可能性もあったんだけどね」

			　地下四階は、低層専門の連中が来ないため狩りの効率がよく、なおかつ地下五階から一気に難易度が跳ね上がるせいで、地下五階以下の探索をする場合も四階で野営をする探索者は多い。そのため、野営ポイントとして非常に人気が高いのだ。そして実力がある人間が集まるということは、安全だということにつながり、さらに人気が出るという循環を繰り返している。

			　パーティーによっては、ここに数日ほど滞在する。

			　その間の生活は悲惨だ。水と食料が現地調達できないため、少しでも荷物を圧縮できる乾パンと干肉などがほとんどを占める。

			　上位のパーティーは定期的に人を雇って物資を輸送させているが、それだって限界がある。粗食であることに変わりはない。

			　そんななか、水気たっぷりの血の滴るステーキだ。我慢なんてできるわけがない。

			「ソージ、さっきからお客さんが全然途切れないわ。もう、値段を倍にしてもいいんじゃないかしら？」

			「今からやると暴動が起きるから、もう少しこのまま耐えてくれ」

			　解体したイノシシの肉。可食部は一五〇キロ程度、そのうちステーキにできる部位はせいぜい五〇キロ。ステーキは一枚五〇〇グラムほどなので、一〇〇枚ほどで終了予定だ。驚いたことに、早々にその在庫が尽きようとしていた。

			「そうね、並んでいたらいきなり値段が高くなったなんて、怒るに決まっているわね。そもそも、今の値段でも高すぎるし」

			　なにせステーキ一枚一万バル。誰がどうみてもぼったくりだ。

			　だが、ここまで来れる探索者は金持ちだ。それも地下四階で野営をできるような連中は稼ぎの桁が、地下三階まででくすぶっている連中とは異なる。

			　だから、日々の味気ない食事に彩りを加えるために、一万バルをぽんと出すぐらいは平然とするのだ。

			「ステーキ一枚くれ！　魔石払いで！」

			「たしかに頂いたわ。ソージ、ステーキ一枚！」

			「りょーかい」

			　とは言っても現金をあまり持ち歩かない探索者も多い。

			　その場合は、こうやって魔石をもらっている。魔石ならなんでもいいことにした。

			　最低ランクの魔石でも二万バルになるので得をする。しかも探索者は、金を出すより魔石を出すほうが、抵抗がないらしく、ポンポンとランク１中位の魔石も支払いに当てている。ランク２の探索者にとってこれくらいの魔石はすぐに手に入るのだ。

			　こうやって支払われた魔石だけで、この四日で俺たちが稼ぐ予定だった目標数に届きつつあった。

			「なあ、クーナ。ここの階層に家を建てようか」

			「忙しいんですから、寝言はやめてください」

			「家を建てて定食屋にしてさ、魔物を狩って料理を出して売るんだ。それだけで、魔石と金がたんまり手に入る。俺が料理人でクーナが看板娘」

			「あのー、ソージくん、私の声が聞こえていますか？」

			「クーナ、子供は何人がいい？」

			「ソージくんの中でいったいどれだけ話が進んでいるんですか！　冷静になってください！」

			　先ほどから、めんどくさそうに生返事をするばかりだったクーナが、いきなり顔を真赤にして大声を出した。

			「そうね、ソージ。少し冷静になったほうがいいわ」

			「言ってやってください、アンネ」

			「設定が甘いわ。私が居ないのが気になるのがひとつ。それと、火の魔術が得意なクーナが料理人になるべきね。そう、私を看板娘兼、不倫相手で登場させるのはどうかしら？　それですべてが解決すると思うのだけど」

			「なんでわざわざ地下迷宮でどろどろの愛憎劇を展開しないといけないんですか!?　そういうのはうちの親だけで十分です！」

			　クーナがほとんど悲鳴のような声をあげる。

		

	
		
			[image: 055.jpg]
		

	
		
			　ふうふう、と息が荒くなっていた。

			「クーナ。調理中にツバを飛ばすな。非常識だぞ」

			「そうね。クーナ、自制しなさい。お客様がかわいそうよ」

			「いや、いいです。あんな美少女のツバはご褒美です」

			　客の探索者が乗ってくる。心の広い人で良かった。

			　クーナがわなわなと震えている。

			「もう、この人たち嫌ですぅ」

			　ついにクーナが涙声になった。

			　少しからかいすぎたようだ。あとでそれとなくフォローしておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局その後、肉の在庫がなくなるまでステーキを売り続けた。まだ並んでいた客は、悔しそうに去っていく。

			　合計一〇二枚のステーキが売れて、七一万バルと、三一個もの魔石が手に入った。

			　しかもその魔石のうち、八つは中位の魔石だ。予想外の収入にほくほく顔になる。当座の資金もできたし、心置きなく【格】の強化に使える。

			「もう、一生分お肉を焼きました。しばらくお肉は焼きたくないです」

			　クーナがくたびれた様子で、椅子にもたれかかって愚痴をこぼす。繊細な火力の調整が必要だったので、それなりに負担があったはずだ。

			「そう？　私は楽しかったわ。わりとこういう職業に向いているのかもしれないわね」

			　逆にアンネのほうは、まだ余裕がありそうだ。お嬢様なのに客商売に抵抗がないのは意外だった。

			　俺はそんな二人を眺めながら片付けをしつつ、金と魔石の使い道を考えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　片付けが終わって一息ついていると、俺たちに最初に絡んできた探索者が礼を言ってきた。

			「さっきは本当に助かった。ありがとう」

			「いえ、儲けさせてもらったのでこちらこそ感謝します」

			　握手を求めてきたので、その手を握り返す。

			　彼らにはステーキを振る舞ったあと、たぷたぷになるまで水を飲んでもらい。水筒に十分な水を補給させた。

			　他にも地上に出るまでの食料として、塩を塗りこんだ後、魔術で水をとばして作った干肉を一人につき三日分用意した。

			「君にその気があればだが、俺たちのパーティーに入らないか。魔物の肉を食材に変える魔術。それに、君は言わなかったが、あの水は魔物の血だろう？」

			　ベテラン探索者は、パーティーの仲間に聞かれないように小声で言った。

			「なぜ、それを？」

			「あれだけの大物を解体したわりに、血が少なすぎると思ってね」

			「正解です」

			「やはりか……君がいれば事実上、迷宮で食料と水の心配をしないでいいことになる。欲しがって当然だろう。君にもメリットがある。俺のパーティーはランク２が四人いる。これほど戦力が整ったパーティーはなかなかないはずだ。上を目指すならこれ以上の条件はない」

			「お断りします。……でも、意外ですね。てっきり、魔術を教えろと言ってくると思いました」

			「うちの魔術師に君の技を盗ませようとしたさ。だが、君の魔術を盗み見ても、見たこともない魔術式でまったく理解できないし、工程数が多すぎて、百年たっても使えないと匙を投げられた」

			　そう、俺の【浄化】の強みは、俺以外が知ったところで再現できないところにある。

			　俺の知っている魔術式をすべて紙で書きだしたところで誰も実行できない。

			「君が来てくれないのは残念だ。だが、助かったよ。今日の恩はいつか返す。もし何か問題があれば協会で【群青の鷹(たか)】を頼ってくれ。君たちからの依頼なら、最優先で受けよう」

			「それはどうも。もちろん金を取るんでしょう？」

			「当たり前だろ。そっちもしっかり取ったんだから。それに……君は金をたっぷり稼ぎそうだ。とれるところから取るのが、探索者だ」

			　その強かさこそ探索者の必須スキルだ。頼もしくすらある。いざという時は頼らせてもらおう。

			　ランク２の知り合いというのは、十分使い道がありそうだ。

		

	
		
			　

			第６話　テント

			　

			「ソージくん、絶対覗いちゃ駄目ですよ。覗いたら……焼きますよ♪」

			「覗かないよ」

			「私は別にいいのだけれど」

			「だーめーでーす。女の子が肌を晒(さら)していいのは旦那様だけなのです」

			「下着姿ならすでに見られているわ」

			「裸は絶対だめ！」

			　クーナとアンネがテントの中で服を脱ぎ、お湯で濡らした布で体を拭いている。ひとりに付きタライにいっぱいのお湯を使っているので、その気になれば頭まで洗える。

			　水が豊富に確保できる俺たちだからできる贅沢だ。

			　普通のパーティーなら三日に一度程度、それもガチガチに固く絞った布で体を拭くのがせいぜいだ。男はともかく、女性にはそれが辛いらしく、深い階層に行くほど女性の探索者は減っていく傾向にある。トップ層にいる連中なんて、女性でも丸坊主にすることすらある。それなら少ない水で衛生面を改善できる。

			　二人が体を洗っている間、俺は外で見張りだ。

			　裸を見られるのは抵抗があるようで、クーナに追い出された。覗きたい気持ちはあるが、ここはおとなしく我慢をしておこう。いずれ、そういう仲になったらたっぷり楽しませてもらえるのだから。

			　男なので誰に見られようと構わない。周りの探索者の目も気にせず、パンツ一枚になって体を拭き、最後に頭から勢い良くお湯を浴びて、頭をガシガシとやってからタオルで水気をとる。

			　そうしていると、テントの中の声が漏れ聞こえてきて、そっちに意識が向けられる。

			「アンネ、肌が綺麗。それにすらっとしてずるいです」

			「そう？　肌の綺麗さならクーナのほうが上じゃないかしら。それに、この胸が羨ましいわね」

			「アンネ、どこ触っているんですか！　お返しに……あっ、ごめんなさい。掴めない」

			「……ねえ、クーナ。私の胸を馬鹿にしているのかしら？」

			「アンネ、痛い痛い、あんまり強く揉まないでください。まだ成長中だから強くされると痛いんです」

			「……ここからまだ成長するつもりかしら？　神様を恨みたくなるわね」

			　テントの中から悩ましい声が聞こえてくる。

			　本人たちは声を抑えているつもりだが、聴覚を強化した俺には鮮明に聞こえてくる。色々と理性を試される。

			　クーナの女性らしい体も、アンネのすらっとしたモデルのような体型もどちらも魅力的だ。

			　俺の理性をどんどん削りながら、二人は三〇分ほどかけて体を拭き終えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージくん、終わりました。もう入っていいですよ」

			　テントの扉を開けて、クーナがひょっこり顔を出した。少し頬が赤く、いつもより色気がある。髪はまだ少しだけ湿っていた。服装も動きやすい部屋着に着替えている。こういったものは荷物を増やすだけと思われがちだが、探索用の丈夫さと防御力を優先した服を二四時間着ていると、それだけで消耗する。

			　それに、着替えがあれば、夜の間に洗って乾かしておくこともできる。

			　魔力や加護の回復量は体調に依存する。ストレスの解消をうまくすることも一流の探索者には必要な技能だ。

			「うん、わかった」

			「ソージくん、妙にすっきりした顔をしていますね？」

			「うん？　そんなことないよ。俺はいつも通りだ」

			　仕方なかった。情けないが、彼女たちの前で紳士的な対応をするために必要だった。……人の目もあったが、まあ、探索者なんてそんなものだ。そんなもの気にしている余裕はない。このあたりに居る他の探索者たちも焚き火の周りでやってる。

			　地下迷宮では、コストのかからないストレス解消として、こういうことはかなり有用だ。さすがに男女の絡みはテントの中でやるぐらいの分別はあるので、ガタガタ揺れているテントはあっても、外で楽しんでいるカップルはいない。

			　やはり、この年頃の肉体というのは扱いが難しい。もはや歩く性欲と言ってもいいぐらいに色々とこみ上げてくる。命の危険があると尚更だ。種の生存本能で余計に高まる。

			　いくら内面を鍛えていようが、精神が肉体に引きずられてしまうのは避けられない。

			「……くんくん、変な匂いがします。この匂い、昔、兄様の部屋に行った時に、たまにしていた匂いです」

			　クーナが鼻を鳴らす。火狐族のクーナは人間より鼻がいい。背中に冷や汗が流れる。

			「そうなんだ。クーナのお兄さんがね」

			「はい、私が留守の時にこそこそ女の子を連れ込むんですが、そのあとはだいたいこんな臭いがしていました。それを言うと必死に私を部屋から追いだそうとするんですよね」

			　……クーナの兄はよほどモテるみたいだ。まあ、クーナの兄ならすごい美形なんだろう。もてて当然かもしれない。

			「まあ、いいじゃないか。それよりランクをあげよう。二人とも、心の準備はいいかな？　特にクーナは前回、魔石を使ってへろへろになったから心配だ」

			「魔石の気持ちよさになんて絶対に負けないです！」

			　前回、初めての魔石の気持ちよさに腰砕けになったクーナが決意表明をする。

			　普段垂れている尻尾(しつぽ)も、気合のせいか天に向かってまっすぐ伸びている。

			「クーナ、私、数分後にふにゃふにゃになったあなたの姿しか頭に浮かばないのだけれど」

			「アンネ、ひどい！　もう、克服しました！　涼しい顔で耐え切ってみせます。いくらでもいけますよ！」

			「楽しみにしているよ。なにせ、今日は魔石がたっぷりあるからな」

			「どんと来いです！」

			　ドヤ顔で胸をポンッと叩くクーナ。俺はその表情を脳裏に刻み込んだ。

			　そう、あとでクーナをからかって楽しむために。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もっ、もう駄目ですぅ。やっぱり、魔石には勝てなかったです」

			「そんなこと言って、まだ欲しいんだろう？　このよくばり屋さんめ」

			「まっ、まだあるんれすか、くらさい、クーナに魔石くらさい！」

			「よし、いい子だ」

			「ふぁう、きもちいいぃ」

			　結局、魔石が与える快楽でへろへろになったクーナは、テントの中でつっぷしている。相変わらずエロい。

			　顔を真赤にして息を荒くして、どこか幸せそうだ。

			　とろんとした目をしながら、ぱたん、ぱたんと尻尾(しつぽ)を床に叩きつけている。

			「ずいぶんと、強くなれたわ」

			　いっぽうアンネは若干顔を赤くするぐらいで余裕がある。少し残念な気持ちになる。

			「うん、ランク１の中位……それも上位よりぐらいにはなっているよ」

			　地下四階に来るまでに魔物を倒して得た魔石と、ステーキの代金としてもらった魔石をすべて二人に使用した。

			　おかげで二人とも一気に強くなれた。

			「これなら、あっという間にランク２になれるかも」

			「そこまで甘くないかな。ランク１の中位から上位までって必要な【格】の量がすごく多いし、上位からランク２へはそれすらも上回るハードルの高さだ」

			　そう、ランクを上げるのは指数関数的に難易度が高くなっていく。

			　二人に使った魔石をすべて使っても、俺はランク上位にはなれていないだろう。

			　二人の成長速度の速さには秘密がある。俺が瘴(しよう)気(き)を取り除いて二倍以上の効果がある魔石を使用した点に加えて、使用した魔石が自分より格上であればあるほど、ランクの上昇率はあがる。

			　普通のパーティーなら、自分より格の高い魔石＝耐え切れない瘴(しよう)気(き)の魔石なので、意外に知られていないことだ。だからこそ、ここまでいっきに成長した。

			「でも良かったの？　私たちが全部使ってしまって」

			「構わないよ。俺にはこれがあるから」

			　アンネの言う通り、イノシシの化物の魔石以外はすべて二人に使った。

			　その代わり、とっておきは俺のものにしてある。俺はポシェットから、イノシシの化物の魔石を取り出す。この階層の数十匹分の瘴(しよう)気(き)を使って現れた異常個体。

			　ランク１最上位の魔石だ。これ一つで、他の全魔石を使うよりも効果が大きい。

			「どうして、今それを使わないのかしら？」

			「【浄化】をする魔力が足りない。クーナたちのために魔石を【浄化】するのにだいぶ魔力を使ったのもあるし、自分より上位の魔石の【浄化】は数倍の力を使うんだ。これを【浄化】しようと思ったら、ベストの体調で魔力満タンでないと辛いし、できたところで魔力がすっからかんだ。一日やそこらじゃ回復しない」

			　さすがに魔力を空にするのはかなりの危険を伴う。

			　少なくとも、今回の探索でこの魔石を【浄化】するつもりはない。寮に戻ってからゆっくりと行うつもりだ。

			「そうなの……残念。今より強くなったソージが見れると思ったのに」

			「それはまたの機会に。……それより、俺に頼みたいことがあるんだろう？」

			　俺の言葉を聞いてアンネは目を丸くした。

			「よくわかったわね」

			「まあね」

			　だいぶ付き合いも長くなってきた。それにもともと観察眼には自信がある。

			「【斬月】の、ソージとの威力差が気になるの。今日、イノシシの化物を解体する時に使ってたところを見ていたのだけど、ソージと私、使った魔力は大差がない。斬撃の概念強化は、私もうまくできていた。差があるとすれば、純粋な剣の腕。そこで差がついていることが許せない」

			　アンネは白くなるほど強く拳を握りしめた。

			　その気持はわかる。彼女は生粋の剣士だから。

			「わかった。口で説明するよりも体で覚えたほうが早い。今から稽古をする元気はあるかな？」

			「もちろん。よろしくお願いするわ。ソージ……いえ、師匠」

			　アンネには、師匠と呼ぶのは剣を教える時だけにするようお願いしてある。さすがに四六時中師匠と呼ばれるとくすぐったくてやり辛い。

			「じゃあ、頑張ろうか」

			　そして、俺たちはテントの外に出た。

			　ここで俺は彼女の最大の欠陥を口にしないといけない。それは、彼女の今までの積み重ねを否定することにもつながる。

			　それでも、アンネが今以上の強さを求めるなら避けては通れない問題だ。

			「あの状態のクーナを一人で残して大丈夫かしら？」

			　アンネの心配はもっともだ、腰砕けになって、色気を振りまいているクーナを見て、理性を保てる男はそういない。

			「心配いらないよ。テントの中に俺たち以外の誰かが入れば罠(わな)が作動するようになっているから。俺の特製魔術だよ」

			　侵入者は後悔することになるし、すぐに侵入者に気が付ける仕組みだ。

			「いつのまにそんなものを用意したのかしら」

			「秘密。今は剣のことだけを考えよう」

			　首をかしげるアンネとともに、俺は歩き出した。

		

	
		
			　

			第７話　自分の剣

			　

			　二人で暗闇の中、人(ひと)気(け)のない道を歩いて行く、テントが見え、かつ剣が振れる程度にひらけた場所で立ち止まる。

			「【照明】」

			　魔術を発動。火の玉がゆらゆらと宙に浮き、あたりを照らす。地味だが便利な魔術だ。

			　アンネのほうを向くと、剣の修業にまっすぐなアンネは普段よりずっと緊張していた。

			「いきなりだけど、アンネの最大の問題点を伝えたいと思う。そうしないと前に進めない」

			「問題点？　ただ未熟なだけじゃなくて？」

			「うん、未熟とか以前の問題だよ」

			　俺のその言葉を聞いた瞬間、よほどショックだったのだろう。アンネの表情がこわばった。

			　アンネの剣には致命的な問題があった。まずはそれに向き合うことからすべてが始まる。

			「口で言うより実感してもらったほうがいい、剣を振ってくれ。一番得意な型でいい」

			「わかったわ」

			　アンネが腰の剣を引き抜く。痛いほどの緊張感があたりを包む。

			　彼女は浅く呼吸し、一歩踏み出しつつ、剣を振り下ろした。

			　淀みがない美しい型だ。何千、何万もの繰り返しで体に叩き込まれた努力の結晶。アンネがオークレール家でどれほどのものを積み上げたのかがよくわかる。

			　だからこそ、駄目だ。

			「次は俺がやってみよう。【魔銀錬成：弐ノ型　剣・斬】」

			【魔銀錬成】を使用して、ミスリルを片手剣に変化させる。

			　そして、一歩踏み出しての袈(け)裟(さ)斬り。

			「私の剣よりずっと速いわ。魔力の強化はない純粋な振り下ろし。筋力の差はあるにしても、それを差し引いても、私より、上」

			「どうしてこうなるかわかるかな？」

			「わからないわ。もう一度、剣を振るところを見せてくれないかしら？」

			「喜んで」

			　俺は彼女の要望に応え、もう一度袈(け)裟(さ)斬りを披露する。

			　自らの体の構造を調べ、計算によって導き出されたもっとも無駄のない動き。だからこそ、俺の剣は疾い。

			「よくわかったわ。ありがとう。もう一度やってみるわ」

			　アンネが再び剣を振る。

			　その動きは明らかに俺を意識した太刀筋だった。必死に俺が見せた剣をなぞるアンネ。

			　だがその結果……アンネの剣は、先ほどよりも明らかに鋭さを失った。

			「どうして、師匠の動きを真似ているのに」

			　たしかに、彼女の動きは俺に似せたものだった。たった二回見せただけなのに、よく真似てみせたものだ。しかし、それではアンネは強くなれない。害悪ですらある。

			「アンネ、俺の剣は俺の骨格、筋肉の付き方、関節の可動域。腕の長さ、柔軟性。そこから導き出された最適解なんだ。俺のために作った、俺だけの剣。そんなものをアンネが真似てなんの意味がある。そして、アンネの剣はオークレール家が長い歴史で作った、ある程度、誰でもそれなりに使える剣だ。だからこそ、俺の剣を真似るよりはうまく振れた」

			　そう、人間の体なんて、それぞれがまったく違う。俺の剣は、俺のためだけに考えだされた剣。

			　オークレールの剣は、多数の人間が振るうことを前提とし、ある程度の訓練をすれば誰でも使えるような汎用性をもたせた剣。

			　俺が振るうなら、当然俺の剣のほうがいいし、俺以外なら後者だ。

			「アンネが俺の猿マネをしても意味がない。かといって、オークレールの誰でも使える汎用性のある剣じゃ、そこそこは強くなれても頂点には届かない。そもそも、その剣は男の剣だよ。個人差どころではなく、男と女では体の構造が違いすぎる。アンネには向いてない」

			　誰でもそれなりを目指した汎用性があるオークレールの剣ですら、女が使用していることを想定しているものではない。

			　本来なら、アンネはもっとはやくこの欠陥に気付いていただろう。もしくは上達することがかなわず、挫折していた。

			　だが、彼女の剣の才能と、人並み外れた努力が、超一流の手前まで彼女の実力を伸ばしてしまった。

			　努力で到達できる限界値。その結果、間違いに気付くことなく剣士として成立してしまったのだ。しかし、その先にはどうしたってたどり着けない。行き止まりだ。彼女はこれ以上強くなれない。

			「師匠はこう言いたいわけね。今のままで、女の私は一流にはなれない」

			　アンネが唇をかみながら言った。俺の言葉の正しさがわかってしまうからこその反応だ。

			「そう言えば、アンネは諦めるのか？」

			「諦められるわけがない。私はオークレールだから」

			　今までのすべてを否定されて、それでも彼女は立ち上がると言った。

			　自然と笑みが溢れる。こんな彼女だから俺は仲間に誘った。

			「なら、強くなる方法を教えよう。アンネ、まず大前提だ。強くなりたいのであれば型をなぞるんじゃない。その型の理念を理解しろ」

			　型とは、それを真似れば強くなれるといったお助けアイテムではない。

			　その流派の基本理念。その型の一つ一つに意味がある。

			「その型の理念がわかれば、自分の体の声を聞きながら、自らに適した型に改変できる」

			　俺はアンネが見せてくれたオークレールの型、その型に込められた意思と理念を読み取り、かみ砕き、俺の体に合わせる。

			　剣を振り終わったあと、風を切る音が響く。

			　俺の振るった剣は、一見アンネのものとはまったく異なる。だが、正真正銘オークレールの剣だった。

			「これが剣を極めるということだ」

			　アンネが一瞬呆けた顔をして、そして羞恥に頬を染める。自らの過ちと未熟に気付いたからこその反応だ。

			「師匠、私は自分が恥ずかしいわ。今まで、ただお父様の教えにしたがって、言われたことを完璧にすることが強くなる近道だと思っていたの。でも、それじゃ駄目なのね。師匠の言葉を胸に刻んだわ。理念を理解した上で、つくり上げる。……それこそが剣を極めるということ」

			　理解がはやくて助かる。

			　普通の人は、なかなか現実を受け入れきれない。積み重ねたものが多い人間ほど、他人の言葉を受け入れることを拒む。だが、アンネは受け入れた。そして強くなるために前を向いた。

			　なら、あとは背中を押してやるだけだ。

			「アンネ、少しだけ手助けをするよ」

			　俺はアンネの後ろから彼女を抱きしめる。

			「しっ、師匠」

			　アンネがとまどい、恥ずかしそうな声をあげる。耳たぶが赤くなっている。

			「今から魔術を使う。アンネに自分の体の声を聞いてもらう」

			「それってどういう……」

			　言葉が終わる前に、アンネの体に魔力を流す。

			　魔力を通じてアンネのすべてが伝わってくる。俺はその情報をもとに一つの魔術を作り上げた。

			　それは、人の体をだます電気信号の連続。

			　筋肉というのは、脳からの電気信号に反応して収縮する。ならば、外部から同じことをすれば人の体を操れる。

			　そのために後ろから抱きつき密着した。

			「いくよ。アンネ」

			「ちょっ、ちょっと待って、師匠」

			　アンネの体が勝手に動き、見事な袈(け)裟(さ)斬りを披露する。よどみない滑らかな動き、力をほとんど入れていないのに、剣は自然に加速する。

			　間違いなく、それはアンネが今まで振るってきたどの剣よりも疾かった。

			　振り切ったアンネは呆然とする。

			「これが、私の、剣……気持ちいい」

			「そう、今のがアンネの体の声を聞いた剣だ。自分に合った剣は、気持ちいいんだよ。今の感覚を忘れないことだね」

			「忘れないわ。絶対に忘れない。今の感覚。なんとしてもものにするわ」

			　アンネはそう言うなり、素振りを繰り返す。今の一撃を体に刻みつけるように。

			　それが今のアンネにもっとも必要なこと。

			　俺が言う前にそれを開始した。

			　俺は彼女が剣を振れなくなるまでひたすら見守った。

			　その後、疲れきって崩れ落ちるまで剣を振り続けたアンネ。そんな彼女を抱えてテントに戻る。アンネの表情はとても嬉しそうだった。

			　それはきっと、今より強くなれるという希望がそうさせたのだろう。

		

	
		
			　

			第８話　新たな魔術(ドラゴンブレス)

			　

			　夜明けとともに目を覚ます。

			　毛布を払いのけて体を起こした。クーナとアンネはまだ眠っているようだ。

			「むにゃ、美味しいです。ユキ姉様のお酒」

			　幸せそうな顔をしながら、クーナが寝言をもらしている。

			　おそらく、故郷で特産品のエルシエワインを飲んでいる夢でも見ているのだろう。

			　妙に微(ほほ)笑(え)ましくて、ほとんど無意識に彼女の頭に手が伸びてしまう。クーナの頭を優しく撫でる。

			「えへへ、ユキ姉様」

			　クーナがにへらと笑う。

			　よほど、故郷であるエルシエとユキ姉様という人が好きなのだろう。そして、本人は絶対に否定するだろうが、クーナは紛れもなくファザコンだ。そんなクーナがなぜこんなところに来たのか。

			　勝手に婚約者を決められたからと本人は言っているが、本当にそれだけなのだろうか。彼女といると疑問はつきない。

			　その答えはいつか、クーナの口から直接聞きたい。それまでは何も聞かないでおこう。そう割り切って、幸せそうに寝息をたてるクーナを尻目にテントを出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は外に出て精神を集中する。

			　魔術の訓練だ。繊細かつ膨大な工程数をもつ魔術式を編んでいく。こっちの世界に来てからずっと新たな魔術を作ろうと努力してきた。

			　未完成な状態の魔術を二人には見せたくないので、訓練はいつも一人で行っている。

			　作りたいのは、今の俺でも扱える極大威力の魔術。

			　ランク２の先輩を撃退した時に使った【空間破壊】を超える魔術を生みだす必要があった。

			　先日遭(そう)遇(ぐう)したイノシシの化物であれば、【空間破壊】も通用するだろう。しかし、おそらくランク２の魔物であれば、【空間破壊】をくらっても耐え切れてしまう。人間のランク２と魔物のランク２では強さがまるで違う。

			　そして、この先そういった化物と出会わない保証はない。その時の俺がランクをあげることができている保証もないのだ。

			　新たな魔術の完成は絶対に必要だ。

			　とは言っても、自らの魔力を使用する魔術では威力を引き上げるにも限界があった。【空間破壊】はすでに自らの魔力を使う魔術の到達点と言える。

			「あの日の悪夢を形にする」

			【空間破壊】以上の魔力効率の魔術を使えないのなら、魔力の使用量を増やすしかない。

			　しかし、そもそも使える魔力が少ないからこそ、効率的な魔術を求めているのだ。

			　なら、どうするか。簡単だ。自然界に存在する魔力……マナを利用する。

			　クーナは火狐の特性で自身の魔力の一二倍もの魔力を運用する魔術を使用できる。その方面で模索するしかない。

			　だが、人間の身では地・火・風・水。すべてのマナとの相性が良くない。どううまく運用しても利用できるのは一・二倍がせいぜい。焼け石に水でしかない。そう、通常であれば……だが、それを解決する方法はある。

			「銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)」

			　ランク６だった俺と、大魔術師シリルとの戦いのさなか現れた巨大な銀龍。そいつが放った破滅的なブレスによって、俺は瀕(ひん)死(し)の重傷を負った。

			　未だに、その時の光景がまぶたに焼き付いている。

			　光に飲み込まれながら、俺は圧倒的な破壊力を生み出す龍の咆哮の秘密を見破った。龍の咆哮の正体はマナの崩壊現象を利用した魔術。

			　本来、マナを利用する際には自らの魔力を餌にしてマナを呼び寄せ、その力の【一部】を借りる。

			　だが、銀龍は属性に関係なくすべてのマナを強引に喰らい、圧潰する。それによりマナの中に内包されていた膨大な魔力がすべて解放され、暴走する。その力を束ねたものこそが、龍の咆哮(ドラゴンブレス)。

			　口にするのは簡単だが、実現するのはどれほど難しいか。

			　それでも、ものにしたい。実現できれば、今の俺のままランク３探索者が放つ魔術を超える破壊力の魔術を使える。

			　実を言うと、俺は敗北したあの日からずっと研究を続けていて、すでに基礎理論は完成していた。あとは制御方式をトライアルアンドエラーで試すだけだ。

			　俺は術式を頭に浮かべ、周囲のマナを無理やり集め始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おはようございます。気持ちいい朝です」

			「魔物に囲まれているかもしれないのに、よく平然と眠れるわね。羨ましいわ」

			　魔術の訓練が終わりテントに戻ると、クーナとアンネの声が聞こえてきた。

			「アンネが心配しすぎなんですよ。テントには、魔物が本能的に嫌がる臭いを染み付かせていますし、この野営地にはたくさんの探索者が居るので、魔物が出れば騒ぎになります。それに、ソージくんがテントの周りに仕掛けた魔術の罠(わな)。これ、なかなか優秀ですよ。超一流の魔術師なら罠(わな)自体は解除できるでしょうが、それをソージくんに気取らせず行うのは不可能です」

			「ソージから聞かされてはいたけど、私には注意深く見ても罠(わな)の存在がわからないわ。クーナは気付いたのね」

			「ええ、見ればわかります」

			　そしてテントの中から、クーナとアンネが出てきた。二人ともしっかり着替えて荷物をまとめている。

			　何気なく言ったクーナの言葉に微妙にプライドが傷つく。絶対に誰にも気づかせないつもりで隠(いん)蔽(ぺい)した罠(わな)なのに。

			「おはよう。二人とも」

			　それを態度に出すのは小物臭いので、笑顔で二人に挨拶する。

			「ソ、ソージくん！　いったいどうしたんですか！　なんか服とかぼろぼろじゃないですか!?」

			「ちょっと、鍛錬をしすぎてね」

			　クーナの言う通り、今の俺はひどい有様だった。魔術の制御に失敗したのだ。

			　魔術式自体は完璧だったが、純粋に演算能力が追いつかなかった。最小規模で実行したのに、想定以上にマナが暴れた。

			　手元でマナが暴発し、地上数メートルまで吹き飛んだ。ぎりぎりで衝撃を受け流したが、それでもこのザマだ。体のほうは加護の力で治ったが、服はどうしようもない。

			「ソージ、さすがね。そこまで自分を追い詰めた鍛錬をするなんて」

			「あの、アンネ。どこの世界に、危険な地下迷宮の中で、がっつり加護を減らす馬鹿が居るんですか！　見たところ、二割はもっていかれてますよ」

			　クーナが俺を指さして怒る。たしかに、その通りだ。

			　だが、俺にも言い分はある。

			「ここじゃないと練習できない魔術なんだよ。ほら、あれを見て」

			　俺はテントから数百メートル離れたところを指さす。そこには巨大なクレーターができていた。

			「なっ、なっ、なっ、何しているんですか！」

			「だから、新しい魔術の訓練。失敗したらこれぐらいの被害は出るから、学校内どころか、街の中じゃできなかったんだよね。賠償金でひどいことになるし、下手をすれば投獄までありえるな」

			　極小の魔力で、この威力。我ながら惚(ほ)れ惚(ぼ)れする。さすが、伝説にしか出てこない龍の必殺技の模倣だ。

			　もし、魔力量を多くしつつ制御に成功すれば革命的な魔術になる。

			　今は制御の精度をあげるための改良が第一だ。

			「よく、これだけ派手にやらかして生きていますね」

			「まあね、失敗する覚悟はあったからね」

			　あらかじめ準備していたいくつかの防御魔術と覚悟があったから、この程度で済んでいる。五重に組んだ防御結界がすべて貫かれた。それがなければ、死んでいたかもしれない。魔術に失敗はつきものだ。実際に、魔術の開発中にミスを犯して死んだこともある。重要なのは、失敗してもいいように保険を作ること。そうしておけば致命傷にはならない。

			「これだけ派手にやらかして、気付かなかったことがショックです」

			「そうね、こんなクレーターができるようなことをしたなら、すごい轟(ごう)音(おん)がしたはずだけど」

			「魔術の練習を始める前に、空気の壁を作っておいたんだよ。音はもらしてないよ。近所迷惑だからね」

			「あいかわらず、無駄に器用ですね」

			　クーナが呆れ顔を浮かべている。そして、ゆっくりと口を開いた。

			「ソージくん、これだけの魔術を完成させようとする理由はあるんですか？」

			「そうだね。ひとつは、嫌な予感がするからかな。今のままじゃ、どうしようもない敵が現れる。そんな気がするんだ」

			　胸の中で何かが警鐘を鳴らし続けている。弱い自分が許せなかった。

			「ひとつってことはまだあるんですか？」

			「うん、それはね、俺の意地だよ。負けず嫌いな俺のね」

			　一度敗北した以上、同じ相手に二度と敗れるわけにはいかない。たとえ相手が龍だろうが、次は勝つ。だから、あれを超える魔術を作ることで初めて、俺は過去を乗り越えられる。だからこそ、龍の咆哮を使いこなし、改良し、上回る。

			「ソージくんって、やっぱり変です」

			　クーナがくすりと笑う。

			「いい雰囲気のところ悪いのだけれど、ソージの服はどうするの？　他の服、部屋着ぐらいしかないんじゃない？」

			　アンネが俺の露出した肌を見て恥ずかしそうな顔をして、目をそらす。

			　そうか、俺の今の格好は、かろうじて布の切れ端が体にくっついている程度、変質者一歩手前だ。

			　一応、部屋着はあるが、防御力が皆無だし、肌の露出が大きく草木が生い茂るフィールドを歩くには不向きだ。

			「クーナ、アンネ、テントの片付けと朝食の準備を任せていいか？」

			「それぐらい、いいですけど」

			「私も構わないわ」

			「ありがとう、その間に俺は服、いや、防具を作るよ」

			　その言葉に二人とも目を丸くする。

			「材料なんてどこにあるんですか？」

			「そこに」

			　俺はイノシシの化物の肉を解体した場所、その隣に置かれた皮を指差す。肉から切り離した皮は昨日のうちに、洗って干していた。

			　あれだけの魔物の素材、防具にはもってこいだろう。ちょうどいい。さっさと仕立てよう。

			　そう考えながら、俺は魔術の準備を始めた。

		

	
		
			　

			第９話　防具作成

			　

			「俺たちが貫くのに苦労したこいつの外皮、いい防具になると思わないか？」

			「……たしかに固いし、炎にも強いし苦労しました。防具にすれば、いいものができると思いますけど、魔物の加工なんて普通の道具じゃ無理ですよ」

			　クーナの言うことはもっとだ。

			　魔物の素材は優秀だが、それ故の問題もある。普通の工具ではまともに加工できないのだ。例えば、この化けイノシシの皮であれば、鉄のはさみで裁断しようとしても刃のほうが先に折れるだろう。

			「心配いらないさ。道具がないなら作ればいい。俺はミスリルがあれば、何でも揃えられる。【魔銀錬成：弐ノ型　剣・斬】」

			　魔銀錬成を用いてミスリルを片手剣に変形させる。

			　そして、頭の中に防具の設計図を作っていき、縫うために必要な皮のサイズと枚数を算出する。

			　その算出結果をもとに素早く化けイノシシの皮を切り分ける。

			　ミスリルに俺の魔力を通して鋭さと強度をあげれば、鉄の刃が通らない固い外皮だろうとなんなく切り裂ける。

			　視線を感じて、そちらを見るとアンネが俺の動きを凝視していた。剣の太刀筋が気になるのだろう。勉強熱心なことだ。

			「【魔銀錬成：捌(はち)ノ型　針・刺】」

			　再びミスリルを【魔銀錬成】で変形させる。今回は糸付きの針にした。

			　本来この型は、反しがついた針を投(とう)擲(てき)に用いたり、糸を活かしたトラップを仕掛けるなど、トリッキーな戦術に用いるが、針を細くすることで裁縫にも役立てられる。

			　ミスリルの針で貫いてミスリルの糸で縫い付ける。そうすることで防具の作製が可能になるのだ。

			「皮は切り分けた。あとはこれで、編んでいくよ。いい防具ができると思う。あの化けイノシシの皮は、クーナの火の魔術もある程度耐えられたように、耐火力も高いし、防刃性、伸縮性も優れている。もともと、売れると思って綺麗に洗って干してたけど、いい機会だし使っちゃおうと思う。三〇分もあれば終わるから、片付けと朝食の準備ができたら呼んでくれ」

			　久しぶりの裁縫だ。腕がなる。

			　俺の脳内にある魔術の中では、ミシン並みの精度と速度で縫えるようなものもあるが、あまりに繰り返してきたせいで体が覚えている。魔術を使わなくても問題ないだろう。

			　装備作りには自信がある。なにせ、高ランクの素材を使って装備を作れる人間なんてほとんど居ないし、居たとしても高ランク探索者のお抱えがほとんどだ。必然的に自分で作る必要があった。

			「ソージくんって、本当になんでもできますよね。武術、戦闘用魔術、便利魔術、料理もうまいし、鍛冶師の適性もある。いったいどうやったらそんな若さでそこまで手広くできるんですか」

			「ええ、器用すぎて逆に呆れるわ」

			「これぐらいで驚いてもらっては困るよ。まだまだ俺には隠された技能がある」

			　伊(だ)達(て)に一〇〇年以上この世界で探索者をやっていない。

			　なぜかドン引きする女子二人。

			　他はともかく、裁縫で驚くのはどうかと思う。

			　二人とも女の子なら、地下迷宮で狩った獲物をその場で防具に変えるぐらいはできるようになってもらいたいものだ。

			　そんな二人を尻目に、俺は切り分けた皮をせっせと編んでいく。案の定、俺のミシン並の動きの速さに二人は目を丸くして驚いていた。

			　皮は部分ごとに厚さと重さが違う。俺は軽鎧を作るつもりなので、岩のように硬化している厚く重い部分と、関節部に使用する薄く軽い部分をうまく組み合わせて作っていく。

			　糸で縫う時には、縫い方を工夫して魔術的な意味を持たせる。魔術との親和性が高いミスリルだからこそできる芸当だ。

			　あっという間に、イノシシの皮が立派な軽鎧に変わっていく。それこそ魔法のように。

			　余った皮を見ていると、いいことを思いついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「本当に朝ごはんができるまでに、皮の軽鎧ができちゃいそうです……ソージくん、頑張って作ってください。こっちも急いで準備しておきますから」

			　軽鎧ができ上がっていくのを見ていたクーナが、自分の仕事を思い出してこの場を去ろうとする。

			「クーナ、ちょっと待ってくれ。今思いついたんだが、軽鎧を作るついでに、薄い皮で全員分のインナーを作ろうと思う」

			　一番薄いところの皮を使えば、防具の下に着こむことができるインナーが作れる。少し蒸し暑くなるが、衝撃吸収能力に優れ、防刃性と防火性を合わせもったインナーは魅力的だ。

			「便利だよ。ただのインナーなのに下手な鉄の鎧(よろい)よりずっと防御力があるからね」

			「あっ、それいいですね。私、身軽さが信条なので、軽くて性能のいい防具は嬉しいです」

			「そうね、私もあまり重いものは着られないから助かるわ」

			　さすがに二人とも探索者だけあって、それがどれほど便利かわかったようだ。

			　特にクーナとアンネはその戦闘スタイルもあって重量のある装備は避けている。

			　いや、クーナとアンネに限らず、長期間、広大な距離で活動する探索者には重装備は不向きなのだ。

			「ごほんっ、それでだが、サイズを図りたい。肌に張り付くものだから、詳細な情報が必要だ。一度テントに戻ってサイズを測らせて欲しい。……良かった、テントを片付ける前で」

			「そっ、それってもしかして」

			「うん、下着姿になって欲しい。それから採寸するから」

			　俺がそう言うと、クーナがわなわなと震える。

			「防具のためなら仕方ないわ。行きましょう、クーナ」

			　ぽん、とアンネがクーナの肩に手を置く。

			「ううう、防御力があがるのは、すごく嬉しいけど、そんな、シラフの状態で下着姿を見せるなんて、無理ですぅ」

			　クーナは自分の体を抱いてしゃがみこんだ。

			「本当に無理かな？」

			「……むっ、無理ってわけじゃないですけど、その……すっごい抵抗が。まだ明るいし、恥ずかしいし」

			「そうか……」

			「でっ、でも、少しでも生存率をあげるためなら……我慢します。すっごく嫌だけど、耐えてみせます！」

			　覚悟を決めた表情をしてクーナが顔をあげる。

			　真っ赤な顔で半ばやけくそのようにも見える。

			「そっか、そんなに嫌ならいいよ。測らずに作るから」

			「えっ？」

			「ほら、何度か下着姿を見せてくれているだろう？　あの光景を脳裏に焼け付けているからね。測らないでもなんとか作れる。ただ、あくまでなんとかだよ。測らないで作ると、クーナも成長期だし、誤差は必ず出る。だから作ったあとに、クーナの意見を聞きながら微調整は必要になるね。それが面倒だったからお願いしたんだ」

			　クーナの体のことは、ほくろの位置まですべて頭に刻まれている。かなり正確に作れるだろう。

			「そっ、ソージくん、それならどうして、下着姿になれっていったんですか？」

			「言った通り、微調整が必要で、二度手間が嫌だった。あとは、クーナの肌を見れるチャンスだと思ったからね。まあ、そこまで嫌がるなら、調整する手間ぐらいは惜しまないよ」

			　クーナが顔を伏せて、わなわなと握り拳を震わせる。

			「ソージくんのばかぁ！」

			　クーナは顔を真赤にして叫んだ。

			　そんなクーナを見て、怒るクーナも可愛いなと思う俺だった。

		

	
		
			　

			第10話　スロックチンパ

			　

			　イノシシの化物の肉が入った乾パン粥を食べ終えた俺たちは今回の探索のメインである地下五階に来ていた。

			　地下四階は荒れ地だったが、ここは再び緑があふれるフィールドだ。

			　ただ違うのが、いかにもジャングルと言った趣で高温多湿。その環境が想定より体力を奪う。

			「クーナ」

			　前を歩くクーナに呼びかけると、彼女はぷいっとそっぽを向いた。

			「悪かった。配慮が足りなかったよ」

			　しかし、クーナは振り返らない。一応聞こえてはいるらしく、キツネ耳がぴくぴく動いてはいるのだが。

			「インナーは体に合っているか？　それだけでも答えて欲しい。記憶にあるクーナの下着姿で作ったから自信がないんだ。体に合わない装備は体力を奪うし戦闘の際に動きを阻害する。必要なら調整をしたい」

			　クーナが立ち止まり、一瞬何かを言いたげな目でこっちを見たが、結局再び黙って歩き出してしまった。

			「クーナ、いい加減にしなさい。拗(す)ねるのはいいけど、探索に関わることで互いに意思疎通をしないのは問題だわ」

			　アンネがそう言うと、クーナはぷすっと頬をふくらませて口を開いた。

			「だって、ソージくんは探索に必要なことだって嘘ついて、エッチなことをしようとしたんですよ！　許せないです」

			　どうやら、クーナは騙して下着姿を見ようとしたことに対して怒っているらしい。

			「一応、弁解させてもらうとね。見なくてもできるけど、やっぱりちゃんと測ったほうが精度の高いものが作れる。視覚情報だと微妙に誤差が出るからね。微調整をする手間があったから提案したんだ。クーナが嫌がるから、その手間を受け入れただけだよ。ただ、最初に説明もせずにいきなり脱げと言ったのは悪かった」

			　実際、クーナの動きが微妙に精細さを欠いている。インナーが体の動きに干(かん)渉(しよう)しているようだ。

			「本当ですか？　本当にエッチな気持ちだけで脱げって言ったわけじゃないんですよね？」

			「本当だよ」

			「本当に、本当ですか？」

			　クーナが目の前に来て、顔を近づけてまっすぐに俺の目を覗きこむ。クーナは美人だ。まつ毛の長さや、綺麗な目が心を揺さぶる。

			「本当だ」

			「それなら許しまっ、きゃっ」

			　素早くクーナを左手で抱き寄せる。

			「そっ、ソージくん、そんないきなり」

			　クーナの甘い体臭と柔らかさ、そして彼女の鼓動が伝わってくる。

			　全身の神経がそちらに向きそうになるが、空いた右手で拳を作り、裏拳をふるう。

			　こちらに高速で向かってきた拳サイズの石を弾き飛ばす。手首の骨にヒビが入る。想像以上に重い衝撃。加護の光が立ち上って俺を癒していく。

			「ソージくん、いっ、いったいなにが」

			「敵だよ」

			　岩が飛んできた方向を睨みつけると、二〇メートルほど先の巨大な大樹の蔦に、濃い緑色のチンパンジーのような魔物がぶら下がっていた。サイズは一メートル程度だが、腕が異常に長く、筋肉で丸太のように膨らんでいた。

			　こいつはこの階層にいる比較的ポピュラーな魔物、スロックチンパ。その長い腕をしならせて石を投(とう)擲(てき)する。

			　よく見てみると、大樹の幹には投げやすい石が用意されている。それも、今スロックチンパがいる樹だけではなく、周囲の樹のほとんどに石があった。

			　理解した。ここは奴らの狩場だ。ご丁寧に俺たちがいる周囲は遮蔽物が少ない。ここに入り込むのを待って仕掛けてきたのだろう。

			「【魔銀錬成：壱ノ型　槍・穿】」

			　ミスリルを槍に変える。

			　そして、クーナを突き飛ばし、両手でしっかりと槍を構え一歩踏み出しつつ、飛んできた石の右端をつく。石は逸れて後方に着弾し、やわらかな土をえぐり、土の飛沫(しぶき)があがる。

			　二投目、三投目と飛んでくる石弾を次々に弾き飛ばす。

			　正面を突いて砕くのではなく、端をついているのは、そうしないと俺の腕が壊れるからだ。

			　時速二〇〇キロ以上の石の弾丸。その運動エネルギーは計り知れない。

			　スロックチンパはしびれを切らせたのか、投擲をやめ、おもいっきり息を吸い込む。

			　そして……

			「キッ、キキィ―――――――――――!!」

			　絶叫。あまりの音量に聴覚が麻(ま)痺(ひ)する。びりびりと大樹の葉が震える。

			　耳がいいクーナは特に辛そうで、涙目になりながら、キツネ耳をペタンと垂れさせて、それを手で覆っている。

			　まずい！　この鳴き声は味方への救難信号。

			　恐れた通り、周囲に気配が増えた。

			　スロックチンパが八匹、こちらを取り囲んでいる。統率された動きだ。きっちり二〇メートル以上の距離をとりながら、あらかじめ樹の上に用意してあった石を持ってこちらを睨みつけている。さらに、全匹から魔力の光が立ち昇る。もともと水気を含んでいた周囲の地面が泥沼のようになっていた。足首あたりまで足が沈み込む。

			　なるほど、これで機動力を奪い包囲網の突破を防ぎつつ、遠距離からの投石でなぶり殺すつもりなのだろう。

			「ソージ、これはまずいわね」

			「そうだな。少しまずい」

			　八匹のスロックチンパによる全方位からの超高速攻撃。それも足場が悪い状況で回避することも捌くことも難しいと来ている。

			　さらに言えば、高さと距離を取られていることも問題をややこしくしている。逃げることもできない。樹から樹へ飛び回るあいつらを振り切るのは不可能だろう。

			　さすがは、地下五階の魔物だ。

			「ソージくん、アンネ、ごっ、ごめんなさい。一番、気配に敏感な私が、最初の一匹に気付かなかったから。それが私の役割なのに」

			　クーナが顔を青くして、申し訳なさそうにつぶやく。

			「いや、いい。俺も相手が石を投げてくるまで気付けなかった」

			　あのスロックチンパはうまく気配を消していた。

			　発見するのは困難だろう。だが、普段のクーナなら、それでも気付けたかもしれない。気付けてさえいれば、仲間を呼ぶ前に先制攻撃で始末できていた。

			「反省会はまた後にしよう。アンネは鞘をつけたまま、飛んでくる石の側面を叩いて撃ち落とせ」

			「ええ、防御に専念するわね」

			　アンネは鞘から剣を抜かずにそのまま構える。

			「クーナは、俺とアンネ二人で守る。だからその間になんとかしてくれ。方法を任せる」

			「そっ、そんな、急に言われても、どうしていいのか」

			「できないのか。天才のクーナが」

			　俺はわざと嫌味な笑みを浮かべる。

			「でっ、できます！　見ていてください」

			　良い返事だ。クーナが魔術の準備を始めた。

			　そして、全方位からスロックチンパの投げる石が殺到する。

			　クーナができると言ったんだ。なら、信じて防御に徹するのみ。

			「「キキー」」

			　俺とアンネは直撃コースのものだけを選びとり、石を叩き落としていく。

			　だが、数が多すぎる。俺には余裕があるがアンネの動きが怪しい。死角からの攻撃を予測しきれていない。

			「きゃあああ」

			　石を叩き落としている間に、死角から飛んできた石がアンネの左腕に命中した。

			　ごきりっ、と嫌な音をたてながら吹き飛ばされて、アンネはクーナの足元に倒れこんだ。

			　不運にも倒れこんだ先には岩があり、頭をぶつけて気を失う。

			　加護の光が出ているから死んではいない。時間さえあれば意識を取りもどすだろう。

			「アンネ！」

			　クーナの悲痛な叫びが響く。

			　状況が悪化した。一人でこの集中砲火を耐えなければならない。それだけではなく、魔術の準備をしているクーナとともにアンネを守る必要まで出てきた。

			「クーナ！　俺がアンネを何とかする！　おまえは自分の仕事に集中しろ！」

			「でも！」

			「俺ならできる。だから、クーナはあいつらを倒すことだけ考えろ」

			「……んっ！」

			　俺がそう言うと、クーナは唇を噛んで魔術の演算を再開する。

			「【魔銀錬成：陸(ろく)ノ型　双剣・番(つがい)】」

			　手数を稼ぐために、槍を双剣に変える。さらに今回は丸い警棒のようになるよう刃をカスタマイズした。そちらのほうが、都合がいい。

			　二人の前に立ち、両手の剣を乱舞する。

			　脳のリミットと肉体のリミットの双方を外す。

			　でないと、この数を捌けない。

			　おそらく、捌ききれるのはあと二分が限界。

			　雑に弾くせいで、衝撃を殺しきれずに手首が折れた。折れた手首が加護で癒えるのを待っている暇はない。魔力で固定し折れたままの腕で剣を振るう。一撃ごとに激痛が走る。それでも、やめるわけにはいかない。

			　俺の後ろには、何よりも大切なクーナとアンネが居る。

			　しかし、そろそろ限界か――

			「【炎陣】」

			　そう思った瞬間、クーナの魔術が発動した。

			　彼女を中心に炎が立ち上る。

			　その炎は八本の線になり、地表を走り、スロックチンパたちがいる木々に着弾した。

			　そこから、一気に燃え広がる。俺たちから見て外から内へ意思をもって燃え広がっている。

			　まるで、スロックチンパを包む檻(おり)のようだった。しかもどんどん狭まってくる。意思を持った檻(おり)。

			「「キキーッ」」

			　スロックチンパは悲鳴をあげ、石を投げるのをやめて炎から逃げようとする。

			　必然的に内側に内側に、俺たちのほうに向かってくる。

			　そして、燃え盛る炎はそれだけでは終わらない。

			「【炎槍】」

			　木々に燃え移った炎から、さらにクーナの魔術が飛び出した。

			　通常、魔術の起点は己となる。だが、クーナは燃え盛る炎を起点に魔術を放った。

			　つまり、今の全方位に炎がある状況なら、クーナはどこからでも魔術を打てる。こんな芸当ができるのは、火のマナにもっとも愛された種族である火狐だけだ。俺ですら真似できない。

			　背後からの炎の槍に反応できずに三匹のスロックチンパが内側から焼かれる。

			　それを見た他のスロックチンパは、必要以上に炎をおそれ、狂ったように俺たちのほうに逃げてきた。

			　炎が燃え移る木々ではなく、わざわざ自分たちで泥沼にした地面を走って。

			「よくもやってくれたわね。返礼をするわ」

			　そこに、意識を取り戻したアンネが疾(しつ)走(そう)。泥沼を疾(しつ)走(そう)できたのは、アンネが走る道を、クーナが炎で焼き固めたからだ。相変わらず芸が細かい。

			「シッ！」

			　地面に落ち、泥沼に足を取られたスロックチンパの動きは鈍い。その上、炎で気が動転している。間抜けな表情を浮かべたまま、アンネの横薙(な)ぎに反応できず、二匹のスロックチンパの首が飛ぶ。

			「俺も負けていられないな」

			　もちろん、俺も二人の活躍をただ眺めていたわけではない。一番近くの樹を垂直にかけあがり、枝から枝に飛び移る。狙いは樹の上に用意した石を回収し、不意打ちの投擲をしようとしていた一匹のスロックチンパだ。跳びかかり頭を砕く。

			「キヘッ」

			　頭を砕かれたスロックチンパは四肢を投げ出して地面に落ちていく。

			　残りは二匹。生き残った二匹は顔を合わせた。

			　そして北と南に逃走を始める。炎の檻(おり)よりもこのまま俺たちの近くに居るほうが危険だと判断したのだろう。

			　北に逃げたスロックチンパはクーナが燃え盛る炎から生み出した【炎槍】に貫かれて死亡する。

			　だが、南のほうまではクーナも追い切れない。さすがに複数方向でこれだけ距離が離れると同時対応できないようだ。

			　アンネからは距離がありすぎる。なら、俺が対応するしかないだろう。

			「【魔銀錬成：参ノ型　弓・貫】」

			　双剣を弓に変形。銀矢を番えて引き絞る。

			　放たれた矢は銀色の閃(せん)光(こう)となって、スロックチンパの後頭部を貫いた。

			「ヘキャッ」

			　致命傷を受けたスロックチンパは、糸の切れた人形のように崩れ落ちる。

			　これで全滅だ。俺は安(あん)堵(ど)の溜息をついた。

			「ふう、クーナ、アンネ。お疲れ様」

			「おつかれ、一匹一匹は弱い魔物だったけど、こう戦略的にやられると辛いわね」

			　そう、このスロックチンパはさして強力な魔物ではない。

			　だが、連携と罠(わな)でここまで俺たちを追いこんだ。

			「それで、この炎をどうしたらいいのかしら？　このままだとどんどん燃え広がって大変なことになるわ。そろそろ私たちのところまで炎が届きそうだし」

			「ああ、心配しないでください。それは大丈夫です」

			　クーナがパチィーンッと指を鳴らすと、炎は嘘のように消えた。自身の生み出した炎だけではなく、燃え広がった炎まで完全に制御できるのか。

			「呆れるわね。炎に関するクーナの腕は」

			「父様と母様に嫌って言うほどしごかれましたからね」

			　クーナは少し複雑な表情を浮かべた。

			「とりあえず、魔石を回収しよう。回収し終わったら休憩だ」

			「賛成ね。ちょっと、肝が冷えたわ」

			「私もです。あと、戦闘中に中途半端にしか言えませんでしたが、アンネ、ソージくん。ごめんなさい。私がちゃんとしてれば、先制攻撃ができて、もっと楽に終わってました」

			　クーナが頭を下げて謝罪をする。

			　いくらでも言い訳ができる状況で、こういう素直さは彼女の美徳だ。

			「俺がクーナの冷静さを奪ったのが原因だから、半分以上は俺の責任だ。そういうのも含めて休憩の間に反省会をしよう」

			　まだ、俺たちはできたばかりのパーティーだ。

			　少しずつお互いのことを知って、強くなっていかないといけない。

		

	
		
			　

			第11話　反省と課題

			　

			「ソージ、こっちは終わったわ」

			「私も回収し終わりました」

			「二人ともありがとう。俺のほうも終わったから休憩にしよう」

			　スロックチンパを倒したあと、俺たちは魔石の回収を行っていた。

			　疲れを癒やすために俺は休憩を提案する。

			「【気配遮断】、【空間感知】」

			　俺は木に背中を預けながら、二つの魔術を発動させる。

			【気配遮断】は周囲三メートルを対象にした、音や魔力の気配、匂いを漏れないようにする隠(いん)蔽(ぺい)用の魔術だ。こと地下迷宮では非常に便利な魔術だ。

			　そして、【空間感知】は半径五〇メートルの様子を感じ取るセンサーだ。これにより魔物の接近を感じ取ることができる。【空間感知】は便利な魔術だが移動中には使用しづらい。座標指定ではなく、自身を中心にフレキシブルに対象範囲を変えるとその都度再演算が走る。故に脳と魔力の負荷がすさまじいことになるのだ。

			　エルフのような風のマナと相性がいい種族であれば、常時風のマナと知覚を共有することでほとんどノーコストで周囲の警戒を続けられるのだが、人間の体であればそういうわけにはいかない。

			「クーナ、アンネ。周りの警戒は俺がする。今はゆっくり休むことだけを考えてくれ」

			「ありがとうございます、ソージくん。助かります」

			「ソージが見てくれているなら安心ね。お言葉に甘えるわ」

			　二人が俺の両隣に来て、俺と同じように木にもたれかかる。木陰になっていて涼しい。

			　その時、【空間感知】が妙な気配を拾った。

			　いや、逆だ。魔力も気配も何一つ情報を拾えない空白な空間がある。つまり、何者かが俺と同等以上の【気配遮断】を発動しているという裏付けになる。

			　驚きはしない。封印都市エリンに来てから、何かに見られている気配を度々感じていた。理由はわからないが敵意はないのだろう。その気があるならとっく襲ってきているはずだ。

			　入学試験での戦いのあと、その後の逆恨みでの強襲のあと、幾度となく俺は隙を晒(さら)している。

			「ソージ、さっきから怖い顔をしているけど、何かあったのかしら？」

			「ああ、ごめん。なんでもないんだ」

			　俺は苦笑する。

			　今の俺では追いかけても捉えられない以上、気にしても無駄だ。

			　だが、見えないことで相手を見つけられるという手法に気付けたことは運が良かった。

			「ソージくん、さっきはごめんなさい。もう二度と油断しません。今回のは私の慢心です。私なら、どんな状況でもきっちり敵を発見できる自信がありました」

			「うん、あのチンパンジー。スロックチンパっていうんだけどね。あいつはずる賢い奴だから気配を消すのがうまいんだ。さすがのクーナでも、あれくらいの魔物になってきたら、片手間では見つけられないよ」

			　イノシシの化物のような異常個体以外は、名前があり生態もまとめられていて、その情報が共有されている。

			　スロックチンパは、中級者殺しとして有名だ。地下五階までたどり着けるパーティーでも全滅させられることが多々ある。

			　距離をとりつつ、集団で襲ってくる戦術はそれほど危険だ。遠距離攻撃は弓や魔術頼りになるが、その狙いをつける前に、飽(ほう)和(わ)攻撃を受けてしまう。

			　見つけ次第、仲間を呼ばれる前に殺すのが鉄則だ。

			　俺もクーナを庇(かば)う必要がなければ、速攻で、【魔銀錬成：参ノ型　弓・貫】を使い、片付けていた。

			「俺も気をつけるよ。クーナが気付かなくても俺が気付けば問題なかった。俺も同罪だ」

			　今回は俺も迂(う)闊(かつ)だった。魔術なしの索敵能力なら俺はクーナに劣る。それでも、できることはやるべきだった。

			「ソージくん、お互い気をつけましょう。あと、探索中はあまりセクハラっぽいことはしないでください。その、こう見えて私、乙女なんですよ。冷静でいたくても、どきどきしたりして、どうにもならない時があるんです」

			「探索中でなければいいのか？」

			「ソージくん！　本当に反省してます!?」

			「ごめん、反省はしているんだ。でも、クーナが可愛すぎて、セクハラをしないという約束ができない」

			「ふぁう!?　もっ、もうソージくんなんて知らないです」

			　クーナはそう言うと、頬を赤くしてそっぽを向く。顔はそっぽを向いているのに、キツネ耳はこっちを向いてピクピク動いていた。

			「ソージとクーナは嫉(しつ)妬(と)したくなるぐらい仲がいいわね」

			「どこがっ!?」

			　アンネの言葉に、クーナが打てば響くようなタイミングでツッコミを入れる。

			「さすが、ファザコン。父親にべったりで、男の子と関わってこなかったから自分でも自覚がないのかしら。どう見ても、ソージに気があるようにしか見えないのだけど」

			「アンネ、さっきから言いがかりばっかりです。ソージくんのことなんて好きじゃないです。だいたい、誰がファザコンですか!?　父様なんてだぁ～い嫌いです！」

			「……クーナにとってはきっとそうね。ごほんっ。さっきの戦闘の反省に戻るけど。クーナだけの問題じゃないわ。私も警戒をクーナに頼りすぎていたわね。それに、すぐに倒れてソージにも迷惑をかけた。自分が情けない。もっと鍛錬をしないと」

			　アンネも自分の失態が許せないようで唇を噛んでいる。

			「今のアンネならああなるのも仕方がないよ。アンネは多対一の訓練なんてしたことがないよね？」

			「ええ、私は剣士としての訓練しかしてなかったから」

			「一対一の決闘。オークレールの剣はそれを前提としたものだ。アンネは視野がせまいところがある」

			「そう……なのかしら」

			「うん。俺は一人でも全部撃ち落とせただろ？　広い視野と危機予測。これが課題だね。広い視野を持つことは多対一の基本だけど、それができると一対一でも不意をつかれなくなるし、相手の意識が向いていないところが見える。そうすれば、そこを攻めて勝てるようにもなる。今日から少しずつでも身につけていこう」

			　アンネは俺の言葉を聞いて、ぎゅっと拳を握りしめ微(ほほ)笑(え)んだ。

			「自分の剣を見つける。見えないものを見る。課題が山積みだわ」

			「いやか？」

			「いえ、強くなるための道がたくさん見えてきて今は楽しくて仕方ないの」

			「良かった。実はアンネの欠点はまだまだあるんだ。それなら、安心して指導できる」

			「望むところよ。ソージが師匠なら、どんなことだって身につけてみせるわ」

			「いい返事だ」

			　俺とアンネは拳を付き合わせて、にやりと笑う。これからは今まで以上に訓練に身が入りそうだ。

			「熱い師弟関係が眩しい。ううう、なんでしょう、この疎外感は。ついていけないです。三人パーティーの弊(へい)害(がい)ですぅ。何をするにも絶対ぼっちが生まれるんです。いいですよ。私は一人で勝手に強くなりますぅ」

			　クーナがいじけて、三角座りになって、指先でつんつんと地面をついていた。

			「相変わらず、クーナはめんどくさい性格ね」

			　アンネはそう言うと、クーナに後ろから抱きつく。美少女同士の抱擁は大変眼福になる。
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			「ちゃんと私はあなたのことが大好きよ。仲間はずれになんてしないわ」

			「アンネ……好き」

			　クーナが反転し、自分からもアンネに抱きつく。

			　よしっ。

			「ソージくん、何をしようとしているんですか？」

			「いや、アンネと同じように、パーティーの仲を深めようと思ってね」

			「男の子は駄目です。どんとたっちみー」

			　返ってきたのは明確な拒絶。

			「アンネの髪、さらさらです」

			「クーナのキツネ耳も面白い手触りね」

			「きゃっ！　もう、どこ触っているんですか、アンネ♪」

			　なるほど、これが三人パーティーで余り物が出る弊(へい)害(がい)か。

			　俺はクーナの真似をして体育座りでイジケてみたが、二人が俺を仲間に入れてくれることはなかった。

			　だが、無視をするわけではなく、二人とも面白がってこちらを見ている。

			　まあ、これはこれで楽しい。

			　地上に戻るまで三日。どれだけ課題をクリアして実力を引き上げられるか楽しみだ。

		

	
		
			　

			第12話　遠征終了

			　

			　迷宮に潜って四日目。俺たちは地下三階に居た。

			　明日から、学校での授業が始まる。正午には地上に戻ることを目標に俺たちは地上を目指していた。

			　先頭を歩くのは、いつもとは違いアンネだ。これには理由がある。

			　ほら、来た。

			「はっ！」

			　アンネが背後から襲いかかってきた体長六〇センチほどの赤いクモの化物を、振り向きざまに切りつける。

			　アンネの剣は振り上げたクモの前足を刈り取った。

			　クモは奇襲をかけたはずの相手に先制攻撃を受け、慌てふためく。

			　化物の名前はクリムスパイダー。巣を作らないタイプのクモで足音を消して獲物の背後から近づき、両腕の鎌で致命傷を与えてくる。

			　地下三階相応のモンスターでけっして弱くはないが、この三日で大量に魔石を使用したアンネの敵ではなかった。

			「キシャァァァ」

			　緑の血液を撒き散らしながら、クモの化物が悲鳴をあげ、後退る。

			　アンネを危険な敵と認識し、このまま後ろに大きく跳んで逃走するつもりだろう。

			　しかし、それを許すアンネではない。クモが跳躍する直前、先ほど剣を振りぬいた体勢のまま手首を反して、素早い踏み込みから切り上げることで、クモの柔らかい頭を切り裂いた。

			　頭を切り裂かれたクモはしばらくぴくぴくと体を痙(けい)攣(れん)させたあと、動かなくなった。

			　アンネは、ほっと一息をついてから剣の血を拭い、鞘(さや)に納めた。

			「師匠、今の動きはどうかしら」

			「六〇点。ぎりぎり合格だね。俺なら最初の一撃で致命傷を与えられた。背後からの攻撃に反応するのが精一杯で、適当に剣を振るうからそうなる」

			「……たしかにその通りね。反応するのが精一杯だったわ」

			「でも、良くなってきているよ。少しずつ頑張っていこう」

			「ええ、師匠から教えてもらった技、絶対に身につけてみせる」

			　クーナに比べて索敵能力が劣るアンネを先頭で歩かせているのは、アンネを鍛えるためだ。

			　今は、自分の周囲に魔力を溶けこませ、周囲のものを感じ取る技を使わせている。

			　個人差はあるが、誰しも自分の空間というものが存在する。俺の場合は、七六センチ。その得意な空間に魔力を溶けこませ支配する。

			　この領域を超えると、途端に演算と魔力の負荷が跳ね上がるが、自分の空間の支配だけであれば負担はごく軽い。

			　俺ほどになってくると、呼吸と同じ感覚で空間の支配を行えるし、クーナはほぼ無意識でこれを行っている。アンネにもそれを求めたのだ。

			　その成果が三日目になって、やっと現れ始めた。

			　アンネには魔術で無理やり支配領域を認識させるという荒業を使ったが、それを考慮しても天才と言っていい成長速度だ。

			「だいぶ見えるようにはなってきたから、あとは精度と持続力の問題だね。ここからは地道に積み上げていくしかない」

			「そうね、もう意識がある限り常に師匠が教えてくれた自分の空間に魔力を流し続けるわ」

			　アンネの魔力の濃度が跳ね上がっていく。

			　気合を入れるのはいいが、頑張りすぎだ。これではすぐに魔力を使い果たすだろう。

			　俺は苦笑いをして肩をポンと叩くと、アンネは自分で気がついたのか顔を赤くして魔力を緩めた。

			　そして、魔物を狩りつつ再び地上を目指して歩いていると、急にアンネが険しい表情を浮かべた。

			「っ」

			　そして息を飲んで大樹に身を隠す。

			　俺とクーナもそれにならって大樹に身を潜める。

			　大樹に隠れながら前方を見ると、そこには地下迷宮に似つかわしくないミスリルのフルメイルを装備した、ものものしい騎士たちが五人ほど歩いていた。

			　贅沢にも荷物持ちらしき男を一〇人ほど引き連れているので、よほど金が余っている連中なのだろう。

			　ミスリルのフルメイルにはコリーネ王国のとある大貴族の家紋が彫られており、俺はその羽振りの良さに納得した。

			　あの家紋は、オークレール家と並びたつ剣の名家、フェイラーテの家紋だ。

			　あんな大貴族が、地下迷宮にいったい何の用だろうか。

			「アンネ、どうして隠れる必要がある」

			「オークレールとフェイラーテは仲が悪いのよ。それに、もしこんなところで鉢合わせになれば力ずくで――」

			　そう言いつつ、アンネはオークレールの象徴たる魔剣に手をのばす。

			　なるほど、その可能性は十分あるな。

			「アンネ、クーナ。迂回してあいつらと鉢合わせないようにして地上を目指そう」

			「ソージ、ありがとう」

			「いいですよ。面倒事は避けちゃいましょう」

			　そうして、俺たちは若干遠回りをしながら地上を目指した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっと、地上に出てきました！」

			「久しぶりの本物の太陽ね」

			　昼を回った頃、俺たちはようやく地上に戻ってきた。

			　リュックの中からは保存食や水が消えて、代わりに魔石と紙幣と魔物の部位でいっぱいになっていた。

			　魔物の部位は徹底的によりすぐった逸品ばかりだ。金属のような性質をもつサイの化物ホラドンの角や、難病に効くトカゲの化物アラクガの心臓を干したもの。そういった嵩(かさ)張(ば)らずに高く売れるものばかりを厳選してある。

			「たくさん狩れましたね！」

			「ええ、ソージのおかげで信じられないペースで狩れたわ」

			「それでも、飲食店の利益のほうが大きかったけどな」

			「大人気でしたね、私たち。明日から外に戻るって行った時、ものすごい引き止められましたし」

			　この四日間、毎日俺たちは消費しきれない魔物の肉や水を売っていたが、そっちのほうが狩りの収入より大きかったりする。

			　そのおかげで狩った魔物の魔石をすべて売らずに済むのだが、それでもやり切れない気持ちにはなる。

			「そういえば、ソージくん!?」

			　クーナが何かに気付いたような声をあげた。

			「どうしたんだ。いきなり」

			「父様から、買った魔石を使うなって言われていたことを思い出しました。私たちは結構、魔物肉を売って手に入れた魔石を使っていますよね」

			　クーナの言った通り、買った魔石を使うことはあまり推(すい)奨(しよう)されていない。自分で魔物を狩った時よりも弱くなるからだ。

			　だが、それは半分正しくて、半分間違っている。

			「今のクーナとアンネなら大丈夫だよ。魔石を受け入れる時に、本人の鍛錬が追いついていない状態で使うと、あまり強くなれないんだ。自分の体を知り、何が足りないかを自覚し、どう強くなりたいか。その願望にそって【格】は力を底上げするんだ。だからこそ、人は【格】を使うと、自分の戦闘スタイルに沿って強くなっていく。自分の戦い方も決まっていない未熟なうちに使うと漠然とすべてが中途半端に強化されてしまって弱くなる」

			　だからこそ金を出して魔石だけを手に入れるやり方は推(すい)奨(しよう)されない。鍛錬や実戦を経て、自らの戦い方が決まってから、初めて魔石を使うべきなのだ。クーナもアンネもその資格はすでに十分あった。

			「安心しました。これからは心置きなくどんどん、他人の魔石も使っていけます。ふふふ、これならすぐにランク２になれます」

			「それはないよ。ランク２っていうのは、【格】をあげるだけじゃ駄目だ。己の器を極限まで高め、自らの【格】と完全に同一化させる。そのためには、長い時間をかけて魔石で得た力を慣らして行くんだけど、短時間で無理に上げるためには、十分に【格】をあげた状態で命がけの戦いをしないといけない。自らの限界を超えた先に、ランク２はある」

			　その高みこそがランク２。もっとも、【格】を余剰に積めば積むほど、それに引っ張られて器が強くなり、壁を越えやすくはなる。実際、貴族の一部は、過剰なまでに魔石を購入し、大量投入することで無理やりランク２への道を早める。しかし、最短でランクアップを目指すなら、そして最強を目指すのであれば、自らの限界を超えたほうがいい。

			　まがい物や、余裕をもった戦いでは、身につかないものがあるのだ。

			「器を鍛えて、【格】と同一化。なるほど、私たちが目指す先がわかったわ」

			　アンネがそっと腰に当てた剣を握った。アンネにとって、剣を極めることが器を鍛えることになる。

			「限界を超える。なんか燃えますね」

			　クーナのほうも尻尾(しつぽ)と耳をピンと伸ばして、やる気十分なようだ。

			「二人とも頼もしいな。とりあえず今日は換金してから、第一回の遠征の成功祝いに飯を食いに行こうか」

			「いいですね！　お金もたくさん入ったし、前回はソージくんのお財布を気にして注文できなかったヨロシロエビの白焼きを頼んじゃいます！　あっ、それとシロホタルダケの土瓶蒸しも」

			「当然のように俺のおごり前提なんだな……まあいいさ。今日は何でも頼んでいいよ」

			「ソージくん、最高です。アンネ、今日はたっくさん美味しいもの食べましょう！」

			　スキップしそうな勢いのクーナと微苦笑するアンネ。その二人を伴って、俺は換金所に向かった。

		

	
		
			　

			第13話　不穏な気配

			　

			　換金所で魔物の素材の換金を終わらせてから、俺たちは再び外に出た。

			　魔石は売らず、自分たちで使うためにすべて残した。イノシシの化物の魔石は今日、寮で【浄化】しよう。あれの【浄化】にはほぼ全魔力を消費するので、安全な場所でないとできない。

			　換金所では売るつもりだった素材がすべて売れた。極端に需要の多いものばかりを選んだおかげだ。

			　人気があるのは金属のような性質を持つもの、繊維や布になるもの、薬の素材になるもの等で、これが売れないということはまずない。

			「ソージくん、すごいですね。いっぱい魔物は倒したけど、本当に高い素材だけを持って帰ってきていたんですね。いい目利きです」

			「すさまじい知識量ね。魔物についてソージほど詳しい人っていないんじゃないかしら。素材の保存状態や取り出し方も見事だって換金所の人が言っていたもの。特殊な取り出し方をしないと駄目になっちゃうものも、完璧な状態だったって」

			　二人が心底驚いた顔で俺を見ている。第三者が入ったことで俺のすごさがわかったのだろう。

			「年の功って奴かな。あの化けイノシシみたいな異常個体以外は、どれくらいで売れるか、解体の仕方、保存法に加工法、だいたい頭に入っているよ」

			　さすがに、数十匹分の瘴(しよう)気(き)を集めてできる異常個体は情報が出まわらないし、同じ瘴(しよう)気(き)を使っても同じ種類の魔物が出るわけではないので、カバーしきれていないが。

			　さらに言えば、異常個体以外にも次々と新しい魔物が現れている。俺ですら知らない魔物が今後現れない保証はない。

			「年の功って、ソージくん、私と同い年じゃないですか」

			「うん、まあ、経験値の違いってやつだよ。あまり気にしないほうがいい。お金もたくさん手に入ったから精算しようか。三等分だ。肉や水を売った分もちゃんと山分けするから安心してくれ」

			　むしろ、そっちがメインだ。

			　さすがに初日以降は魔物肉のレストランも売上が落ちたとはいえ、蓋をあけてみれば一四〇万バルもあった。そこに素材の売却で四〇万バル。結局、合計一八〇万バルもの収入となった。

			「合計で一八〇万バル。三等分で一人六〇万バル。二人のために、一人、四二個の魔石の浄化をしたから、浄化代一回一万バルで、四二万バル。化けイノシシのインナーの製作費で一〇万バル。二人には八万バルだね。ここからトイチの金利分の二万五〇〇〇バルを引かないと、よし、結果が出た。これで五万五〇〇〇バルだね」

			　かなりひどいことになっているが、嘘ではない。化けイノシシ以外の魔石はすべて二人に渡しているので、この数になったのだ。

			　俺がそう言うと、クーナがぷるぷると震えた。

			「どれだけピンはねしたら気が済むんですか!?　六〇万バルのうち、五四万五千バルを持って行かれましたよ!?」

			「まあまあ、そういうこともある。どうする？　この五万五〇〇〇バルを受け取る？　それとも借金を減らす」

			「そうね、私は色々と欲しい物もあるし、借金はそのままでいいわ」

			「なら、このまま金を渡そう」

			　アンネに、五万五〇〇〇バルをそのまま手渡す。元金がまったく減っていないので、次も利息が二万五千バルのままだ。

			「……アンネ、どうしてそんなに素直なんですか？」

			「だって、理に適っているもの。魔石をたった一万バルで効果を二倍以上にして、一日に何個も使えるようにしてもらうなんて一〇万バルでも安いぐらいよ？　それに、あのレベルの素材を加工した防具をたった一〇万バルで作ってくれる鍛冶師なんて、賭けてもいいけど世界中どこにもいないわ。最低でも五〇万バルはもっていかれるわね」

			　剣の貴族だけはあるな。宝石の価値はわからなくても、武具に関しては知識があるのか。実際、俺のやっていることは本来なら投げ売りもいいところの価格設定だ。もし、他の探索者たちから依頼を受けるなら、アンネの言った値段はとるし、その値段ですら注文が殺到するだろう。

			「そう言われれば、そうですけど」

			「それに、ソージがテントや保存食、リュックや装備、ありとあらゆるパーティーに必要なものを計画して手配してくれているし、探索では、最高のナビゲーターになってくれているわ。ソージにお金を預けていれば、パーティーのために役立ててくれると思うの。むしろ、ソージの取り分が少なすぎるぐらいね」

			「ううう、理性では、理性では納得できるんですが……ぐぬぬぬ」

			　クーナが恨めしい目でこっちを見てくる。仕方ない。妥協しよう。

			「なら、クーナ。利子分を免除してもいいよ」

			「本当ですか!?」

			「その代わり……」

			　俺はにっこりと微(ほほ)笑(え)む。すると、クーナは……

			「ひぃっ、利子の代わりに尻尾(しつぽ)を撫でるつもりですね。このひとでなし、女の敵、男なんてみんな女の子の尻尾(しつぽ)のことしか頭にないんです！」

			「……それはちょっとマニアックすぎるかな」

			　先回りして釘を打たれた。

			「まったく、そんなはした金で尻尾(しつぽ)を触らせなんてしません。撫でるだけでも許せないのに、もし、握りなんてしたら責任をとってもらいますからね！」

			　俺は微(ほほ)笑(え)みながら無言でクーナの尻尾(しつぽ)に手を伸ばす。

			「なっ、何してるんですか！」

			　クーナは思いっきり飛びのき、自分の尻尾(しつぽ)を抱いてふぅふぅ息を荒くしている。ちっ、空振った。

			「尻尾(しつぽ)を握れば責任を取らせてくれるんだろう？　ぜひ責任を取りたいと思って。クーナ、結婚しよう」

			　尻尾(しつぽ)を握ればクーナと結婚できるなんて、最高じゃないか。一晩中だって握り続けたい。

			　だが、クーナは耳をピンと立てて震わせ、アンネの背中に隠れる。

			「アンネ、助けて。ソージくんの頭がおかしいです」

			「クーナ、ソージから求婚されるなんて羨ましいわ」

			「……このパーティー、まともなの私しかいないです。ソージくん、絶交しますから！　これ以上尻尾(しつぽ)を狙ってくると二度と口をきかないです！」

			「なら、仕方ない」

			　俺は両手をあげて、何もしないことをアピールする。

			　疑わしげな目で、クーナはアンネの背中から、ちらちらとこちらを見て、しばらくしてからようやく出てきた。

			「まったく、ここがエルシエなら兄様に言いつけるところでした。兄様、すっごいシスコ……ごほん。私のことを大事にしてくれているので、もうソージくんぼこぼこですよ」

			「その兄様は俺より強いのかな？」

			「今のソージくんよりは強いですよ。エルシエの精鋭部隊イラクサの隊長でランク５ですし、兄様に勝てる人なんて、父様と真ん中の姉様ぐらいです」

			　……さすがエルシエ。少なくともランク５が数人在籍しているようだ。

			　おそらく、この封印都市エリンですらランク５の到達者は一〇人に満たない。エルシエのような小国でいったい何が行われているのだろうか。

			「なるほど。もし、その兄様の前でクーナに結婚を申し込んだらどうなると思う？」

			「殺されますよ。兄様の口癖は、自分より弱い奴に妹はやらないですし。おかげで彼氏どころか、男友達すらできませんでした」

			「そうか……なら、兄様とやらに認められるぐらいには強くならないとね。そんな人がよく、クーナの家出を見逃してくれたな。頑固そうな父親もだけど」

			「私の家出した次の日から、父様と兄様は海を渡った遠い国で大事なお仕事があったんです。だから、私を追いかけてこれなかった。二人とも、あと一月は戻ってこないです」

			　なるほど、この時期に海を渡るってことは、おそらく封印の絡みか。クーナの父親は彼なりに娘を救おうとしているのだろう。

			「もし、その兄様がクーナを連れ戻しにエリンに来たらどうする？」

			「絶対に断ります。まだ、私は何もできていませんし……それに」

			「それに？」

			「今の生活が楽しくて、仕方ないんです」

			　クーナが、にかっと歯を見せて笑う。

			　色々と泣き言や不満を言うが、今の生活はきっちりと楽しんでくれているようだ。

			「あっ、君たち。偶然だね」

			　そこに、寮での唯一の味方であるユウリ先輩が、地下迷宮の建物から出てきた。小柄な女性で短めに切った茶髪が特徴的な可愛い少女だ。

			　狩りをしていたのか、全身泥まみれでカバンがぱんぱんに膨らんでいる。
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			「こんなひと目がつくところで話していいんですか？」

			　期待のホープを潰したことで、寮内での俺たちの評判は最悪だ。実際に、ユウリ先輩以外はまともに挨拶すらしてくれない。

			「いいよいいよ。話すぐらいならね。にしても、漏れ聞こえてくる会話がすごいね。一八〇万バルを山分けとか、魔石四二個とか、もう、規格外すぎるよ！　そんなの、ランク２だけのパーティーが一ヶ月潜っても届かないんじゃない？」

			「まあ、俺は天才ですから」

			「それを素で言える君が羨ましいよ」

			　俺と先輩は笑い合う。

			「それで、ユウリ先輩。なんで今初めて会ったなんて言い方するんですか？　ずっと俺たちのこと見ていたじゃないですか」

			　一瞬、俺でないと気が付けないほんの刹(せつ)那(な)、ユウリ先輩の目から感情が消えた。日常会話から急に振られて油断があったのだろう。

			　しかし、先輩はすぐに朗(ほが)らかな笑顔に戻る。

			「うん？　なんのことかな？　あたしはずっと浅い階層にいたよ？」

			　その回答は失言だ。なぜなら、俺たちが深い階層に居たことを知っていることが前提になる。

			　初めての探索でいきなり深い階層まで潜るとは予測しない。

			　かつて入学試験の日に感じた、超一流だが経験の浅い監視者。その特徴がこの先輩には見て取れた。

			　もともと、この人のことは疑っていた。魔力の流れが美しすぎる。その割に大したランクじゃない。何よりも直感の部分が警鐘を鳴らし続けているのだ。

			「変なことを言いました。あっ、俺たち地下四階で異常個体のイノシシの化物と会ったんですよ。授業では聞いていましたが、実物をいきなり見ることになるとは思ってもみませんでした」

			「それは災難だったね」

			「定期的に魔物が狩られていて、瘴(しよう)気(き)が薄いはずの浅い階層で出ることはまずないと思っていたので、びっくりです。特に地下四階は人気スポットで人も多いはずなのに……これって偶然だと思います？」

			　俺はにこやかに問いかける。すると、ユウリ先輩はにっこりと笑って。

			「偶然だよ。偶然に決まっている」

			　そう、強く断言した。

			「ああ、それとね。明日からの学校は面白くなると思うよ。おかしな連中が地下迷宮に居たからね」

			　意味ありげな一言を残して、ユウリ先輩が去っていった。

			　それを見届け三人で酒場に行き、豪勢に楽しんでから俺たちは寮に戻った。

		

	
		
			　

			第14話　クラネル

			　

			「やっぱり柔らかいお布団はいいですね」

			「そうね、テント生活とは大違い」

			　俺たちは寮の食堂で朝食をとっていた。バイキング形式なので朝食に何を食べるかはかなり好みが出る。クーナが肉類をがっつり食べるのに対して、アンネは野菜中心、俺はバランス派といったところだ。

			　騎士学校は週の前半三日が授業に割り当てられ、残りの四日を課題兼地下迷宮の探索に当てさせるため、今日は授業がある日だった。

			　昨日は酒場で豪勢な飯を食べてから、すぐに解散した。

			　だが、地下迷宮内で魔石を使用したあとにきっちり課題を終わらせていたアンネと違い、毎回腰砕けになっていたクーナは課題が終わっておらず、俺がつきっきりで面倒を見ることになった。

			「二人とも、体調に問題はないか？　初めての探索だったから、目に見えない負荷がかかっているかもしれないから注意しないとね」

			　探索者の場合、精神的なストレスも大きい。そちらが原因で潰れることも多々ある。

			　俺も可能な限り気をつけているが、どうしようもない部分はある。

			「大丈夫です。やわな鍛え方はしていないので」

			「まあ、クーナは大丈夫だろうな」

			「なんですか、その適当な扱い!?」

			　なにせ、九歳の時に無人の雪山に放置されて一ヶ月生き延びるような奴だ。たかが四日の探索ぐらい屁でもないだろう。

			「アンネはどうかな？　こういうこと慣れていないだろうから心配なんだ」

			「大丈夫よ。お父様が処刑されてからこの街に来るまでの旅に比べたら……あれくらい」

			　アンネが乾いた笑みを浮かべる。逆境は人を強くするのか。

			「そっ、その、アンネ、これ食べて元気になってください！」

			　クーナがデザート用にとっていたオレンジをアンネの皿に盛る。

			「気にされるほうが逆に辛いのだけれど」

			　口ではそう言いつつも、アンネは苦笑して柔らかい表情になった。

			「私よりソージのほうがよっぽど顔色が悪いわよ」

			「言われてみれば、顔が真っ青です」

			「俺のはただの魔力不足だ。昨日の夜、イノシシの化物の魔石の浄化に全魔力を使ったから、魔力が回復しきっていないんだ。体調は最悪。でも、ほっとけば治るだろう」

			　そう、クーナの課題の手伝いを終わらせた後に魔石を浄化したため、かなりだるい。魔力の枯(こ)渇(かつ)により身体能力まで低下している。

			　回復は明日の朝までかかるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教室につくといつもより騒がしかった。

			「なにかあったのか？」

			　男子生徒の一人に話しかける。

			「あっ、ソージさん。実は転校生が来るって噂なんです」

			　快活な返事だ。

			　最初はクラスメイトに距離を取られていたが、地下迷宮の実習後に色々と質問を受けるようになってからは、避けられるどころか尊敬されるようになっていた。

			「貴族クラスのほうに編入生が来ているようです」

			　別の生徒が情報を補足してくれた。

			「編入生？　この騎士学校に？」

			　通常ならありえないことだ。

			　この学校は入学試験を受ける以外の方法で入学することは不可能だ。封印都市エリンの威信にかけて特例は認められていない。

			「どうやって？」

			「噂では他の封印都市にある騎士学校からの編入だから認められたらしいです」

			　なるほど、一応は正規の試験で騎士学校には合格したからという特例か。それなら納得できる。

			「ありがとう。それで、誰が来るかは知っているかな？」

			　俺が質問をすると、男子生徒はちらりとアンネのほうを見た。

			「今の王家の剣術指南役、フェイラーテ公爵の長男、クラネル・フェイラーテ様です」

			　クラネルか。

			　ゲーム時代に会ったことがある。その時の印象は一見優男だが、実直で気持ちのいい男だった。

			　アンネは硬い表情で腰に下げる魔剣クヴァル・ベステを握りしめる。

			「なんのために来たんだろうな」

			　俺は自分で口にしながら、そのつぶやきの無意味さに気付いていた。

			　王家の剣の指南役、その嫡男がわざわざここまで来る理由なんて最強の剣士の称号である魔剣クヴァル・ベステ以外にありえない。

			　彼はアンネから、クヴァル・ベステを奪うためにここに来たのだろう。

			　俺はアンネの肩にポンと手を置く。

			「大丈夫だ。その剣はアンネのものだ。誰にも奪わせない。何があっても俺が守るよ」

			　しかし下手をすれば、王の勅命ということもありえる。罪人の娘から王家の象徴である魔剣を取り上げる。そんなことがあっても不思議ではない。

			　いや、それは考えにくいか。本来ならアンネがこの剣をまだ持っていること自体がおかしいのだ。おそらく、アンネの父親が処刑される前に、何かを条件にしてアンネにこの剣を残した。ならば簡単にはその契約を反故にはされないだろう。

			「……ありがとう。でも、これは私の問題だから」

			「違うな、その剣がないとアンネが弱くなる。そうなれば、パーティーの戦力低下だ。これは俺たちの問題だよ」

			「そうですよ、アンネ。水臭い。私たちでなんとかしましょう」

			「ありがとう。ソージ、クーナ」

			　アンネが目に涙を浮かべる。

			　そんな中、教室の扉が派手に開かれた。

			「はじめまして、一般クラスの諸君。僕はクラネル・フェイラーテ。本日から君たちと同じ学び舎で世話になる。よろしく頼むよ」

			　美しい蒼髪をなびかせて、クラネルがよく通る爽やかな声で挨拶する。

			　整った顔と細身だが引き締まった体。ただの制服姿というのにどこか漂う気品。女生徒から、憧れの視線が集まる。

			　そんな視線を浴びながら、彼は優雅な足取りで一直線にアンネの下に向かった。

			「久しぶりだね、アンネロッタ。元気にしていたかい？」

			　クラネルは笑みを浮かべ、親愛を込めてアンネに挨拶する。
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			　だからこそ異常だった。大貴族である彼が、コリーネ王国最大の汚点であるオークレール公爵の娘であるアンネに親愛を向けるなどありえない。

			「フェイラーテ様、お気遣いありがとうございます」

			「なんだい、そんな他人行儀な。僕たちは共に剣を競い合った仲だろう？　もっと軽い口調でいいよ」

			　クラネルはおかしそうに笑う。

			「私は、今は貴族ではありません。立場の違いというものがあります」

			「……悲しいね。アンネロッタにそんな態度をとられるなんて。でも、悲しんでばかりもいられない。この手紙を君に届けないといけない」

			　クラネルは王家の公印が捺された手紙を手渡す。

			　緊張感が高まる。正真正銘の王の勅命。

			　アンネは震える手で手紙を開き、その内容を読み上げた。

			「……魔剣クヴァル・ベステの担い手の再選定を行う。フェイラーテ公爵の嫡男、クラネル・フェイラーテと、オークレール〝元〟公爵の娘、アンネロッタ・オークレールの両名で決闘を行い、勝者を魔剣クヴァル・ベステの担い手とする。日時は、火の月、七の曜日」

			　それを聞いて驚(きよう)愕(がく)する。二ヶ月と少しあとにクヴァル・ベステをかけて決闘だと？　こんな不条理を許せるか。抗議のために口を開いた。

			「こんな決闘むちゃくちゃだ。クラネル、おまえは今年で一八だ。すでに二年先に騎士学校に入って、俺が見た限り【格】はランク２に至っている。彼女はまだ一六で、入学して一ヶ月も経っていない。あまりに不公平だ」

			　そう、誰がどう考えてもアンネに不利な要素が揃っていた。

			　アンネの卒業まで待って欲しかった。いや、せめて半年あればアンネをランク２にしてやれた。二ヶ月でランク２という数字は、危険な橋を渡らない限り不可能だ。

			「僕もそう思うよ。でも、王の勅命だ。心苦しいけど僕だって拒否はできないんだ」

			　クラネルは、心底辛そうな表情を浮かべた。それを見た俺の感想は、【薄っぺらい】だ。その表情も声音も何もかも、薄っぺらく感じる。

			「アンネロッタ、決闘はコリーネ王国の決闘場で行われる。きっと、君は見世物にされる。ひどい野次を受けるだろう。……僕は君の傷つく姿を見たくない。だから、棄権してくれ」

			　アンネを心配する言葉をクラネルが重ねる。

			「クヴァル・ベステを手放すだけで傷つかずに済むんだ。悩むことはないだろう？　それに、せっかくこうしてまた会えたんだ。僕が君を助けてあげる。大丈夫、幸せにしてあげるよ」

			　クラネルはそう言うと、アンネを優しく抱擁した。

			「辛かっただろう。でも、これからは僕が守ってあげる。くだらない意地は捨てるんだ。そうだ、新しい名前を用意してあげよう。オークレールを捨てて、ただのアンネロッタになるんだ。僕ならそれができる。うん、そうしよう。一生君には苦労をかけないと約束する」

			　クラネルの抱擁がいっそう強くなる。

			　クラネルは一人でどんどん盛り上がる。一見、こいつはアンネのことを思って言っているように見せてはいるが、結局は自分のことしか考えていない。

			「だから、僕と一緒に来てくれ……アンネ」

			　クラネルがアンネロッタではなく、アンネと呼んだのは彼女に対する自分の想いを伝えるためだったのだろう。

			　アンネの体がこわばる。……そして、キリッとした表情を浮かべてから口を開いた。

			「気持ち悪い。離してもらえないかしら。それと、私はあなたにアンネと呼ぶのを許した覚えはないわ。その呼び方をしていいのは親しい人だけよ」

			「ア……ンネ？」

			　クラネルの力が抜けた瞬間、アンネは彼を突き飛ばした。

			「私のために言ってくれたのは嬉しいわ。でも、お断りよ。クヴァル・ベステを捨てて、オークレールを捨てて。そんなものはもう私じゃない。そんなふうになってまで生きるぐらいなら、死んだほうがまし。そんな安い同情はいらない」

			　アンネが声を張り上げる。

			「ひどいな。僕は君のために言ったのに」

			　俺はその言葉が癇に障った。

			「本当に彼女のためを想って言っているのなら、おまえが棄権すればいい」

			　本当にアンネのことを友達と思っているのなら、できるはずだ。

			「誰が口を開いていいと言った、平民」

			「これは失礼。貴族様」

			　俺がおどけた様子を見せると、クラネルが歯ぎしりをした。

			「その、なんだ。僕の言ったことをちゃんと考えてくれるかな、アンネ」

			「アンネと呼ばないでと言ったはずだけど？」

			「アンネロッタ。君は冷静になるべきだ。君は本気で僕に勝てると思っているのかい？　君のことは調べた。入学時にはランクをまったく上げていない。剣の腕も僕は君を追い越した。これから成長しようにも剣の師匠も居ない。君が僕に勝てる要素なんて一つもないじゃないか」

			　クラネルが声を荒くする。だが、アンネは落ち着いていた。

			「ランクについてはそうね。でも、剣については訂正するわ。私には世界一の剣の師匠がついているもの」

			「世界一？　そんな奴がどこに居る？」

			「ここよ。ソージが世界一の剣士。私はソージの剣を信じる」

			　クラネルはきょとんとした顔で俺の顔を見た。そして、腹を抱えて大笑いした。

			「ははは、冗談はよしてくれ。そんな貧相な平民が世界最高の剣士？　馬鹿げている。馬鹿げているよ。かわいそうなアンネロッタ。君はこの男に騙されているんだ。はははは」

			　クラネルはひとしきり笑う。そして笑い終わったあと、俺のほうをまっすぐに見た。

			　そして手袋を脱ぎ、俺の足元に叩きつける。

			「おい、平民。君がアンネロッタの勘違いの原因のようだね。まずはそこを正してあげるよ。そうすれば、アンネロッタも僕の言うことを素直に聞くだろう。決闘だ。君がただの詐欺師だって言うことを証明してやる」

			「ちょっと待って、ソージは関係ないわ」

			「僕は貴族だ。平民の君が僕の命令を拒む権利はない。ましてや騎士との誇りある決闘を拒む腰抜けに、アンネロッタに剣を教える資格等あるはずがない」

			　なるほど、面白い。それにけっして悪い話ではない。多少はアンネに有利な状況が作れる。

			「決闘自体は構わない。だが、俺には益のない戦いだ。まさか、貴族様が平民相手に因縁をふっかけて、自分はなんのリスクも負わないなんてありえないよな？」

			「何を望む」

			「俺が勝てば、魔剣の所有権を決める決闘を棄権しろ」

			「万が一にも僕が負けることはないが、それはできない。騎士として決闘から逃げることだけは絶対に」

			　アンネにはそうさせようとしたくせに何を言っているのだろうか、この男は。

			「それなら……俺が勝てば、あんたが腰にぶら下げている剣をもらおう。アンネにクヴァル・ベステを賭けさせるんだ。あんたにもその覚悟はあるだろう？」

			「おまえ、今、アンネと、アンネと呼んだな!?」

			「ソージは私の師匠なのよ。当然よ」

			「僕でさえ駄目なのに、貴様は！」

			「それで、どうなんだ？　剣を賭ける度胸もないのか？　それならば、この決闘は受けられない。なにせ、あんたは騎士に値しないただのへたれだからだ。相手が騎士じゃない以上、誇りもなにもない。故に断ったところで何の問題もない。そうだろ？」

			「なんだとっ!?　わかった。剣を賭ければ決闘を受けるのだな？　その言葉、二言はないな！」

			「約束しよう」

			　クラネルの剣はミスリルで作られた名剣。そろそろミスリルの補充が欲しいと思っていたし、ちょうどいい。

			　それに愛剣を奪っておけば、アンネのサポートにもなる。重さ、重心、大きさ、それらが完璧に同じ剣は存在しない。一流になればなるほど、その些(さ)細(さい)な違いが感覚を鈍らせるものだ。

			　ここで剣を奪えば、クラネルが新たな剣を購入しても、アンネとの決闘までにそれを身体になじませるのは難しいだろう。

			「……っ、この剣の価値を知って言っているのか!?　貴様が生涯かけて働いても手に入らない価値があるんだぞ!?　だが、いいだろう。その代わり、僕が勝ったらアンネロッタに決闘を棄権させろ」

			「それはできない。アンネが決めることだ。俺に決められる話じゃない」

			「ならば、おまえが負ければ二度とアンネロッタに関わらないと誓え！」

			「構わない。誓おう」

			「その条件で決闘だ」

			「貴族様、日時は明日の授業が終わったあとでいいか？」

			　それならば、ぎりぎり魔力の回復が間に合う。全力で戦えるだろう。

			「構わない。逃げるなよ、平民」

			「もちろん」

			　そうして、俺とクラネルの決闘が成立した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くそぅ、くそぅ、くそぅ、あの女、いつも僕の思い通りになりやしない」

			　馬車の中、クラネルは悪態を吐きながら、何度も拳をサイドテーブルに叩きつけていた。

			　体調が悪いと伝え、授業を休み、封印都市エリンにあるフェイラーテ家の別宅に向かっているのだ。

			「せっかく、せっかく、この、この僕がぁ！　情けをかけてあげたのに！　またっ、僕に恥をかかせやがった。この僕の提案を拒むだって!?　あんな平民が世界最強の剣士だって、僕を舐めるのもいいかげんにしろ！」

			　クラネルの声は、ほとんど怒鳴り声に変わっていた。

			「落ち着いてください。坊ちゃま」

			　初老の執事がクラネルをなだめる。

			「落ち着いていられるか！　そうだ、アンネはいつもそうだよ。女のくせに僕に勝ちやがって、二つも年下の女に、王の御前試合で負かされた僕の気持ちがおまえにわかるか!?　えええ!?」

			　そう、クラネルはアンネを心の底から憎んでいた。

			　一二歳の時、フェイラーテとオークレールで親善試合が行われた。

			　その前哨戦で、それぞれの次代を担うクラネルとアンネが戦った。

			　結果、一二歳のクラネルは一〇歳のアンネに負けた。クラネルは忘れない。その時の観衆の嘲(ちよう)笑(しよう)を、父親の落胆を、母親の嘆きを。

			「決闘に勝つだけじゃ駄目なんだよ！　大衆の前でねじ伏せられるのは楽しいけど、そんな一瞬で終わったら僕は満足できない。一生、僕のおもちゃにしてやる。僕がアンネを飼ってやるんだ。何もかも奪って閉じ込めて、僕以外、誰にも会わせない。そうだ、僕の言うことを聞かないと飯をやらないようにしよう。へへ、あの生意気なアンネが僕に跪(ひざまず)いて何でも言うことを聞くようになるんだ」

			　そのために、クラネルはアンネを保護することを提案した。

			　だが、彼は自分でも気付いていなかった。彼の欲望の奥底にあるのは剣を振るうアンネの美しさへの憧憬。あの戦いで芽生えたアンネへの恋心だということに。

			「ああ、楽しみだ。あの平民を打ち負かしたら、きっとアンネも目が覚めるだろうね。そしたら、僕の言うことを聞いてアンネは、あははははははは」

			　クラネルの哄(こう)笑(しよう)を響かせながら、馬車は走って行く。

			　そして、彼にはもう一つ気付かなかったことがあった。彼は監視されていたのだ。

			「ふうん、面白くなると思ったけど期待はずれかも。あの程度の小物じゃ、ソージには勝てないだろうな。でも、負けて彼を憎んでくれるかも。そしたら扱いやすい駒になる。う～ん、イノシシは失敗したな。異常個体の任意精製の検証はできたけど、あの程度じゃ試練にすらならない。彼を使えば、もう少しまともな試練が作れるかな？　色々と考えないと」

			　その言葉を最後に監視者は消えていく。ただ、らんらんと輝く翡(ひ)翠(すい)色の眼光を残して。

		

	
		
			　

			第15話　実技の授業

			　

			　肩を怒らせてクラネル・フェイラーテが教室から出て行った。

			　クラス中から俺を憐れむ視線が集まる。

			　まあ、そうだろう。いくらランク２に勝ったことがあるとは言え、あいつに喧(けん)嘩(か)を売るのは無謀を通り越して自殺行為だ。

			「ソージ、また面倒事に巻き込んでごめんなさい。それと、最後のほうは自分から全力で喧(けん)嘩(か)を売っていたように見えたのだけど、気のせいかしら？」

			　アンネは俺を巻き込んで、自身を責めるのと、無謀な俺の行動を叱るので頭がごちゃごちゃになっているようで、不思議な表情を浮かべていた。

			「わざと喧(けん)嘩(か)を売ったんだ。俺が先に戦ったほうがアンネの勝率があがるからね。アンネ、俺と奴の戦いをよく見ることだ。太刀筋、足運び、呼吸。俺の動きを参考にしてもいいし、クラネルの動きを見切るのもいい。得るものは多いと思うよ」

			「でも、負けたら！」

			「俺が負けると思うか？」

			　俺は不敵に微(ほほ)笑(え)む。

			　かつて、ランク２の先輩と戦った時にも同じやりとりをしたことを思い出す。

			　だが、アンネは納得していないようだ。そしてクーナも。

			「ソージくん、本当に勝てます？　あの人、入学試験で戦った先輩とは格が違いますよ。魔石であげる【格】だけの話じゃなくて、剣の腕も相当のものです。ソージくんのほうが技量は上ですが、圧倒はできないはずです」

			　さすがクーナだ。教室に入ってから出るまで、そのわずかな動作でクラネルの実力を見抜いているようだ。

			「そうだね。俺と奴との実力差はランクの差を覆すほどではない。剣士として対峙すれば負けるだろうね」

			「ソージ、それって、勝てないってこと!?」

			　アンネが泣きそうな顔をした。俺はぼふっとアンネの頭に手を置く。

			「あくまで剣士として戦った場合の話だ。魔術師として戦うのなら、ランク差を覆す手品の一〇や二〇は用意している。勝つよ。今までのように、当たり前にね」

			「それは、強がりじゃないの？」

			「違う、ただの事実だ。切り札の一枚を晒(さら)すことになるが、そこは諦める。俺も覚悟を決めたよ。俺が披露するのは、【剣士殺し】。どんな剣士だろうと、剣士である限り、俺には勝てない」

			　ランク２の先輩との戦いと同じように行かないなら、それを超える戦い方をするだけ。

			　幸いなことに一〇〇年以上の経験は、無数の引き出しを用意してくれている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前中の座学が終わって、午後は外での実技の授業になった。

			「じゃあ、今日は格闘技の実技かな。その前に一度、ランクを測ろうか。入学試験でもやったけど、今後は月に一回ランクを測って成長の度合いを確かめるからね。地下迷宮に潜らないと、どんどん他の子達と差がつくよ」

			　童顔の女教官、ナキータ教官の声が響き渡った。

			　学校内の敷地内にある運動場に一般クラスの面々が集まっていた。

			　ときおり、生徒たちがこちらのほうを見ていた。よほど明日の決闘のことが気になるようだ。

			「こら、集中して。まあ、気になるのも無理はないか。私も聞いたけどさ。このクラス一の問題児がそうそうにやらかしたみたいだね。コロシアムの私的利用の申請もフェイラーテの権力でゴリ押しされて承認されたようだし。まったく、ただの私闘でここまで大事になるなんて思わなかったよ。さすが大貴族様。ソージ、喧(けん)嘩(か)を売るなら相手を選びなよ。相手は剣の一族でランク２の最上位。この学校で彼に勝てる子なんて、一人ぐらいしか心当たりがないよ」

			　ナキータ教官は呆れた声音で俺を見る。

			「向こうが喧(けん)嘩(か)を売ってきたせいですよ」

			「でも、君は買っちゃったんだろう」

			「もちろん、買いましたよ。向こうの言い値で買う代わりに、おまけを付けてもらいましたけどね」

			　俺は喧(けん)嘩(か)を買うと同時に、クラネルの情報をアンネに与え、彼の剣を奪う手はずを整えた。

			　アンネの勝利への確かな一歩だ。

			　二ヶ月後の決闘でアンネが勝つためには、最低限の条件がいくつかある。

			　一つは決闘までの二ヶ月の間にランク２への到達。俺と違って彼女にランク差を覆せというのは酷だ。せめて同一ランクまではあげないといけない。

			　二つ目は剣の技量の上昇。同一ランクになれたとしても、ランク２の最上位であるクラネルに【格】で追いつくのは不可能。その差を埋める剣技が必要だ。アンネには自分自身の剣を見つけてもらう必要がある。

			「ふうん、まあ君ならなんとかするんだろうね。まあ、見せてもらうよ。観客席でだけどね。あんまり血なまぐさいことはやめて欲しいけど、君に言っても無理っぽいし」

			「それは大丈夫ですよ。今度は綺麗にやります」

			　なにせ、相手の急所ピンポイントに、【神槍】をぶちこむなんて力技、今の俺ではよほど条件がそろわないと不可能だ。かと言って他の手段で外傷なんて負わせられない。

			　必然的に、外傷で倒す以外の手段を決め手にする必要がある。

			「それは一安心。先生、スプラッタなの結構苦手なのよね。っと、ああ、また脇道にそれた、じゃあさっさとみんなのランクを測っていくよ」

			　パンパン、とナキータ教官が手を叩いて生徒たちを並ばせる。

			　次々とランクを測って記録しているが、ナキータ教官の顔がどんどん不機嫌になっていく。

			「みんな、ぜんぜん地下迷宮に行ってないね？　入学して初めての週だから色々と準備が必要だった。授業で出された大量の課題に手間取ってそんな暇なかった。もっと知識をつけてから挑戦するべきだ。色々と言い訳はできると思うけどさ」

			　そこでナキータ教官は言葉を切る。

			「自分で自分に言い訳をしていたら、いつまでたっても強くなれないよ？　三年なんてあっという間だ。本気でランク３を目指すつもりがあるなら、一日だって無駄にしてはいけない。それこそ前の実習で、ベテランに好き勝手やられたからって尻込みしてるようなら、到底無理だね」

			　生徒たちの大半の顔が羞恥で赤く染まる。

			　彼らが地下迷宮に潜れなかった最大の理由はそれだ。いいようにベテランの食い物にされた記憶が彼らを縛っている。

			　仕方ない……

			「みんな、同じクラスのよしみだ。希望者には、授業が終わったあと一日一時間、この前みたいに地下迷宮の講習をしよう。実戦で使える知識を叩き込んでやる」

			　その言葉を聞いて、クラスメイト達が目を輝かせた。

			　座学で知恵をつけたからと言っても、急激に力がつくわけではない。ただ、事故を避けられるようになるし、動き出すためのきっかけにもなる。

			「先生、驚いちゃった。君はそういうキャラじゃないと思ってたんだけどね。もっと利己的な子だと思ってたよ」

			「ひどいな、俺ほど博愛な人間はなかなかいないですよ」

			　俺の会話を横で聞いていたクーナとアンネがジト目で見ている。

			「うわぁ、ソージくん、自分でそういうこと言うんですね。さすがのクーナちゃんもドン引きです。絶対、何か企んでます」

			「そうね。ソージなら無駄なことはしないわね」

			　クーナとアンネの言葉は聞こえない振りをして、俺はにっこりと微(ほほ)笑(え)む。

			　もちろん、ただのボランティアというわけではない。実技の中にはクラス対抗のものも用意されている。

			　毎年、貴族クラスに一般クラスが蹂(じゆう)躙(りん)されている。だが、勝ちたい。

			　俺たち三人のパーティー、【魔剣の尻尾(しつぽ)】だけが突出した力を持っていてもクラス対抗戦では勝てない。勝つにはクラス全体の底上げが必要だ。

			　付け加えると、パーティーは本来四人がベストだ。もしかしたら、このクラスの中にも俺が仲間に加えたいと思える才能の片りんを見せる者が現れるかもしれない。

			「まあ、生徒たちが自主的に助け合うのはいいことだ。次、ライル。君を測定するよ」

			　ナキータ教官がそう言うと、ちらちらとクーナを横目で見ながら、四位の人ことライルが鼻の穴を膨らませながら前に出た。

			「その自信。この四日、ずいぶんと頑張ったんだね」

			「当然です。僕は兄さんのパーティーの荷物持ちで四日間ずっと地下迷宮に潜っていましたから。クーナ様にふさわしい男になるために！」

			　クーナの尻尾(しつぽ)の毛が逆立つ。そして、クーナはこそこそと俺の後ろに隠れた。

			　なるほど、ランク２の先輩のパーティーに入り荷物持ちをやっていたのか。

			　いい判断だ。ランク２のパーティーは荷物持ちを使って長期間滞在するのが基本だが、荷物持ちとはいえ、最低限の強さはいる。その点では、ライルはぴったりだ。荷物持ち側も、ちゃんと分け前をもらえるので両者ともに損はない。

			「クーナ様、いずれ僕は荷物持ちから正規パーティーに入り、その暁にはクーナ様を迎えに行きますから！」

			　目を輝かせ、ライルはクーナに向かって手を伸ばす。

			　アンネに手を出すクラネルといい、クーナに手を出そうとするライルといい、俺のパーティーの女性は男にちょっかいを出される呪いでもかけられているのか？　あまりにひどいようだと物理的に排除しなくてはいけなくなる。

			　二人を誰かに渡す気はさらさらない。

			「いいえ、結構です。私は【魔剣の尻尾(しつぽ)】が最高のパーティーだって信じてますから」

			　そして、クーナは俺の腕に抱き着いて体を寄せる。

			　その瞬間、ライルの顔が面白いほどこわばる。

			「というか、ライル。おまえの兄貴、もう地下迷宮に潜ってるんだ」

			　正直、意外だった。俺が片腕を吹き飛ばして脅(おど)しをかけてから一週間も経っていないのに、もう地下迷宮に潜っているなんて。

			　加護も魔力も回復しきっていないだろうし、心をへし折ったつもりだったが立ち直りが異常に早い。

			「一度兄さんに勝ったぐらいで調子に乗るなよ！　兄さんはランク３になり次第、ソージ、君に決闘を申し込むつもりだ。首を洗って待っておけ！」

			「おっ、おう」

			　なるほど、一応今のままでは勝てないことを自覚したのか。諦めずランクを上げてから再戦を考えるあたり、したたかだ。

			　ある意味、探索者に向いているのかもしれない。

			「二人とも、雑談はいい加減にしてもらえるかい。そんなに先生を怒らせたいのかな？」

			「「ごめんなさい」」

			　さっきから、ことあるごとにランクの測定を邪魔されているナキータ教官の堪忍袋が、そろそろ限界みたいだ。

			　俺とライルは声を合わせて謝罪し、頭をさげる。

			　ナキータ教官はしょうがないと苦笑いしてから、ライルの格を測定した。

			「うん、君は元からランク１上位だったね。ランク１上位ってところは変わらないけど、ちゃんと【格】があがってる。ずいぶん頑張ってるね」

			「恐縮です」

			　ライルは、俺たちを除けばこのクラスで一番の有望株だ。

			　クーナにたかる害虫でなければ、これから先声をかける機会もあったかもしれないのに、残念だ。

			「じゃあ、次はソージ、君が来て。確か、君はランク１の中位だったね」

			「はい、そうです」

			　入学試験で、俺はランク１上位の魔石を使い、一瞬にしてゼロからランク１の中位に【格】をあげた。

			「君のことだから、もう、ランク１の中位でも上位寄りになっているんじゃないかな」

			「まあ、見ればわかることです」

			　ナキータ教官は、こわいこわいと軽口をたたきながら俺の【格】を覗く。

			「……ランク１の上位。それも、最上位寄りの。すでに、ライルを抜いてる!?　君、いったい何が!?　たしか君は、クーナとアンネの二人とパーティーで……、クーナ、アンネ、すぐに来て」

			　クーナとアンネは戸惑いながらも前に出る。

			「二人とも、まったくのゼロからランク１の上位!?　そんなのありえない。たった四日で、この速度!?　そんなの、噂ですら聞いたことない。君たちはいったいどうやって！」

			　ナキータ教官の眼が驚(きよう)愕(がく)に見開かれる。

			　それほどまでに、たった四日でランク１上位まで【格】をあげるというのは異常なことだ。

			　普通ならば、フルパーティーで毎日地下迷宮に潜ったとして、半年以上はかかる。

			「ソージ、説明して。ここまで異常だと、君たちは危険だ。君たちを守るために、このからくりを聞かないといけない。入学式の一件だけなら、君の異常体質や、運良く生き残ったっていうのでごまかせたけど、君だけじゃなく、パーティー全員がこの速度だとかばいきれない。最悪、どこかの組織に拉致されて、このスピードの秘密を吐かされてから、秘密を独占するために始末されることもありえるよ。君たちのランクアップの速さはそれくらいすごいことなんだ」

			　それは俺も意識していたことだ。

			　俺の【浄化】により、ランクの上昇は通常の数十倍に跳ね上がる。

			　その技術を手に入れたいと誰もが思うはずだ。個人レベルだけでなく国家レベルでも。

			　なにせ、高ランク探索者は数千人分の戦力になる。この時代の軍事力というのは、抱えている高ランク探索者の数に他ならない。

			　一国だけが俺の技術を独占し本気で運用すれば、冗談抜きで世界征服ができる。

			「ええ、いいですよ。俺はもとより、この技術を世界中にばらまくつもりでしたから」

			　俺はにっこりと笑って言い切った。

			　なにせ、【浄化】は晒(さら)したところで俺以外使えないからまったく痛くない。それなら、堂々と公開したほうがいい。

			　さあ、ここからが正念場だ。

		

	
		
			　

			第16話　対峙

			　

			「君たちの異常なランクアップの秘密を全世界にばらまくだって!?」

			　ナキータ教官が悲鳴のような声をあげた。

			　それも当然だ。そんなものがあれば、名誉も富も思うがままだ。無償で公開すると言えば驚きもする。

			「ええ、そうです。誰もが知っていることが俺の安全を守る唯一の方法ですから」

			　俺の目的は安全の確保だ。【浄化】のことを公開することにためらいはない。

			　秘密は秘密であるからこそ価値がある。

			　誰もが知っていれば、わざわざ俺を始末して口封じをしようとなんて考えも起きないだろう。

			「君は本気で、世界を変えるかもしれない知識を無償で公表するつもりかな？」

			「はい。まあ、そもそも知っていてもどうすることもできない類のものですから」

			　俺はポシェットから【浄化】前の魔石と、魔術式を書き込んだスクロールの二つを取り出す。

			「教官、そもそも魔石の問題点は、自身よりもランクが高い魔石を使えば死ぬこと、仮に魔石を使えても体に負担がかかり、一日一つ以上使えないことの二つです」

			「それは私も知っていることだね」

			「その理由を説明します。魔石の中には瘴(しよう)気(き)が潜んでいます。瘴(しよう)気(き)はランクが高ければ高いほど強くなり、自らのランクよりも高い魔石の瘴(しよう)気(き)に人は耐えられません。地下迷宮の水を飲むのと一緒です。そして、一日一つしか使えない理由も瘴(しよう)気(き)が原因です。ランクが低い魔石を使って死ぬことがなくても、確実に瘴(しよう)気(き)のダメージを受けますから」

			　クーナとアンネにはすでに説明した言葉。それをこの場で解説する。

			　ナキータ教官も、周りの生徒たちも一言一句俺の言うことを聞き漏らしてたまるかと集中している。これで最低でも秘密の共有者がクラス全員になった。

			「理由がわかれば、あとは簡単。魔石の中に隠された瘴(しよう)気(き)を取り除けばいい。そうすれば、どんな魔石でも使えるようになるし、一日に何個使っても構わない」

			「そんなに簡単に取り除けるものなの？　迷宮の水を飲めるようにするための研究はかなりされているけど、未だに成功した人は居ないよ」

			「論より証拠を見せませしょう。見てください」

			　俺は魔術式の書かれたスクロールを、ナキータ教官に見えるように広げる。

			「その術式を今から実行します。よく見ていてくださいね」

			　一流の魔術師になれば、他人が実行している魔術式を目で追える。

			　俺が言ったのは、スクロールに記載しているものと、俺が実行するコードの差分がないかをよく見ておけという忠告だ。

			「【浄化】」

			　あえて、ナキータ教官がわかりやすいように、ゆっくりと通常の十分の一程度の速度で演算をしていく。

			　ナキータ教官が俺を注視する。俺が渡したスクロールと実行している魔術の差分がないかを、逐一チェックしているのだ。

			　そして数分後、魔石の浄化が完了した。

			「見ての通り、スクロールに書いている通りの魔術を使用しました。そこに書いている魔術式と一つでも誤りはありましたか？」

			「一言一句、間違いがない。記載通りの魔術式を実行したね」

			「つまり、そのスクロールの魔術を実行して魔石から瘴(しよう)気(き)が取りのぞけるなら、誰でも俺たちと同じ速度のランクアップが可能になるわけです」

			　俺は魔石を教官に放り投げる。

			「それを使ってみてください。俺の言葉が正しいかわかりますよ」

			　ナキータ教官はおそるおそるといった様子で魔石を使用する。額に当てた魔石がナキータ教官に吸い込まれる。

			「なるほど、いつも感じる魔石を使った時の不快感がないね。これなら君の言ってることは本当のようだ。でも、なんだ。この術式は？　こんなの人間に可能なのか？」

			「実際にやってみせたじゃないですか」

			【浄化】は七〇〇工程の大魔術。

			　さらに、今日見せたスクロールは解析を困難にするためにダミーコードを入れて水増しし、一一〇〇工程にしている。

			　通常、初級魔術は五〇工程程度、上級魔術でも二〇〇工程程度しかない。

			　魔術とは、魔術式を頭に構築し演算することで成立する。

			　演算能力はランクをあげることで上昇するが、魔術式の構築は本人の資質による。

			　一一〇〇工程を一文字たりとも間違えず最後まで頭に浮かべる。さらに演算が終わるまでは、魔術式すべてを常に頭に浮かべ続けないといけない。

			　さらに、ここの魔術式は条件式、循環、繰り返し、関数・変数の参照、複雑な演算がまじり、演算の途中で何度も上から下へ行き来するため難易度が高い。

			　ようするに、人間には不可能な魔術なのだ。

			「俺はこのスクロールを無料で公開します。この魔術を使えば世界中の誰もがいつでも俺たちのように、数十倍の効率でランクをあげられるようになるでしょう。もっとも、この魔術を使えればの話ですけど」

			「……ふう、なるほど信じよう。このことは私から学校長に伝えるよ。このスクロール、もらってもいいんだよね？」

			「ええ、差し上げます。そのために作ったものですから」

			　これで、危険度はずいぶんさがる。

			　依然として魔石を【浄化】できる俺の価値は高いが、俺自身、魔石を【浄化】できる数に制限がある。一人、二人のランクアップを早めたところで国家間のパワーバランスを崩すほどではない。

			　ならば俺一人を捕えるよりも、俺の書いたスクロールを分析し、使用できる人間を増やす方向で努力したほうが建設的だ。

			　そのことは、ナキータ教官も理解した上で動いてくれるだろう。

			「今後どうするかは、追って連絡する。にしても、君以外が知ったところで意味がない魔術だ。私は君が怖いよ。こんなものを実行できる君が怖い。もし、君がランクをあげて、演算力まで手に入れたらどれだけのことができるかって考えるとぞっとする」

			　ナキータ教官は苦笑し、俺は笑顔を浮かべる。

			「俺は楽しみですね。今だと、あまりにできないことが多すぎる」

			　ランク２になれば、過去の俺の魔術がかなり使える。

			　今、練習している銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)も制御しきれるだろう。

			「この話はここまでにしよう。一応、ここに居る全員に言っておく。今日のことは他言無用だ。さあ、授業に戻ろう。近接武器の魔力による強化を教える。基本であり奥義にもなる。これができないと探索者なんて諦めたほうがいいよ」

			　そして、今日の授業が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の放課後、入学試験で使ったコロシアムに俺は来ていた。

			　石で造られたリングにあがると、すでにクラネル・フェイラーテが控えていた。

			　彼の装備は、フェイラーテご自慢のミスリルでできた剣に、同じくミスリルの胸当て。こちらも魔術文字が彫り込まれている名品で、屋敷の一つや二つは買えるほどの品だ。

			「平民、なぜ、これだけの観客が集まっている？　貴様が何かしたのか？」

			「おまえが手配した以上に人が多くて驚いたのか？　俺も同じことをしただけだ。俺に言い逃れをさせないために息のかかった人を集めたんだろう？　こっちも言い逃れさせないために中立の人間を集めた」

			「貴様、そのことに気付いて!?」

			「そういうことだ」

			　そして観客席には、数百人の観客が詰めかけている。

			　たかが学生の決闘には似つかわしくない大観衆。

			　こうなったのはいくつかの理由が重なっている。

			　一つ目は、クラネル・フェイラーテの見栄。俺を大衆の前でいたぶって恥をかかせようとフェイラーテ家の力を使い、息のかかった人間を動員したこと。

			　二つ目は、ランク１でありながらランク２を倒した俺の戦いを見ようと騎士学校のほぼ全員が集まっていること。

			　三つ目は、俺が人を集めたこと。かつて、俺のランク２の戦いで俺に賭けて大儲けした商人のコネを使って人を集めさせたのだ。

			　おかげで、立ち見まで出ているし、賭けまで始まっている始末。

			　クラネルが呼んだ連中は金持ちばかりだし、商人のコネで集めた連中もそれなりに金がある上に、賭け事が好きな連中が多いので、途方もない金が動いている。

			　クラネル・フェイラーテがランク３に近いランク２であり、しかもコリーネ王国の名家の嫡男ということもあり、賭け金の倍率はクラネルが一・二倍に対し、俺は五倍。

			　俺は自分の勝利に全財産の二〇〇万バルを賭けている。二〇〇万を俺の勝ちに賭けても、この倍率を維持できているということは、さすがに俺の勝利を信じているものは少ないようだ。おかげで勝てば一気に一〇〇〇万バルになる。……本来賭け事に当事者が金を賭けるのはご法度だが、俺への掛け金が少なすぎて賭けにならない恐れがあったこと。そしてわざと負けられる状況じゃないことから無事、胴元も納得した上で賭けることができた。

			　人を呼んだのは小遣い稼ぎだけが目的じゃない。クラネルが負けた時に言い訳ができないようにすること、そしてクラネルに精神的な重圧をかけるためだ。

			「これだけの観衆の前でランク１に負ければ、フェイラーテの名が地に落ちるな」

			　嫌味な顔でクラネルを煽る。

			「僕が負けるなんてありえない。僕が勝てば約束は守ってもらう！　アンネロッタに二度と関わるな！」

			「もちろん。そっちこそ約束を守ってもらう。俺が勝てば、おまえの剣を頂く。その、フェイラーテの家宝をな」

			「この剣の価値を知っていて、こんな賭けをもちかけたのか？」

			「知っているさ。クヴァル・ベステに比べればでき損ないでも、それなりにいい剣だってことをね」

			「貴様、僕だけじゃなくてこの剣まで馬鹿にするのか!?」

			　俺とクラネルはにらみ合う。

			　観客の期待が高まる。これ以上待たせるのも悪い。そろそろ始めようか。

			「【魔銀錬成：弐ノ型　剣・斬】」

			　ミスリルを剣に変形させる。刀身は六〇センチほどの片手剣でありながら、柄を長くし両手で持てるようにした俺好みの剣。

			　得意な槍ではなく剣を選んだのは、今回の目的が勝つだけではなく、アンネの勉強だからだ。

			「アンネ、俺は絶対にアンネのために勝つよ。師匠の俺を信じてくれ」

			「ソージ、頑張って」

			　観客席のアンネに、俺は剣を向けて高らかに勝利宣言をする。

			　この演出に観客が沸く。

			　こういう色恋沙汰はいつの時代も最高の娯楽だ。

			「平民、僕の前で調子にのったことをすぐに後悔させてやる」

			　しかし、クラネルはお気に召さないようだ。彼から突き刺さるような殺気が向けられた。

			　思った通り普通に挑発するよりこっちのほうがよほど効果が高い。

			「アンネ、クーナ、二分だ。二分だけ、俺は剣士として戦う。必ず二人の勉強になるから二分間は瞬きせずに見ておけ。……そのあとは参考にならないから寝てていい」

			　俺がそう言うと、クラネルはいっそう不機嫌に顔を歪(ゆが)める。

			「僕相手に、手加減する余裕があるだと!?」

			「さあ、どうだろう。始めようか。コインを投げる。床に落ちれば決闘開始だ」

			「いいだろう」

			　コインを指ではじく。

			　そして、俺とフェイラーテは剣を構え……コインが地面に落ちて甲高い音が鳴り響いた。

		

	
		
			　

			第17話　剣士殺し

			　

			　コインが宙を舞う。神経が研ぎ澄まされ、周りの景色がスローモーションのように見える。

			　コインが地面に落ち、硬質な音が響き渡ると同時に魔術を起動する。

			「【身体能力強化・極(きわめ)】」

			　発動した魔術は身体能力を強化する魔術の到達点である【身体能力強化・極(きわめ)】。

			　脳のリミッターを外して限界以上の力を引き出す。

			　さらにその上で稼働している筋肉だけに魔力を過剰投入して、身体能力を極限すら超えた状態まで強化する強力な魔術だ。

			　本来なら最後の奥の手、もしくは超短期決戦で使用する魔術を初っ端から使う。このランク差なら、そうでもしないと対抗できない。

			　全身から魔力の光と、壊れていく体を癒す加護の光が立ち上る。

			「平民、おまえのことは調べたぞ。槍使いのようだな。槍使いの貴様が剣士の真似事か」

			「たしかに俺は槍使いだ。剣の腕は一段劣る。それでも、おまえの相手ならこれで十分だ」

			　槍に比べれば、俺自身の腕が未熟である上に、剣そのものが槍よりも対人戦では劣る。防御に特化するのであれば剣のほうが若干有利ではあるが。戦力の低下は否めない。

			「その余裕、すぐに後悔させてやる」

			　信じられないほどの速さでクラネルが距離を詰めてくる。隙がない。容易にはカウンターが狙えない。

			「はっ！」

			　クラネルの上段からの袈(け)裟(さ)斬りを、振り上げて受ける。

			【身体能力強化・極】だからこそ、ぎりぎり受けとめることができた。

			　そのままつばぜり合いになる。概念的な攻撃力と防御力は覆せなくても、筋力と速度だけはかなり差を詰めることが可能なのだ。

			「ランク１とは思えない筋力だ。よほど無茶な魔力での強化をしていると見える。器用だな平民」

			「貴族様、お褒めにいただき光栄です。とでも言えばいいか？」

			「ふんっ。小手先で実力差は埋まらない！　僕はまだ全力じゃないぞ」

			　クラネルの魔力が膨れ上がる。

			　そう、俺が脳内リミッターを外し、魔力を一点に集中してようやく、強化をしていないクラネルと同等の筋力にしかならない、魔力で少し強化されただけで押しつぶされる。

			　だが……

			「なに!?」

			　クラネルが力を入れた瞬間に力を抜き、さらに剣の角度をつけて、力を流しつつ、体を開く。それだけでクラネルが前のめりにバランスを崩す。

			「まず、一本」

			　背後に回りこみ突きを繰り出し、クラネルの首に触れる寸前で、剣を止めた。

			　寸止めしたのは当てたところでダメージが与えられないからだ。

			　ランク２の先輩との戦いでは、全力を込めた攻撃で薄皮一枚は傷つけられたが、クラネル相手に大ぶりの攻撃をし、当てた衝撃でバランスを崩すことは死を招く。

			　こうして、精神的な揺さぶりをかける以上のことはできないのだ。

			「平民、これは試合じゃない。決闘だ。寸止めなんて舐めているのか」

			「稽古をつけてやっているんだよ。感謝して欲しいぐらいだ」

			「貴様！」

			　クラネルが、裏拳をあてるようにして剣を振るう。

			　俺は一歩下がる。クラネルの剣が紙一重で、顔の前を通り過ぎて行く。その剣の背中を自らの剣で払うように後押しする。

			　すると、クラネルの剣が彼の思った以上の勢いになり、剣が振り切れ再びバランスを崩した。

			　そして今度は、正面から剣を振り下ろし隙だらけの額の前で剣を寸止めした。

			「二本目。良かったな。同じランクならこれで死ぬのは二回目だ」

			「きっ、貴様！」

			　激(げつ)昂(こう)しながら攻撃を再開するクラネル。基本に忠実な攻めだ。

			　けっして大振りにはならないあたり、しっかりとした鍛錬に裏付けされた積み上げた基本能力の高さが窺(うかが)える。

			　それでも、【身体能力強化・極】が持続している限り、捌くだけならできる。

			　アンネを見る。

			　しっかりと俺の挙動を見ている。クラネルの剣筋と俺の技術、両方を目に焼き付けているようだ。

			　今見せているのは柔の剣。けっして力で押さず敵の剣を待ち構え、柔らかく包み込み、力の流れを制して隙を作る。

			　力の支点を理解し、常に有利な体勢を作ることで筋力差を埋める。

			　もっとも、【身体能力強化・極】がなければ、有利な体勢を作っても押し切られるのだが。

			　そして、これ見よがしに隙を作る。誘うのは片手突き。クラネルは基本に忠実、故に隙を的確についてくる。

			　顔面に向かってくる片手突きを、首を振ることで躱(かわ)して伸び切った手をとり、一本背負い。あまりにも邪道な動きにまったくクラネルは反応できてない。

			　筋力差があろうと相手の体が前に流れている。完璧に入った一本背負いは踏ん張るということすら許さない。

			　派手な音がして、クラネルの体が背中から石のリングに叩きつけられる。

			　ほとんどダメージは受けていないが、よほどの驚きを受けたのか、奴は剣を取り落とす。カランカランと音を立てながら剣が転がっていく。

			　奴の鼻先に剣を突きつけて告げる。

			「三本目」

			　観客が、沸く。

			　クラネルがあまりの羞恥に顔を赤く染める。

			　にやりと笑って見せ、後方に飛びのいて距離をあけ【身体能力強化・極】を解除する。

			　そろそろ時間切れだ。

			　これ以上は魔力も加護も持たない。

			　結果だけ見れば、クラネルは無傷。俺は魔力と加護のほとんどを失った。

			「剣を拾っていい。待っていてやる」

			　観客席からクラネルへの嘲(ちよう)笑(しよう)が漏れ聞こえてくる。

			　クラネルは起き上がり、拳を握りしめる。ただでさえ赤かった顔が、さらに赤く染まる。

			「くそおおおおおおおおおおお!!」

			　彼は空に向かって叫び声をあげる。長い長い叫び、観客が静まり返る。

			　しかし、叫びが終わると憑き物が落ちたような顔になって何事もなかったかのように、剣のところまで歩いて行き、拾い、構える。

			「頭が冷えたよ。僕を挑発しているようだがそうはいかない。それが、貴様の目的だろう」

			「さあ、どうかな」

			「認めよう平民、貴様の剣の腕はわかった。たしかに、僕よりも強い」

			「それはどうも。それがわかったら、俺をアンネの師匠として認めてくれないか？」

			「それはできない。アンネロッタに君みたいな男がたかるのが許せない。それに、剣の腕は認めたが、僕は君が嫌いだ」

			　一流の剣士故に打ち合えば実力の差は理解する。

			　今まで、俺にただ怒りと憎しみをぶつけてきたクラネルだが、今はわずかな尊敬の念が見てとれていた。

			　どれだけ性格が悪くても彼は剣士なのだろう。

			「剣の腕で負けを認めておきながら、まだやるのか？」

			「剣の腕で負けても勝つのは僕だ。平民、貴様が寸止めしたのは、当てても無駄だからだ。ならば寸止めして動揺を誘ったほうがましという考えだろう。もとより、貴様が勝つには入学試験で貴様が披露したという【神槍】。そういった大技をピンポイントで急所に当てる必要がある。だが、僕はそんな隙を与えない。いや、そんな必要すらない。瞼(まぶた)を閉じるだけで貴様は僕に勝てなくなる。それがランクの差だ」

			「まあ、そうだろうね」

			　さすがに、フェイラーテのご子息。冷静な分析だ。

			　この男を相手にして、【神槍】を急所にあてるなんて不可能だろう。

			　ここで激高してくれるようなら、まだやりやすかった。

			「僕はただ、隙を作らず剣を振るい続ければいい。そうすれば、いずれ君は魔力切れで身体能力強化を補えなくなって、受けることも躱(かわ)すこともできなくなる。悪いがそこをつぶさせてもらう」

			「まあ、剣士として戦えば、言った通りになるだろうな。気がついてるか？　三本目を取った時。ちょうど二分たったんだ。今の俺はもう剣士じゃない」

			　もうアンネの勉強の時間は終わり。

			　だから、あとは魔術師として叩き潰すだけ。

			　剣をリング状に戻し腕に巻き、構えすらしない棒立ちになる。

			　剣士としての俺の実力を認めたからだろうか。クラネルはここまで露骨な隙を見せても油断も慢心もしない。

			　ただ、最短距離を走り距離を詰めてくる。

			「はっ！」

			　そして披露されたのは、美しい袈(け)裟(さ)斬り。驕(おご)りも、怒りも、焦りもない。十全にクラネルの実力が発揮された素晴らしい一撃だ。達人クラスと言っても問題ないだろう。

			　武器を持たず、構えてもいない俺は今更受けることも回避することも不可能。

			　観衆から悲鳴のような声が広がり始める。

			　しかし……

			「言っただろう。俺は魔術師だ」

			　クラネルのミスリルの剣が俺の頭に触れた瞬間、その剣が溶ける。

			　そして、流体になったミスリルはクラネルの顔に張り付き、鼻の穴や口の中に流れ込む。鼻や口を塞ぐなんて生易しいものではなく、どんどん喉と鼻の奥へ潜り込んで気道そのものを埋め尽くす。

			「んぐぅぅ、ん、んんん」

			　呼吸ができずにクラネルがパニックになり、ミスリルを引きはがそうとするが、流体のミスリルは指をすり抜ける、奥に入り込んだものには指も届かない。

			　このままでは、酸欠で気を失うだろう。

			「探索者に必要なのは洞察力だよ。さんざん、ミスリルの変形を見せてやっただろう。まさか、自分が使っているミスリルは操られないとでも思ったのか？　それがおまえの甘さだよ。発想が剣士のものでしかない。所詮、おまえの戦いはおままごとだ」

			　そう、【魔銀錬成】は別に俺の所持しているミスリルだけが対象ではない。俺の体に触れた瞬間に、たとえ敵の武器だろうが操れる。

			　つけ加えると、鉄だろうが、銅だろうが、金だろうが、オリハルコンだろうが、操作ができる。

			　俺以上の金属操作の技術を持たない限り、ありとあらゆる金属は俺を傷つけることは叶わず、俺以上に金属操作に秀でた剣士なんて、この世界には存在しない。故に【剣士殺し】。かつて俺はその異名で恐れられた。

			　唯一の例外がアンネの持つ、クヴァル・ベステのような神話級の武器。材質がわからないものはさすがに支配できない。

			「クラネル、おまえはしたり顔で俺に勝ち筋はないと言ったが、それは間違いだ。ランクの差がある場合、外傷で倒すことはほぼ不可能だが、外傷にこだわる必要はない。こうして、息を止めてやれば倒せる。どれだけランクを上げようが呼吸ができなければ人は生きていけない。もちろん、他にも手段はある。おまえはランクを過信しすぎた」

			　アンネとクーナに聞かせるために声を張り上げる。

			　事実、クラネルはこうやってもがき苦しんでいる。

			「んんっ、んん、うぬぅ」

			　クラネルから爆発的な魔力の高まりを感じる。

			　力任せに魔力でミスリルを吹き飛ばすことを思いついたか。

			「がはっ、ごほっ、ごほっ」

			　過剰な魔力の注入により、クラネルの顔に張り付いていたミスリルが吹き飛ばされた。力任せにやったせいで、クラネルの鼻は潰れ、喉はずたずたに切り裂かれている。

			「ほう、これで終わると思ったが、意外に頑張るな」

			　にやりと笑う。これで倒れないなら、もうひとつだけ手札を晒(さら)そう。

			　加護の光で傷は癒え始めたが、酸欠状態のクラネルは必死に息を吸い込もうとむせていた。完全な無防備。

			　故に、俺の動きにクラネルは気付けなかった。

			　地面を強く踏み込み、震脚で距離を詰めつつその運動エネルギーを攻撃に転化する。そこから繰り出されるのは、全身をひねり、らせんの動きで全身の筋力を込めた掌底。

			　クラネルのミスリルの胸当てに俺の掌底が触れた瞬間、大気を揺り動かす爆音が鳴り、まるで弾丸のようにクラネルの体が吹き飛ばされる。

			　クラネルの体はリングから飛び出て観客席の壁にめり込んだ。

			「がはっ」

			　そして、クラネルが意識を失った。

			「【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】」

			　厳かに技の名を告げる。

			　発勁とは物体の内側に衝撃を通す技術。

			　もちろん、それだけでは加護に守られたクラネルを傷つけることはできない。

			　手品の種は衝撃に俺の魔力と瘴(しよう)気(き)を練りこんだこと。

			　魔石の浄化をする時に、取り除いた瘴(しよう)気(き)を黒い玉に吸収させて持ち歩いている。その瘴(しよう)気(き)を使ったのだ。

			　今回は中位魔石一〇個分の瘴(しよう)気(き)を使用した。それが奴の加護をゼロにするのに最適な量だからだ。これ以上の瘴(しよう)気(き)を使えば、瘴(しよう)気(き)だけで殺してしまう。

			　瘴(しよう)気(き)を俺の魔力と合成し、衝撃と一緒に体内に流し込む。

			　体内に流れ込んだ瘴(しよう)気(き)に抵抗するために加護の力は食い尽くされ、魔力で強化された掌底の衝撃がそのまま体内を破壊するのだ。

			　今の手ごたえ、肋骨を三本は叩き折った。これが対高ランク向けの本当の切り札。

			　俺の魔力でコーティングしているので外から見るだけなら瘴(しよう)気(き)を使ったとばれることはないだろう。

			「悪く思うなよ」

			　壁にめり込んだクラネルのところまで走って剣を振り上げる。

			　あいつは、完全に加護を失った。折れた肋骨を癒すために加護の光が立ち上っていないのがその証拠だ。

			　加護を失った状態での傷は加護が回復しても癒せない。なぜなら、加護の力は体を特定の状態に戻す力。加護が戻った時にすでに負っていた傷を、加護はもとより、その状態だったと認識する。

			　決闘の勝敗は、気絶するか、降参した場合につく。だが、このタイミングなら不慮の事故で片がつく。ここで利き腕をもらっておけばアンネの勝利は確実だ。

			　同情はするが敵に容(よう)赦(しや)するほど俺は甘くない。

			　剣の届く位置にたどり着き剣を振り下ろす。

			　しかし……

			「やりすぎだよ。そこまでにしないとね。クリーンな決闘じゃなくなる」

			　俺の剣を、薄い茶髪の少女……ユウリ先輩が剣で受け止めた。

			「なんの真似ですか、ユウリ先輩」

			「言葉の通りだよ。気を失った相手への追撃は騎士としてほめられたものじゃないし、加護のおかげで、観客たちは血を見慣れていない。あんまりショックなものを見せるべきじゃないよ。片腕を切り落とすとかさ」

			　にっこりと笑うユウリ先輩。

			「そうですね。気を失っていたことに気付かなかった。止めてくださってありがとうございます」

			「うん、壁に激突した時には気を失っていたけど。君は戦闘中だしね、気がつけなかったのも仕方ないさ。審判はいないから、代わりにあたしが宣言しようか」

			　ユウリ先輩が俺の右手を掴み、高らかに掲げる。

			「勝者、ソージ！　先日に続いて二度目の大物食いだ！」

			　その言葉で観客が沸く。

			　フェイラーテの関係者の落胆と失意。賭けに負けたものの怒号、賭けに勝ったものの歓喜の声。

			　そして観客席から、クラネルの知り合いらしき人物が血相を変えてとんできた。加護を失った重傷者だ。放っておくと死にかねない。

			　長い息を吐く。ユウリ先輩の邪魔が痛かった。

			　しかし、最低限の目標は果たせたのでよしとしよう。アンネにクラネルの剣筋は見せたし、俺の動きは手本になったはずだ。

			　クラネルの愛剣を奪った上に、加護を失ってから叩き折った肋骨はたとえ加護が回復したところで癒えない。通常の回復に一ヶ月はかかる。

			　一ヶ月の間、まともに剣が触れないことで生じるブランクは、クラネルを弱体化させてくれるだろう。

			「ソージ、忘れ物」

			　ユウリ先輩が、刀身がなくなったクラネルの剣を俺に投げてよこす。

			「それは今から君のものだ」

			「ありがとう。ユウリ先輩」

			「どういたしまして」

			　ユウリ先輩が消えていく。

			　相変わらず、底が知れない人だ。

			　俺の視界の外からクラネルを庇(かば)うため俺に追いついたこと。無理な体勢で俺の剣を受け止めたこと。その両方をランク１の能力で成し遂げたことが信じられない。そんなことが可能な彼女に、かつてない戦慄を覚えていた。

		

	
		
			　

			第18話　賭けの精算

			　

			　大観衆の声を受けながら舞台を降りていく。

			　手には柄だけになったフェイラーテ家の名剣があった。刀身は溶けたものをきっちり回収してリングにして身につけてある。

			　歩きながら剣を調べてみる。

			「これなら、俺でも作れるな」

			　いい剣だが、アンネの魔剣クヴァル・ベステに比べると数段劣る。しかし、上質なミスリルと、柄に埋め込まれた宝石の資産価値だけでも相当のものだ。金にはなるので、ありがたく頂いておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お兄さん、大勝ちのようですね。一勝負で一〇〇〇万バルも勝った方は、さすがの俺も初めて見ました。この金額をまとめて渡すのはまずいので、手形でよろしいでしょうか？」

			「構いませんよ」

			　賭けの胴元のところに来ていた。胴元は理知的な青年で歩きながら手形に金額を記入する。額が大きいので俺だけ個別対応だ。

			　手形とは、期限を決めていつまでに現金で支払うという約束を書いた紙だ。

			　この世界は紙幣が出まわり、銀行があるぐらいには金融方面が発達している。

			「それでは、これで支払いは完了ですね」

			「ありがとう。儲けさせてもらったよ」

			「お互い様です。実は、あなたが勝たないと大赤字だったんですよ。今回の倍率設定。賭け金額を釣り上げるために、かなりクラネル・フェイラーテを甘く設定しましたからね。実質的に私もあなたに賭けた一人ということです」

			　胴元と笑い合う。こういう奴がいるからエリンは楽しい。

			　適当に世間話をしてから別れ、決闘開始前にクーナたちと決めていた待ち合わせ場所に向かった。

			「ソージくん、最後のバーンって奴なんですか！　あれ、私もやってみたいです」

			　待ち合わせの場所についた途端、クーナが目を輝かせてやってきた。

			　よほど、最後の【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】が気に入ったみたいだ。

			「やめたほうがいいよ。あれはクーナには無理な類の魔術だ」

			　瘴(しよう)気(き)操作は体外の魔力を使用するという点では、クーナの使う精霊魔術と似ているがマナとはまったく感触が違う。

			「あっ、ソージくん。馬鹿にしていますね。私の腕なら大抵の魔術は使いこなせますよ」

			「言い直すよ。クーナだから無理だ。最後の一撃は瘴(しよう)気(き)を操る魔術なんだ。瘴(しよう)気(き)はマナに愛されている種族ほど扱いづらい。火のマナに溺愛されているクーナには絶対に習得できない」

			「ううう、悔しいです。ソージくんずるい。私もバーンってやりたいです。バーンって」

			「俺にとっては、それだけ火のマナに愛されているクーナのほうがずるく感じるけどね。だいたい、さっきのあれは人にしか使えないからな」

			「へっ？」

			　クーナがマヌケな声を出す。

			「あの技は、体内に瘴(しよう)気(き)を無理やり流しこむことで加護を削ぐ技だ。瘴(しよう)気(き)をエネルギーにしている魔物相手に使えば逆効果だよ。逆に強くしちゃう」

			「そう聞くと、微妙な気がしてきました。でも、高ランクを相手にした時の武器の一つや二つは欲しいですね」

			　クーナが顎に手をあてて考えこむ。どうやら自分なりの高ランク対策を考えているようだ。

			「いくつか切り札は持っておくべきだよ。もっとも、ランクが上の相手と戦わないといけない状況に追い込まれる奴はただの間抜けだけどな。そうならないようにするのが最善だ。勝てない相手に喧(けん)嘩(か)を売ること自体が間違っている」

			「なるほど」

			　俺の顔をまじまじと見ながらクーナは首を縦に振る。

			　ずいぶんと失礼な奴だ。俺は勝てる相手にしか喧(けん)嘩(か)を売らない。

			「アンネはどうしたんだ？」

			「アンネは頭を冷やしてくるって、試合が終わった瞬間にどこかに走って行きました。そのうち追いつくと――って、アンネ！」

			　クーナが驚いた声をあげる。

			　クーナの視線の先を追うとアンネが居た。なぜかビショ濡れで。

			「いったい、どうしたんだ。アンネ」

			「ソージの戦いを見て、もうどうしようもならないほど熱くなったから、水を浴びてきたの」

			「おっ、おう」

			　水を浴びてきたとは言ったが、まだ全然興奮は冷めていないようだ。アンネは肌が真っ白だから、赤くなるとわかりやすい。子供のように目を輝かせて俺のほうに迫ってくる。

			「ソージ、やっぱりソージはすごいわ」

			「何を今更。最後の一撃は驚いただろう？」

			「ええ、それもあるけど。序盤のクラネルを圧倒した柔い剣に惚(ほ)れたの。あれが私の理想。ソージは私に見せるためにあの戦いかたをしたのよね？」

			　よく、気がついてくれた。今回はあえてアンネに合った剣を披露した。

			　アンネの柔軟でしなやかな筋肉。広い可動域を活かすための剣術。

			　これを身に付ければ男女の筋力差、リーチの差を埋められる。

			「その通りだよ。参考になればいいと思って披露した」

			「すごく参考になったわ。それで、お願いがあるの」

			「今から剣の相手をして欲しい。それで合ってるかな？」

			「ええ、ソージの剣を見ていると、どうしても体が熱くなって、このままじゃ気がおかしくなりそう」

			「いいよ。最近、基礎練習ばっかりだったから、そろそろ実戦的なのを入れてもいいだろう」

			　基礎ができていないうちに、上に何を積み上げてももろく崩れるだけだ。

			　だからこそ、俺は今まで、アンネの体に合った理想的な剣をいつでも振るえるようになること。無理なく知覚できる支配圏内の感知の二つだけを集中して鍛えてきた。

			　まだ、一週間ほどだが信じられない速度で身につけてくれているので、今なら応用に入っても大丈夫だろう。

			「ありがとう、ソージ」

			「でも、無様な剣を振るったり、俺が〝見えていない〟と感じたら即、基礎練習に戻るからそのつもりでいること」

			「絶対に失望させるようなことはしないと約束するわ」

			　アンネが力強く断言する。その姿が少し微(ほほ)笑(え)ましい。

			「もう少ししたら試合とかしたいんだけどね。俺が相手だと、アンネはどうしても負けて当然だって考えるから緊張感が出ないし、一般クラスの生徒だと相手にならない……いや、適任が居た。クーナ、剣を振るつもりはないか？」

			　俺たちのほうを見てつまらなそうにしているクーナに声をかける。

			「拳でいいなら付き合いますが、剣はお断りします」

			「そうか、ならいい」

			　俺がそう言った瞬間、クーナが頬をふくらませた。

			「私は、拳でも十分強いです」

			「だろうね」

			　身体能力、勘の鋭さ、体の動かし方。

			　クーナはそのすべてがアンネを上回っている。素手の不利を覆すぐらいの力量を持っているだろう。

			「だったら、どうして断るんですか？」

			「クーナが本気じゃないからだよ。本気じゃない人と戦ってもアンネに得るものがない。それじゃ、俺が稽古をつけるのと変わらない」

			　欲しいのは戦闘の経験値。本気と本気でぶつかり合って得られる類のものだ。

			「……わかりました。アンネ、力になれなくてごめんなさい」

			　クーナが気まずそうに顔をそむける。

			　彼女は俺に対して怒っているわけじゃない。自分がアンネにしてあげられることがあるのに、変なこだわりが邪魔をして力になれないことを恥じている。

			　どうしてそこまで剣を拒むのだろうか。

			「しばらくは俺が稽古を続けよう。試合の相手はいずれなんとかする」

			「今は実戦よりもひとつでも多くのことをソージから学びたいから、気にしないで」

			　それも強くなるための一つの形だ。ないものねだりはせず、着実に強くなっていこう。

			「それにしても、ソージくんってすっごいタフですね。さっきあんな試合をしたばっかりで、もうアンネの稽古をつけるなんて」

			「試合自体は一〇分もかかってないし、一撃も食らってないからね。加護も魔力も三割以上温存できたから、ダメージも少ない」

			「改めてソージくんが化物に思えてきました」

			「俺にとっては、クーナのほうが化物だけど。やっぱりクーナの火の魔術は反則だよ」

			　ちょうどいい、ずっと聞きたかったことがあった。

			　クーナの炎はすさまじい。それはゲーム時代のクーナよりもだ。

			　魔術の腕はゲーム時代のクーナと変わらない。だが、呼びかけて集まるマナの量が尋常ではないのだ。

			　おそらく、今の彼女が本来の姿で未来のクーナはなんらかの理由があってマナとの相性が悪化している。というより、今思い返すと未来のクーナは火のマナに嫌われていた。

			「クーナ、今までに突然、火のマナをうまく扱えなくなったことってあるか？」

			「いきなり、変なことを聞きますね。っというか、なんでソージくんがそんなこと知っているんですか!?」

			「……ということは、経験があるんだな」

			「小さい頃、高熱で倒れて三日ぐらい意識を失って。起きたら火のマナをろくに扱えなくなっていました。あの時は本当に辛かったです。金色の火狐なのに火の魔術が下手になって、なんていうか、私が私じゃなくなった気がしました。ちょっとずつ回復してきて三年かけて元に戻りましたけど」

			「高熱？」

			「そうです。でも、落ち込んでいる時に兄様がひどいことを言うんです。クーナは覚えてないけど、尻尾(しつぽ)が九本になったクーナが大暴れして大変だったって。私が父様を殺しかけたって大嘘ついて！　あの時は、無神経な兄様に大っ嫌いって言っちゃいました。すっごく落ち込んでたけど、いい気味です」

			「そんなことがあったんだ。ちなみに倒れたのは何年前」

			「確か、私が一一歳の時です」

			　ゲーム時代のクーナを見て、人為的にバックアップとして選定されたと思ったが、もとより先祖返りで素質があったから無自覚にクーナ自身が吸い寄せていたのか。

			　ゲーム時代のクーナが今のクーナより炎の扱いが劣るのは、〝はじけた〟反動だ。

			　きっかけがあって、クーナが〝はじける〟ことを選んだのか。それとも、許容量の限界が来たのか。どっちにしろ注意して見守らないといけない。

			　そんなことを考えながら稽古のために、俺たちは寮に戻った。

		

	
		
			　

			第19話　さらなる高みへ

			　

			　教室の中で授業を聞き流しながら、アンネとクラネルの決闘のことを考える。

			　一つの山場は越えたが、今のまま戦えばアンネがまず負けるという状況は変わらない。決闘の後にアンネの稽古をつけながら、クラネルとアンネの技量を比べたが焦燥は強くなった。もう少し手を広げないといけないかもしれない。

			「ソージ、考え事か？　天才と呼ばれる君にとって私の授業は退屈かね」

			　魔術理論を教える初老の教官が、不機嫌な顔で話しかけてきた。

			　基本的な授業は女性のナキータ教官が教えてくれるが、各専門的な分野はこうして別の教官がついていた。

			　魔術理論は初老のフォズ教官が教えてくれる。

			　退屈かと聞かれれば、退屈と言わざるをえない。

			　なにせ、俺にとっては間違いだらけで幼稚な古臭いものでしかないからだ。

			「そんなことはありませんよ。ちゃんと聞いています」

			　当然、退屈なんて言えるわけもないので当たり障りのないことを言う。

			　それにしても、失敗した。いつもなら聞いているふりぐらいはしたのに。教官に指摘されるぐらい上の空だったとは。

			　自分の想像以上にアンネのことが気になっているらしい。

			「ほう、ならばこの問題を解いてみろ。魔術式の効率化の問題だ。私の授業を聞いていれば解けるはずだ」

			　初老のフォズ教官が黒板に問題を記載し、俺を手招きする。

			　黒板に記載されたのは、既存魔術の無駄を排除し工程数を減らした上で術式を発動させろというもの。

			　今回の問題に出されたのは、二〇行ほどの工程数の魔術で、周囲を照らす光を生み出す魔術。

			「わかりました。すぐに、とりかかります」

			　おそらく、これは解かせるつもりのない問題だ。少なくとも授業では行っていない内容。

			　解くことは簡単だ。問題はこの初老の教官が理解できるレベルの回答をしないといけないこと。最短効率で作れば五行程度。だが、あえて単純な式だけを使い、長くなるが簡単な構成で仕上げる。

			「どうですか、教官？」

			　二〇工程を一〇工程に短縮した魔術式を黒板に書きしるす。

			　生徒たちの顔を見ながら、術式の理解度を試す。この教室だとこの構成ですら理解できないものが大半だろう。

			「駄目だ。こんな術式は見たことがない。適当に書いたな。問題外だ。そもそも効率化をしろと言ったのに、肝心要の部分を削ったな。これでは発動すらしない。槍の腕はともかく、魔術はまだまだのようだね」

			　心底嬉しそうに、教官は嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			　これだけ優しく書いたのにわからなかったか。

			　せっかく配慮したのに、ここまで無能だと意味がない。

			「なるほど、教官。では、実験してみましょう。ライル、君がこの術式を使ってくれ」

			　自分でやっても、俺の仲間と思われているクーナとアンネが実行しても意味がない。

			　それなら、俺に対抗意識を燃やしている彼に任せたほうがいい。ライルはわざと失敗するような性格ではないし、式を理解できているから大丈夫だろう。

			「ふっ、この僕を指名するか。いいだろう」

			　ライルが黒板に書かれた魔術を実行すると指の先に鮮やかな光が灯る。

			　工程の短縮だけではなく、魔力変換の効率と効果の増幅もしている。いくら文句をつけようと、こうして結果が出れば文句は言えまい。

			　クラス中から、羨望の眼差しが集まる。

			「……ごっ、合格だ」

			「それはどうも」

			「さっきの、あれは、その、だな。そう、実技をさせるためにあえて言ったんだ。私だってきちんと、効率化できていることはわかっていたよ」

			　初老の教官は聞いてもいないのに次々と言い訳をする。

			「わかっていますよ。教官が俺の書いた術式を理解できないはずがないですからね。それでは席に戻ります」

			「うん、戻っていいよ。しかし、授業に対する集中力を欠いているみたいだから、注意しなさい」

			「申し訳ございませんでした」

			　俺は、やってしまったと自己嫌悪をしながら自席に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージ、さっきの教官をやり込めたところ、カッコ良かったわ」

			　授業が終わるなり、クーナとアンネが駆け寄ってきた。

			　今日はこの授業が最後なので、他の生徒たちは帰っていく。

			　何人かが、今度魔術を教えてくれと俺に声をかけてきた。

			「やめてくれ、アンネ。ちょっと自己嫌悪で死にたくなっているところなんだ」

			「そうです、反省してください、ソージくん。また無駄に敵作って」

			　アンネは首をかしげるが、クーナは納得顔で頷いている。

			「どうして？　ソージの術式は綺麗だったし、間違っていたのは教官のほうだったわ」

			「だろうね。でも、俺は教官がわかる程度の術式を書いて、つつがなく終わらすつもりだったのに、想像以上に向こうのレベルが低かったから、騒ぎになってしまった。これは力量を読み違えた俺のミスだ」

			　猿でもわかる程度の気持ちで術式を書いたが、実際は猫程度だった。ちゃんと猫でもわかる程度に書いていれば問題にならなかった。

			「何より、その後、落第と言われて熱くなったのが二つ目の失敗だ。あそこで教官に恥をかかせるべきじゃなかった。素直に受け入れるべきだったんだ。絶対に目の敵にされた。教官を敵に回しても何一ついいことがない」

			「ですね。あの人、さっきのこと根に持ってますよ。あとで地味に嫌がらせされちゃいそうです」

			「それにね。あの教官が、俺たちのクラスの連中に舐められるのもあんまりよくない。クラス全体が魔術の授業での集中力が落ちて、結果的に貴族クラスとの差がつくかもしれない」

			　自分の未熟さが嫌になってくる。もっと大人にならないと。

			「そんなことまでソージは考えているのね。私なんて自分のことだけで精一杯だわ」

			「まあ、済んだことは忘れよう。アンネ、クーナ。今日は三日目の授業だ。明日からまた地下迷宮に潜ることになる」

			「はい！　がんがんランクあげていきますよ！」

			「そうね、頑張らないと。クラネルの腕、私の想像以上に上達していたし」

			　何気に今週は忙しかった。

			　初日にクラネルに喧(けん)嘩(か)を売られて、二日目には決闘。やっと落ち着いたかと思えば、三日目にこの様だ。気分を切り替えて明日からの四日間は地下迷宮に挑戦する。

			「それでだが、今日から二ヶ月後のアンネの決闘までは、かなり無理をしようと思う。俺とクラネルとの戦いを見てもらってわかったと思うが、あいつは強いよ。現時点ではアンネとクラネルの技量自体はほぼ互角。ランクの差を覆すことは不可能だ。最低限、あいつと同じランク２にならないと勝負にすらならない」

			　アンネとクーナが、ごくりとツバを飲み込む。

			　彼女たちも俺とクラネルの戦いを見て、俺の言葉が正しいと実感しているのだろう。俺が決闘を受けたのはそのためでもある。

			「俺が入学式で倒したランク２の先輩。あの人はこの学校始まって以来の天才と呼ばれているけど、入学前に俺たちのクラスのライルと同じように、かなり格をあげていて、それでもランク２になったのは進級するぎりぎりだったらしい。二ヶ月でランク２にあげるのがどれだけ難しいのかわかるだろう？」

			　本音を言うと、あと半年は欲しかった。

			　必要な魔石を確保するだけならなんとでもなるが、ランク２になるには魔石だけでは足りない。戦闘経験を重ね、器を鍛えないといけない。

			「ソージ、それは諦めるということ？」

			「違う。かなり無理な探索をするが耐えてくれと言っている。ある程度のマージンを切り捨てることになる」

			　ゲーム時代から死ねばすべてが終わるこの世界ではかなりの安全マージンを確保していたし、こっちに来てからはさらにマージンを増やしている。

			　そのマージンを削り取らないとランク２へ届かない。

			　アンネは俺とクーナの顔を交互に見た。

			　おそらく、自分一人なら無茶な探索でも受け入れただろう。しかし、それは俺とクーナを危険に晒(さら)すことになる。そのことを気にしているのだ。

			「ソージくん、私はばっちこいです。少しでも早く強くなりたい。アンネのことがなくても。それこそ、兄様たちが連れ戻しにきても、力ずくで逆らえるぐらいに強くなりたいと思っていました」

			　クーナが力強く宣言する。

			「俺もだ。少しでも早く強くなりたい。今のままじゃ、大事なものを守れない」

			　たしかに無理な探索は危険だ。だが、安全を重視してゆっくりと強くなる。そのことにリスクがないわけではない。長く弱いままでいるというのは、ある意味危険で、早く強くなるというのは、安全面でも有効だ。

			「ソージ、クーナ……ありがとう。私も強くなりたい。誰にも負けないぐらいに強く。だから、一緒に命をかけて、ソージ、クーナ」

			　勢い良くアンネは頭をさげる。俺とクーナはともに笑って。

			「そんなことで、いちいち頭を下げないでください」

			「そうだ。俺たちは、【魔剣の尻尾(しつぽ)】なんだから」

			　苦楽をともにし、友のために命を賭ける。それが本当のパーティーだ。

			「それとね。ダンジョンに潜らない日も、もう少し工夫しようと思うんだ」

			「今は、ソージが稽古をつけてくれているわよね」

			「うん、稽古のあとに、もう一つスケジュールを増やす。本当は、もう少し仲良くなってから提案するつもりだったけど。長期的なものだから、今始めないと、決闘に間に合わない」

			　俺はそう言いながら、ミスリルで作った治療用の針を取り出す。直径は〇・五ミリ程度、長さは一〇センチほどの針だ。

			「鍼(はり)治療。これで二ヶ月かけてアンネの魔力回路を矯正して、魔力の循環効率をあげる」

			「魔力回路の矯正？　そんなことが可能なの？　魔力の循環は才能の世界で、後天的な努力をしても無駄だと聞いていたけど」

			　アンネが驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべる。それも当然だ。

			　魔術の実行時、体内の魔力回路に魔力を循環させる。個人差はあるが大なり小なり、その過程で魔力を浪費する。

			　回路の性能が悪いと、抵抗が増え、流した魔力は目減りし、魔術の発動自体が遅れ、しかも体にダメージが出る。

			　誰もが魔力の循環をスムーズに行いたいとは思っている。

			　それができれば人よりも消費魔力が少なく、それでいて素早く魔術が発動できるのだ。

			　しかし、現実は厳しく、そのうまい下手は先天的な魔術回路に依存し努力ではどうにもならないと言われている。

			「アンネ、何を今更驚いてるんですか、ソージくんですよ。常識なんて忘れないと。ソージくんができるって言うなら、できるんでしょう」

			　さすがクーナ。よくわかっている。

			「すごい。それができればもう一段上にいけるわ」

			　アンネが興奮して俺の手をとり、ぶんぶんと振る。

			　喜んでもらえてよかった。

			「でも、ソージくん。そんなすごいことができるなら、どうして今までやってくれなかったんですか？」

			「そっ、それは」

			　少し、言いづらい。なにせ、つい最近似たようなことで釘を刺されたばかりだからだ。

			「……裸を見る必要があるからだよ。針で点穴をついて魔力を流し込むんだけど、本当に繊細な作業なんだ。魔力の流れと肉体の目視、両方が必要になる。布一枚隔てただけで誤差が出るし、失敗すれば魔力回路を整えるどころか壊しかねない。本当なら裸を見せていいと思ってもらえる関係を作ってから、やろうと思っていた」

			　しかも点穴はだいたい太ももの付け根や、心臓の下など、本当にきわどいところに存在する。当然、恥ずかしい思いをさせることになる。

			「ソージくん、この前みたいに実は見なくてもできたりしないですよね？」

			「今回は一〇〇％無理だ。それにさっきも言ったが、失敗すれば魔力回路を駄目にする。一％でも成功率を下げることはしたくない」

			「せっ、せめて下着は」

			「体が締め付けられると微妙に魔力の流れが歪(ゆが)むからないほうがいい。本当に点穴を突くのはデリケートな作業で、一ミリの誤差が致命的になるんだ」

			　クーナが顔を赤くしてわなわなと震える。

			　アンネのほうを見るが、そちらも顔を赤くしていた。そして、下を向いたまま俺の袖を握り、ぼそっとつぶやく。

			「ソージ、お願いするわ。ソージなら、その、見られてもいい」

			　それはアンネの覚悟だ。なら、男としてそれに答えねばならない。

			「わかった。アンネ。その勇気に答えよう。……クーナはどうする？」

			　俺に話しかけられたクーナは、ビクリと震え、キツネ耳がピンッと立った。

			「これまで以上に危険なところに行くんですよね」

			「そうだ、ランク２に到達するために、危険な魔物と戦う」

			「ううう、それなら、強くならないと、これで断って、みんなの足を引っ張るとか最低です、でも、恥ずかしいし」

			　クーナが目をぐるぐるに回して頭を抱える。

			「クーナ、そこまで嫌なら断ってもいいよ。クーナは強いしね」

			「うっ、……決めました。私にもお願いします」

			　覚悟を決めた目だった。

			「やれることをやらないで、いざって言う時に後悔したくないです。だから、ソージくん、お願いします。でもっ、絶対にいやらしい目で見ないでくださいね。ほんとうに、ただの治療ですからね！」

			「もちろんだ」

			　真っ赤な顔をしたまま、クーナが詰め寄ってくる。

			　そんなクーナが妙に可愛らしく思える。

			「服を脱いだら、いきなり『げへへへへ、まずは俺の極太の針をぶっさしてやるぜ』なんて言って、襲いかかったりしないでくださいね！」

			「クーナ、今度じっくり話そうか。いったいクーナは俺を何だと思っているんだ」

			　多少は俺の日頃の行いが悪いせいもあるが、これはひどい。

			「とにかく約束する。二人の裸を見るがいやらしい目では見ないよ」

			　少なくとも、下心を表には出さないように努力しよう。

			　さあ、どこまで理性がもつだろうか。

		

	
		
			　

			第20話　鍼(はり)治療

			　

			　アンネの稽古を終えて、部屋に戻る。

			　俺の部屋にアンネとクーナが来ている。寝間着姿の二人は新鮮に感じる。二人とも緊張していて体が硬い。

			「クーナ、緊張するわね」

			「そうですね、アンネ。今からソージくんに裸を見られると思うと、すっごく恥ずかしくなってきます」

			　二人は体を寄せあっている。

			　二人とも水浴びで体をしっかりと洗ったあとだ。どうせ、鍼(はり)治療の後は大量に汗をかくから術後でいいと言ったのに、乙女のたしなみと言って、俺の忠告を聞かなかった。

			「どっちから、先にいく？」

			　俺の問いに二人がびくりと体を震わせる。

			「……私がいくわ」

			「アンネ！」

			「クーナ、心配しないで。覚悟は決めたわ。それとクーナ。私の番が終わるまで部屋にもどっていてくれないかしら。クーナの前でソージに裸を見られるのは、恥ずかしい」

			「……わかりました。もし、ソージくんがアンネの魅力に狂って野獣になったら叫んでください。すぐにかけつけますから」

			「そのときはお願いするわね」

			「はい、任せてください。ソージくん、アンネをお願いします」

			「うん、任されたよ。信用してくれ」

			　クーナが部屋を出て、アンネが俺のベッドのところまで来る。

			「あの、ソージ」

			　おずおずといった様子でアンネが声をかけてくる。

			「どうした、アンネ」

			「私、今から服を脱ぐわ」

			「そうだね」

			「その、裸を見せる覚悟は決めたけど、服を脱ぐところを見せるのは恥ずかしいから、後ろを向いていて」

			「あ、ああ、その、気がきかなくてごめん」

			　慌てて後ろを向く。俺まで緊張で声がかすれていた。

			　後ろで、布擦れの音がする。アンネが一枚一枚服を脱いでいるのだ。それだけなのに、妙に変な気持ちになる。

			　ぽすっと音がした。

			　アンネがベッドに横たわったのだろう。

			「アンネ、そっちを見ていいか」

			「ええ、構わないわ」

			　艶のあるアンネの声に引き寄せられるようにそちらを向くと、生まれたままの姿のアンネが居た。右手で胸を、左手で股間を隠している。顔は真っ赤で、目は潤んでいた。

			「ソージ、私の体、変じゃない？」

			「綺麗だよ。本当に綺麗だ」

			「あっ、ありがとう」

			　シミひとつない真っ白な肌。折れそうなほど細い腰。胸は控えめだが、きっちり主張している。

			「今から鍼(はり)治療を始めるよ。怖ければ目を閉じていて」

			「ううん、見てないほうが怖いわ」

			「そうか、なら手は脇に置いて力を抜いて」

			「このままじゃ、駄目？」

			「駄目だ」

			「わっ、わかったわ」

			　アンネが胸を隠していた手を、両脇に置く。

			　それによって、アンネの胸と秘部があらわになる。

			　白い胸にちょこんと乗った桜色の乳首、秘部はぴっちり閉じていて、銀色の産毛が生えていた。理性がものすごい勢いで削られていくが、必死に堪える。

			「始めよう」

			「えっ、ええ」

			　まずはへその下を触る。アンネの体の震えが伝わってくる。

			　微細な魔力を流しながら、点穴の位置を探す。

			　魔力で大まかな位置を掴んでから、霊視で点穴を完璧に捉える。

			「アンネ、まず一つ目だ。全部で五ヶ所、点穴が存在する」

			「ソージ、来て」

			「行くよ」

			　針がずれないようにしっかりと、押し当てた手で皮膚を伸ばす。アンネの体温と鼓動が手を伝わる。直径〇・五ミリ、一五センチほどの針をアンネのへその右下一〇センチぐらいのところに刺す。

			「あれ、全然痛くないし、血も出ないわ」

			「血管をさけているし、痛点が感知する前に針が通りすぎているからね……次、行くよ」

			　アンネの肌に手を這わせながら、下へ下へと動かしていく。

			　右太ももを撫でる。膝の上ぐらいのところにある点穴に同じように針を刺す。

			　アンネもだいぶ見られることに慣れたのか、少しずつ平静になってきた。

			　だが、ここからが本番だ。

			「アンネ、脚を開いてくれ。できるだけ大きく」

			「えっ、あっ、脚を開くの」

			「うん、左脚の付け根の内側に三つ目の点穴があるから」

			　アンネの目に涙が滲む。気持ちはわかる。死ぬほど恥ずかしいのだろう。

			「わっ、わかったわ」

			　アンネが閉じていた脚を開く。脚を開いたせいで、ぴっちりと閉じたアンネの秘部まで開く。一瞬、そこに目を奪われてしまった。

			　ごくりと生(なま)唾(つば)を飲む。

			　俺はアンネの左内股に顔を近づけ必死に点穴を探す。点穴を探すのは魔力の探知と霊視が絡むので、顔をかなり近づけないと見えない。

			　点穴を見つけた。左手でアンネの左脚を押さえ、左脚の付け根より八センチ下にある点穴を内側から刺す。

			「恥ずかしい思いをさせてごめん。角度的に脚を閉じると針が変な方向に刺さるから、このまましばらく脚を開いたまま我慢してくれ」

			　アンネがこの世の終わりのような顔をしつつも、首を縦に振る。

			　今度はへそから上をなぞる。そして、アンネの左胸の下にある点穴が対象だ。

			　アンネの胸を持ち上げて、点穴をつく。例によって刺す位置がずれないようにしっかりと手で押さえ皮膚を伸ばす。アンネの胸に俺の手が沈み込み、柔らかく押し返してくる。

			　胸に触れた時、アンネが体を硬くした。

			　そして、最後に左胸の上にある点穴を刺して、五ヶ所すべての点穴を針で突いた。

			「アンネ、これで下準備は終わりだよ」

			「そう、良かったわ。これ以上やられると恥ずかしさでおかしくなりそう」

			「ここからは二〇分ぐらい、強弱をつけて魔力を流すよ」

			「ソージ、お願い。はやく終わらせて」

			「なるべくはやく終わらせるように努力する」

			　頬を上気させて、涙目でお願いしてくるアンネに俺は微(ほほ)笑(え)んで頷く。

			　針を起点にして魔力を流す。

			　点穴は、魔力を流す際にもっとも負荷がかかっているところで、多かれ少なかれ魔力の痼(しこり)がたまっている。

			　この痼(しこり)はさらなる抵抗になって魔力の流れを阻害し、また痼(しこり)が大きくなるという悪循環になる。

			　まずは、針で体の外へ魔力の通り道をつくった上で魔力を流し、痼(しこり)を取り除くのだ。これだけで、かなり魔力の循環がスムーズになる。

			　アンネの体に負荷をかけないように、ゆっくりと、だが確実に痼(しこり)を除去する。

			　アンネの体がさっきから小刻みに震えている。痼(しこり)を取り除くのは相当気持ちがいい。体が喜ぶのだ。魔石とは別方向の快感。魔石に耐えられたアンネも、これにはそうとう参っているようだ。

			「えっ、いや、なに、これ、あっ、あん、声出ちゃう」

			「恥ずかしいなら、シーツを噛んでればいいんじゃないかな」

			「うん、んんん」

			　俺のアドバイス通り、アンネはシーツを噛みしめて必死に声を抑える。それはそれでエロい。二〇分かけて、完全に痼(しこり)を取り除いた。まずはこれで第一段階。
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			「アンネ、魔力を循環させてみて」

			「はぁ、はぁ、はぁ、ソージ、終わったの？」

			「うん、第一段階は」

			　一度針を抜く。アンネは針が抜けた途端、ぴっしりと脚を閉じた。そして、股間と胸を手で隠す。相当恥ずかしかったらしい。

			「やってみるわ……すごい、いつもよりずっとスムーズに魔力が流れる、これがソージの針の効果なのね」

			「そうだね。俺の針の効果だ。でも、まだ治療は終わったわけじゃないよ。これは溜まったゴミを取り除いただけで、ゴミが溜まらないように魔力回路を調整するのが目的だからね」

			「ということは……」

			「ここからが本番。点穴に刺さった針を起点に、次は意図的に回路に過負荷をかけて回路を太くしたり、余計な回路を塞いで流れの方向を調整したりするんだ」

			「まっ、また、針を刺すのね」

			「うん、これから三日に一回ぐらい同じことをして、二ヶ月ぐらいで完了かな」

			「……ソージ、私、壊れちゃうかも」

			「大丈夫、慣れるさ。それに今の痼(しこり)の除去と違って、魔力回路の調整は気持ちよさだけじゃなくて、痛みとか、しびれとかがあるから、今みたいにはならないと思うよ」

			「そんな、そんなふうに変化を付けられたら、もっと気持よくなっちゃいそうで怖いわ」

			　アンネはぴっちりと脚を締めて涙目で俺を見上げてくる。

			「俺を信じて。強くなるために必要なことだから」

			　俺は微(ほほ)笑(え)みながら、アンネの脚を開いた。

			　さあ、続きだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「そっ、ソージ、もう駄目。はぁはぁ、これ以上やられると、壊れちゃう」

			「大丈夫、もう終わったよ」

			　三〇分後、すべてが終わったころには、アンネはぐったりして目は虚ろで全身弛(し)緩(かん)しきっていた。全身が火照って、汗とか色んなものを流している。

			　このアンネを前に、最後まで理性を保てた自分をほめてやりたい。ぐったりしたアンネを起こし、上着を渡す。

			「今日はゆっくり眠るんだよ」

			「ええ、途中で何度か気を失ったぐらいだから、ぐっすり眠れそう」

			　さすがに今のアンネを一人で帰すのは怖いので、部屋まで付き添おう。

			　アンネを支えながら部屋を出る。

			　だが、扉を開けようとすると、妙に重い。少し力を入れると、扉が開いた。

			　すると、クーナがバランスを崩して倒れこんできた。なぜか、顔が赤い。

			「クーナ、まさか。扉の前に座り込んで、耳を押し当てていたわけじゃないよね？」

			「そっ、そっ、そっ、そんな、わけないじゃないですか、このクーナちゃんが、アンネのエッチな声が聞こえてきたからって、耳をたてたり、そんなわけ」

			「そうか、よくわかったよ」

			　クーナのことだ。最初はアンネが心配でやって来て、途中であまりにもアンネの声が色っぽいから、目的を忘れて夢中になって聞いていたのだろう。

			「クーナ、次はあなたの番よ。ふふ、すごいわよ。魔石ですら耐え切れなかったあなたが、あれをされるとどうなるか、楽しみだわ」

			「あっ、あのアンネが、腰砕けに……そっ、そうだ。今日は用事があったのでした。それでは」

			　踵を返すクーナの襟首を、がばっと掴む。

			「いーやー、離してください。犯されるー。お嫁にいけなくなるー」

			　だいたい合ってる。

			「大丈夫、その時は俺がもらってあげるから」

			「余計に不安になるじゃないですか。帰るぅ、クーナ、お家に帰るぅ」

			　クーナが暴れはじめる。よほど、警戒しているみたいだ。

			　俺はクーナの襟首を放す。

			「へっ？」

			　意外だったようで、クーナは女の子座りになって床に座り込み、きょとんとした顔を浮かべた。

			「そんなに嫌なら無理強いはしないよ。昼も言った通り、もともと、もっと仲良くなってから提案するつもりだったし、アンネと違って差し迫ってクーナが強くなる理由もない。帰ってもいいよ」

			「えっ、その、私も、その」

			「そうね。無理強いするのはよくないわ。……クーナが怖(おじ)気(け)づいて逃げるなら、仕方ないわね」

			　アンネが寂しそうな顔で優しくクーナに声をかける。

			　それがクーナの意地っ張りなところに火をつけた。

			「ふっ、ふふ、ふふふふふ、こっ、このクーナちゃんが逃げるわけないじゃないですか！　ばっち来いです！　どんなことだろうと耐えてみせます。女に二言はないです！」

			　俺とアンネは目を合わせる。

			「そうか、クーナならそう言ってくれると思っていたよ」

			「さすが、クーナだわ」

			　俺が右腕、アンネが左腕をがっつり掴んで俺の部屋に入っていく。

			「えっ、あれ、ソージくん、アンネ、なんか、これ、おかしいですよね。なにかおかしいですよね。というかアンネ、なんか、急に元気になってないですか!?」

			「あなたの顔を見たら元気になったの。それに何もおかしくないわ。クーナ、天井のシミを数えていればすぐに終わるから」

			「そうだね。野良犬にでも噛まれたと思って」

			「二人とも、その発言が怖いですぅぅ。父様、助けてぇぇぇぇぇ」

			　そうして、いろいろ苦労があったものの、無事クーナの鍼(はり)治療も完了した。

			　敏感なクーナはアンネ以上に大変で、色々とやばかったが、なんとか終わった。

			　この二ヶ月間、定期的に鍼(はり)治療を行うが、俺の理性がもつのか、それは神のみぞ知るところだろう。

		

	
		
			　

			第21話　暗躍

			　

			「くそっ！　くそっ！　くそっ」

			　病室のベッドの中で、クラネルは叫んでいた。

			　負けた。完膚なきまでに負けた。

			　アンネロッタの師匠だという男に負けてしまった。

			　加護をすべて失った後に折られたせいで、今も肋骨は癒えず、痛みを訴え続けている。

			　声を発するたびに、激痛が走る。

			　それでも叫ばずにはいられなかった。そうでないと狂ってしまう。

			「なんでだよ!?　なんで僕は、いつも、大事なところで」

			　幼い頃、御前試合ではフェイラーテ家の期待を一心に背負っていたにもかかわらず、二歳も年下のアンネロッタに負けた。

			　今度の戦いだって、絶対負けてはいけなかったはずなのに、ランク１の平民に負けた。フェイラーテの名にまた泥を塗ってしまった。今頃、父のところには自分の無様な敗北が知らされているだろう。しかし……

			「フェイラーテに泥を塗ったことより、アンネロッタに拒絶されたことのほうが、ショックを受けた自分に驚く。あは、あはははははは、僕は、僕は、アンネロッタを、〝アンネ〟のことが好きだったのか」

			　フェイラーテの名前に泥を塗った。だが、〝そんなことより〟アンネロッタが手に入らなかったことに落胆していた。

			　観客席のアンネロッタが、あの平民を見る目で気がついてしまった。

			　あれは、師匠に向ける尊敬の目ではない。いや、それもある。だが、同時に恋する女の目でもあった。

			　その目をみた時、まるで世界の終わりのようなショックを受けた。クラネルはアンネロッタにそんな目を向けられる、あの平民に嫉(しつ)妬(と)した。

			　そして気がついた。自分はアンネロッタが憎い。だが、それ以上に彼女のことが好きだった。誰にも渡したくない。だから、勝たなければ、勝って奪わないといけなかったのに、無様に負けた。

			　言い訳ならいくらでも言える。でも、結果はどうしたって変わらない。

			「このままじゃ、アンネロッタにまで負けるかもしれない。そうなったら、本当に終わる」

			　一ヶ月はほぼ寝たきり。

			　加護で治らない以上、自力でリハビリをしないといけない。全盛期の筋力と勘を取り戻し、新調した剣の慣らしをする。そんなことができるわけがない。

			　そもそも、クラネルは自分がなぜ敗れたのかがわからなかった。平民が放った最後の一撃、あれをアンネロッタが使わない保証はない。あの得体のしれない男が二ヶ月も一緒に居るのだ。アンネロッタがどれだけ強くなるのか想像もつかない。

			　怖い、怖い、怖い。

			　負ける。また、負ける。また負けたら、自分はどうなるんだ。

			　王都でアンネロッタに負ければ、フェイラーテの名誉は地に落ちる。フェイラーテは、オークレールに永久に勝てないと誰もが言うだろう。

			　そしてなにより、アンネロッタとのつながりが完全に消える。クラネルとアンネロッタをつなぐものがなくなる。勝って、クヴァル・ベステさえ手に入れれば、それが一生消えない絆になるのに。

			　勝ちたい。どんな手を使っても、勝ちたい。

			「うっわぁ、すごい荒れよう。やあ、少年。命の恩人が見舞いに来たよ。ああ、疑ってるなぁ？　たしかに殺されはしなかっただろうけど、あたしが助けないと、右手を切り落とされて剣士としての君は死んでたんだよ？」

			　茶髪の少女が、ベッドの横に立っていた。

			　背筋が凍る。

			　激高していたとはいえ、クラネルは一流の剣士だ。そのクラネルが真横に立たれるまで、まるで気が付けなかった。

			「なに、鳩が豆鉄砲くらったような顔をしちゃってさ。こうやって、あたしみたいな美少女がお見舞いにきたのに、その反応はないわー。ショックだわー」

			　くすくすくすと少女が笑う。その仕草がまるで獲物を前にした猫のようで、警戒心がより高まる。

			「あれ、だんまり？　うわあ、君本当に小心者なんだね」

			「……おまえは誰だ？」

			「あたしは二年のユウリ。はじめましてかな？　今日は君にいい話をもってきてあげたんだ」

			「……いい話？」

			　信じられないほどの胡散臭さだ。適当に追い払おう。

			「おい、リンガ！　ハナマ！」

			　自身の護衛であり、地下迷宮での狩りも支援する、フェイラーテ家の精鋭の名を呼ぶ。二人ともランク３だ。こんな少女、簡単に追い払ってくれるだろう。

			「ああ、ごめん。彼らは来ないよ。二人っきりで話したかったから、ちょっと眠ってもらった」

			「なっ!?」

			　目の前の少女を注視する。しかし、どう見てもランク１。あの二人をどうにかできるとは思えなかった。

			「この色の瞳をしているうちは、ランク１だからいくら見ても無駄だよ。それよりさ、いい話聞きたいでしょ？　そっちの話させてよ。君、勝ちたいんだろ？　あたしが勝たせてあげる」

			「勝ちたい。だが、おまえの力なんていらない。僕は僕の力で勝つ」

			「おっかしいな。君は、『勝ちたい。どんな手を使ってでも勝ちたい』。そう叫んでたはずなんだけど。心のなかで」

			「「なぜ、それを」」

			　クラネルは絶句する。今まさに自分が口にしたセリフを、完璧なタイミングで目の前の少女がかぶせてきた。

			「それでも、おまえみたいな奴の力は必要ない。手段を選ばなければどうとでもなる」

			「ふぅん、君ってさ、もしかして、フェイラーテ家の親衛隊の連中。ランク３の彼らを使って、地下迷宮で闇討ちでもしようとか考えてない？」

			「な、ん、で、それ、を」

			　少女が口にしたのは最後の最後の手段。

			　フェイラーテが誇る、最精鋭。ランク３の使い手。それを三人ほど使い、治外法権の地下迷宮であの平民を葬る。そうすれば確実に勝てると考えていた。

			「君、監視ついてるよ。多分、陛下の差金だね。あの人、直接の支援は立場上できないけど、決闘の不正を防ぐぐらいのことは考えているよ。君も君の取り巻きも、顔が割れていて見張りがついてる。もし闇討ちなんてしようとした日には、大義名分を得たと喜んで陛下も色々としてくるだろうね」

			　王とオークレール公爵は仲がよく、アンネロッタを娘のように思っていることは、上級貴族の中では常識だ。オークレール公爵が処刑されたとしても、それは変わらない。

			　舐めていた。王がアンネロッタと自分との決闘を認めたのは、アンネロッタに勝算があったからだ。その勝算こそがあの平民。

			　フェイラーテは公の場での決闘で負けてしまえば、以後、クヴァル・ベステに手が届かなくなる。だからこそ、王は決闘を了承したのだ。

			「それなら、僕が決闘で勝てばいいだけだ。なんとしても決闘までに体調を整える。そうすれば勝てる。勝てるはずだ」

			　先ほどまで不安に思っていたが、よくよく考えるとなんのことはない。

			　今回の戦いで向こうの切り札は見えた。なら、それを想定していれば対応ができるはず。そもそも自分とアンネロッタでは地力がまったく違う。負けるはずがない。

			　あの男はランク１上位だったが、アンネロッタは入学時点でランクをまったくあげてなかったと聞く。いかにあの男が異常でも、せいぜいランク１中位程度まで上げるのが関の山だろう。

			「あははは、ふうん、そっか。君、〝負けるかもしれない〟ぐらいにしか危機感がないんだ」

			　少女は腹を抱えて笑う。よほどおかしいのか、涙目になっている。

			「何がおかしい！」

			「いや、あまりに滑(こつ)稽(けい)だと思ってさ。あたしは、少し人より不思議な力をもっているんだ。そのあたしが教えてあげるよ。君はこのままだと、確実にアンネロッタに負ける。次の戦いまでにアンネロッタはランク２に到達するし、剣の技量はソージの教えで君を越える。リハビリ明けの君じゃお話にならない」

			「そんなこと、あるはずがない！」

			「ありえるんだよ。実際にアンネロッタは、地下迷宮に潜ってたった四日で、ゼロからランク１上位になった、ソージの力でね。そんなことができる連中が、どうして、二ヶ月もあってランク２になれないって断言できるんだい？　剣技だって一緒さ。ソージは人に教えることについては天才だよ。アンネロッタはどんどん強くなってる。怖いぐらいの成長速度だ。もちろん、彼女自身の才能もあるけどね」

			　普段なら、ありえないと鼻で笑う内容。

			　だが、クラネルは笑えなかった。あのソージという男を知ってしまったから。

			　ランク１上位になるのに四日。冗談としか思えない。笑えてくる。自分は騎士学校に入学する前からダンジョンに潜っていたが、ランク１上位になるのに一年以上かかった。

			「僕は、僕は負けるのか？」

			　口に出した途端、それが不安ではなく確信に変わる。

			「うん、確実にね。それで、その先どうなるかを教えてあげよう。君という脅(きよう)威(い)で弱っていたアンネロッタちゃん。当然、助けてくれたソージくんに、ぞっこん。身も心もささげちゃいますぅ。きゃぁ、えっち！　いわゆる君はかませ。ソージという主人公が活躍するための踏み台にすぎないんだよ」

			「僕の、僕の〝アンネ〟が汚される」

			　全身が凍りつく。足元ががらがらと崩れ落ちる。頭の中に裸のアンネを後ろから抱きしめて薄ら笑いを浮かべる、あの平民の姿が浮かんだ。

			「ねえ、君はそれでいいの？」

			　その言葉は悪魔のささやきだった。これを受け入れたら破滅すると言うのが、直感でわかった。それでも、クラネルは止まれない。

			「そんなの許せるわけがない。許せるわけないんだ。だって、〝アンネ〟は僕のものなのに！」

			　誰にもやらない。ずっと、アンネは僕だけのアンネじゃないと駄目だ。

			「だよね。なら、君にプレゼント。さあ、受け取って。動ける状態になったら、〝これ〟をもってソージたちと同じ階層で狩りをすればいい。それだけなら、監視も気付かないさ。これは人為的な災害を起こすおもちゃなんだ。暴動(スタンピード)。聞いたことがあるだろう？　君は巻き込まれないように注意しなよ」

			　少女は笑いながら、禍々しい黒い剣を手渡す。

			「これさえあれば、僕のアンネを守れる」

			「うん、守れるよ。悪い魔法使いから、お姫様を取り戻そう。これで今日から君が主人公だ」

			　黒い剣を受け取った瞬間、どくんと鼓動が大きくなった。

			　それはひどく甘美な感覚だった。

			　少女は、クラネルを見て、笑いながら言葉を続けた。

			　けっして、クラネルに聞こえないような小声で。

			「クラネル、君はたしかに主人公だ。滑(こつ)稽(けい)な喜劇のね。うーん、これで難易度調整はよくなるかな。今まで、あまりにぬるかったからね。さあ、ソージ、これで君は、いや君たちはまた強くなってくれるかな」

			　クラネルは、しばらくしてから顔を上げる。そこにはもう誰も居なかった。

		

	
		
			　

			第22話　ゴブリンの罠(わな)

			　

			　今日は迷宮に潜っていた。

			　あの決闘から二ヶ月ほどが過ぎている。アンネの決闘まで残り半月もない。

			　一週間は王都への移動と準備に取られる。事実上、今回を含めて二回しか遠征はできない。

			　今居るのは地下七階で、ここまで来るとほとんど探索者を見かけない。

			　地下七階は、今までと変わらず緑豊かなジャングルのようなフィールドだ。

			「クーナ、アンネ。いつもより気を引き締めていこう。地下七階以降は魔物が強くなるし、なにより数が多い」

			　探索者がいない階層は魔物の数が減らないため、遭(そう)遇(ぐう)率が高い。

			　階層が深くなればなるほど、魔物は強く、出会う頻度も高くなっていく。

			　だからこそ、ランクの高い探索者は危険も稼ぎも多くなる。

			「わかりました、ソージくん。ふふふ、でも心配しすぎですよ。パワーアップしたクーナちゃんに敵はいないです」

			「クーナ、ソージは私たちの成長を踏まえた上で、忠告をしているのではないかしら」

			　二人とも軽口を言いながらも、しっかり気を引き締めていた。

			　今まではひたすら地下四階に常駐して、五階、六階の魔物を狩り続けていた。

			　その中で自信がついてきたのだろう。

			　それでも、七階以降の危険度は跳ね上がるため、本当ならランク２にあがるまでは来たくなかった。

			　だが、そうも言ってられない。まだアンネはランク１の最上位。そう、もう決闘までに日がないのにランク２へ至っていないのだ。

			　原因はわかっている。大量の魔石を使いランク２へなるために必要な【格】は十分にあげた。足りないのは、命を賭した極限の戦闘。それがあって初めて、【格】を受け入れる器が完成し、ランク２になる。過剰なまでに魔石を注ぎこんで無理やり【格】をあげる方法を取るには時間が足りなさすぎる。

			「アンネの言う通り、今の実力を考慮しても危険だ。ここはゴブリンの巣なんだ。スロックチンパを覚えているだろう？　あいつら以上の連携で攻めてくる」

			「うっ、トラウマが」

			　クーナが嫌なことを思い出し、尻尾(しつぽ)の毛を逆立てる。

			　全力で耳を立てて周囲を警戒するクーナ。この分だと前回のように不意をつかれることはないだろう。

			　俺たちは、ゆっくりした足取りで進んでいく。

			「そういえば、ソージくん。今日は変に機嫌がいいですね。いいことでもあったんですか？」

			「……いや、なんでもない」

			　というのは嘘だ。

			　今日は定期の鍼(はり)治療の日で、夜になればまた二人の肌を堪能できる。

			「ソージの目、いやらしいことを考えている時の目だわ」

			「あっ、今日は鍼(はり)治療の日です」

			　二人が気付いたきっかけがあまりにも悲しい。……無事正解にたどり着いたようだ。

			「鍼(はり)治療ですごく強くなってる実感はあるけど、やっぱり見られるのは恥ずかしいわね」

			「はい、それさえなければ最高なんですが……。ソージくんに治療してもらってから、ものすっごく魔術が使いやすくなったことは感謝しています」

			　二人とも恥ずかしがっているが、特にクーナは顔を赤くして自分の体を抱いている。

			　鍼(はり)治療は順調に進んでいる。あと少しでアンネの魔術回路の調整は完璧になる。

			　驚いたのがクーナの魔術回路の状態だ。ひどいものだった。ぐちゃぐちゃにつぶれて主要回路のほとんどが機能停止、それどころか常に魔力が漏れていた。彼女はわずかに生き残ったサブの細く歪(ゆが)んだ魔術回路で魔術を行使していたのだ。

			　普通なら、魔術を使うどころか、衰弱死してもおかしくない状態。それであの威力の魔術を扱うクーナに、うすら寒いものを感じていた。

			　おかげで、アンネよりも時間がかかっているが、完治した時いったいどれほどの力をクーナは発揮するのか、想像もつかない。

			「クーナ、前も聞いたけど、俺以外に魔術回路を弄(いじ)られたことはないよね？」

			「しつこいですよ。ソージ君、そんな記憶はないです」

			　俺が、質問したのは、回路の潰れ方にひどく人為的なものを感じたからだ。

			　あそこまでひどい壊れ方は、けっして自然に起こりうるものではない。誰かがクーナの魔術回路を意図的に壊したことは間違いない。だが、なんのために？

			「ソージくん、怖い顔してますよ。まさか、またよからぬことを考えています!?　今まで以上に恥ずかしいことをされちゃうんですか？　これ以上、恥ずかしいことをされたら、もう耐えられないです」

			　真面目に考察していたのに、クーナは変に誤解して俺に対する警戒心を一段階あげた。

			「クーナ、十回以上やっているんだ。そろそろ慣れてくれ」

			「そんなこと言われても、毎回気持ちよくなって気を失っちゃうから怖いんです」

			　敏感なクーナは耐えられず、毎回ひどく乱れ、最後には気絶する。

			　アンネよりも回路の状態がひどいので、乱暴な施術になり、痛みも大きいはずだが、それすらもクーナにとっては快楽を増すためのアクセントになっているらしい。

			「気持ちよくなることが怖いのかな？」

			「違います。ソージくんの前で、全裸で気絶することがです。……ある日突然、妊娠しても驚きません。ああ、ソージくんの子だって納得しちゃいます」

			「いや、クーナ。そこは驚こうよ!?　俺はいったいどれだけ畜生なんだ!?」

			　まったく、好き勝手言ってくれる。毎回、俺の理性がどれだけ頑張っているのかも知らないで。

			　気絶していることをいいことに触るぐらいはするが、けっして非道な行いはしていない。ひどい言いがかりだ。

			「自覚ないんですか!?　初めての時とか、気を失って朝起きて体を起こした瞬間、肩に手を回されたかと思うと、ドヤ顔でソージくんに、『クーナ、昨日は素敵な夜だったね』って言われたんですよ。なぜか紅茶を啜りながら!!」

			「それは初耳だわ。ソージ、さすがにそれは私でも擁護しきれない気持ち悪さね」

			「……正直悪かった。一度朝ちゅんコーヒーをやってみたかったんだ」

			　そのためにクーナの様子を徹夜で見張っていたのだ。

			　そのあと、クーナは涙目で俺をビンタし、シーツを体に巻いて逃げていった。誤解を解くまでの間まともに口をきいてもらえなかった。

			「まったく、ソージくんは、余計なことしないで浮気性じゃなかったら素敵な人なのに」

			　クーナが頬を膨らませながら言う。

			　そして、言ってしまってから顔を赤くして、ぶんぶんと手を振った。

			「そっ、その、今のはなしです。言葉の綾です。ソージくん、にやにやした顔で私を見ないでください」

			「うん、そうだね。クーナの気持ちはわかったよ」

			　そうか、そんなふうに思ってくれていたのか。照れて必死に否定するクーナもまた可愛い。

			「クーナ、ソージといちゃいちゃするのはいいけど、ちゃんと警戒は続けているわね？」

			「もちろんです。二度と同じ失敗はしません。ソージくんに妨害されながらも魔物の警戒を続ける方法を編み出しました。ちゃんと見えています。一五メートル先に二匹、小型の魔物が木の裏に隠れています」

			「さすが、クーナ」

			「任せてください、アンネ。もう少し近づいたら、奇襲を仕掛けようとしているあいつらに逆に奇襲を食らわせます」

			　意気揚々とクーナは歩く。

			　ちゃんと成長しているようだ。彼女は言葉通り、体を使っての気配の察知も魔力の探知も怠っていない。

			　だが、まだ甘い。

			「ソージくん、近いです」

			　クーナの後ろを歩く、とっさに手を伸ばせる距離だ。クーナはちらちらとこっちを見ている。彼女の尻尾(しつぽ)がぶつかりそうで気になるのだろう。

			「ちゃんと意味はあるから」

			「……ううう、真面目な時のソージくんの目です。いいです。信じましょう」

			　クーナは気を取りなおしてまっすぐ歩く。重心が前になり、手に魔力が集まっている。攻撃態勢に入った。あと三歩進めば、木の後ろに隠れている魔物への射線が通る。

			　クーナが駆け出そうとした瞬間、俺はクーナの襟首をつかむ。クーナは首がしまり苦しそうな声をあげた。このために、俺は距離を詰めていたのだ。

			「ぐえっ……そっ、ソージくん、いきなり何するんですか!!」

			「クーナ、魔物にだって知恵があるんだ。魔物の気配を追うだけだとまだまだ未熟だよ」

			　目の前の地面を槍で突く。すると、地面が崩れていった。落とし穴が仕掛けられていたのだ。

			　下をのぞき込むと、三メートルほどの深い穴で、底には子供のような大きさだが、やせぎすで、お腹が不自然に膨らんだ二匹のゴブリンが槍を構えていた。

			「ぐへぁ」

			「ぐひぃひぃ」

			　ゴブリンたちは俺たちが罠(わな)を見破ったことに気がついて奇声をあげた。

			　この罠(わな)に気が付かなければ、落下してバランスを崩し、二匹のゴブリンに串刺しにされていただろう。

			「こんなところに魔物が!?　【炎槍】！」

			　クーナが炎の槍を生み出し、落とし穴の中に打ち込む。

			　ゴブリンたちは横穴に逃げようとしたが、それよりもクーナの【炎槍】のほうが早い。瞬く間に二匹を貫く。

			「横穴があるんですね。その先には、まだ仲間が居るはず。まとめて焼き尽くしてあげます。【炎ノ嵐(ほのおのあらし)】」

			　そして、もう一つ魔術を起動。演算に時間がかかる大技だ。まだ不完全だが、魔術回路が治りつつあるおかげで、魔術漏れとロスが少なくなり、以前とは比べ物にならない魔力の高まりを感じる。

			　そしてクーナは両腕を前に突き刺し、落とし穴に向かって炎の渦を放った。

			　その炎は、落とし穴を埋め尽くし、さらに横穴に入り込んでいく。

			　二〇メートル先、三〇メートル先、五〇メートル先、と次々に遠くから火柱が立つ。逃げ場のなくなった炎が別の落とし穴の出口から噴き出たのだ。

			　おそらく、落とし穴は複数個所あり、ゴブリンたちは横穴を通って移動していたのだろう。地上の監視役がなんらかの方法で地下の仲間に指示を出して獲物が落ちそうな穴に誘導するという狡(こう)猾(かつ)な罠(わな)。だが、クーナ相手にはそれが裏目に出た。

			　しばらくして、ようやく炎の奔流がやむ。

			「これが私を罠(わな)にはめようとした罰です！」

			　クーナがどや顔で胸を張る。そんなクーナの額に軽くデコピンする。

			「いたっ、ソージくん、何するんですかぁ」

			　額を押さえながら涙目でクーナが抗議してくる。

			「クーナ、せっかくの魔石を焼きつくしたあげく、魔石を回収できない敵を倒して、地上に居るゴブリンたちには逃げられる。魔力をこれだけ使ってただ働きなんて、ふざけているのか」

			　クーナが一網打尽にした地下に居るだろうゴブリン。おそらく、魔石ごと燃えてしまったし、残っていたとしてもゴブリンの横穴は人間が通れるサイズではなく、拾いにいくのは困難だ。

			「あっ、やっちゃった。頭に血が上って、木の後ろに隠れた敵のことを忘れていました」

			　クーナは、間抜けな声をあげた。

			「まあ、クーナが落とし穴に夢中になっている間にアンネが迂回して攻撃を仕掛けたから地上の敵だけは倒したけどね」

			　実は、クーナがこうなることを見越してアンネに地上のゴブリンを倒すように指示を出していた。

			　おかげで、なんとか二個の魔石だけは確保できた。

			　地上のゴブリンたちが居たほうを見ると、首がはねられたゴブリンの死体からアンネが魔石を取り出していた。

			「クーナの悪いくせだよ。クーナは強いけど、油断しがちだ。きちんと気をつけていれば、こんなつたない落とし穴、見つけられたはずだ。変色した土、不自然に途切れた雑草の生え方、色々と兆候は見て取れる」

			「だって、魔物がこんな罠(わな)を仕掛けるなんて想像できないじゃないですか」

			「クーナ。もし、俺が居なければクーナは死んでたよ。あんなちっぽけなゴブリンの罠(わな)でね。地下迷宮だと〝想像できない〟は言い訳にしかならないんだ。ありとあらゆる可能性を考慮しないといけない」

			　深い階層に潜ればもっと悪質な罠(わな)を仕掛けてくる連中が出てくる。ゴブリンなんてまだ生ぬるいほうだ。

			「……ごめんなさい」

			「うん。次から反省するように」

			　クーナなら次はきちんと対応してくれるだろう。

			　それから、日が沈み始めるまで必死に魔物を狩った。

			　魔物を狩りながらアンネをランク２にする方法を考える。

			　だが、決定的な方法を思いつくことができないまま、時間だけが過ぎていった。

		

	
		
			　

			第23話　絶望の罠(わな)

			　

			　地下迷宮の中だというのに、偽物の月明かりが、素振りをするアンネを照らしていた。

			　アンネはテントから抜け出し、一人鍛錬を続ける。

			　俺は彼女をそっと見守り、休憩に入ったタイミングで声をかけた。

			「アンネ、精が出るね」

			「ソージ……私には時間がないわ。少しでも強くなりたいの」

			　アンネの声にはどこか焦りがあった。

			　今回の遠征も終盤に入っていた。明日には地上を目指さないといけない。

			　地下七階に踏み込んだ今回の狩りは、いつもより成果は多かったがランク２に至ることができていない。

			　時間がない。もう少し時間があれば【格】が体に馴染み始めてくるのに。

			　大量の魔石によってあげられた【格】は、通常なら時間をかけて慣らしていき、自然と【器】を大きくする。

			　それを早めるための方法は【格】のさらなる過剰投入。もしくは、命をかけた戦いで極限まで追い込み、本能と理性の双方に力を渇望させ、強引に慣らすという方法しかない。

			　これまでアンネが心の底から死ぬかもしれないと思うような戦闘を経験させることができていない。……もしかしたら、過保護すぎたのかもしれない。

			「ソージ、そんな申し訳なさそうな顔をしないで」

			　アンネが優しげな微(び)笑(しよう)を浮かべた。

			「ソージが居たからここまで強くなれた。見て、ソージ」

			　アンネは一度深呼吸してから剣を正眼に構える。

			　そして一歩前に踏み出し、袈(け)裟(さ)斬り。

			「これが、ソージが種を撒いて私の中に芽吹いた剣。やっと、少しだけ満足できるようになってきたの」

			　アンネは鞘に剣を納めながらそう言った。

			「いい剣だ。それは紛れもなくアンネの剣だよ」

			　その剣は、オークレールの匂いを残しつつ、どこか俺の剣に似た……でも、そのどちらとも違うアンネだけの剣だった。

			　ようやく形になった、彼女のためだけに最適化されたアンネロッタ・オークレールの剣。まだ未熟だし、引き出しの数も足りない。それでも美しく柔らかで、かつ鋭さを感じさせる剣だった。

			　たった二ヶ月で形にできたのは、長い年月の中でアンネが積み上げてきたものがあったからこそ。そして何よりアンネが俺を心の底から信じてくれたからだ。アンネの師匠としてそのことがとても誇らしい。

			「ねえ、アンネ。もう一度剣を振ってはくれないだろうか？」

			「ええ、いいわよ」

			　もう一度、アンネは剣を振るった。

			　俺は笑みを深める。クヴァル・ベステが少しずつだが彼女に応え始めていた。

			　クヴァル・ベステが求めるのは、剣の腕でも、ランクの高さでもない。もっと別のもの。それをアンネが身につけつつある。

			　いずれ、クヴァル・ベステが彼女を認めれば、彼女の強さはもう一つ上の段階にあがる。それこそ、俺やクーナに並び立てるぐらいに。……だが、それも時間が足りない。クラネルとの決闘には間に合わないだろう。

			「ありがとう。弟子が想像以上に成長してくれて師匠として鼻が高いよ。それだけに、時間がないのが悔しい」

			「ソージ、そんな顔をしないで、私にはお父様が鍛えてくれて、ソージが導いてくれた剣がある。たとえランク１のままでも負けないわ」

			　それはアンネの精一杯の強がりだった。

			　本当は彼女だってランク差を覆すことが不可能だとわかっている。

			　俺はなんとしてでも、俺を信じてくれたアンネに報いたい。

			　勝算をもたせて、決闘に送り出してやりたい。

			　そのためには、やはりランク２にすることが必要だ。そのための命がけの戦い。実際、そんな戦闘をするだけなら可能なのだ。例えば地下十階に潜ればいい。

			　問題は、命がけの戦いをしないといけない魔物が山ほどいること。

			　一匹と戦っている間に、別の魔物が現れればそれだけで終わってしまう。なんとか、一匹だけを釣りだす方法はあるが、それでもリスクはつきまとう。

			　そのリスクを負ってでも行くべきではないのか？

			「ソージ、まだ怖い顔してる。そろそろテントに戻りましょう。明日も朝が早いわ」

			「……だね。明日も頑張ろう」

			「もちろんよ。今回の遠征の最終日、悔いが残らないようにするわ」

			　アンネと二人並んでテントに向かって歩く。

			　俺はほとんど無意識に彼女の手を握った。

			　アンネが驚いた顔をする。そして、微(ほほ)笑(え)んでから俺に体重を預けてきた。

			　そんなアンネを守りたい。俺は、強くそう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最終日、日が暮れる前に帰らないといけないという制限もあり、地下六階の入り口付近で狩りをしていた。

			　午前中に切り上げれば、ランク１の最上位にまで至り、移動速度とスタミナが上昇した俺たちなら、地上まで戻れるだろう。

			「ソージくん、クラネルって人、地下六階でよく会いますが、徹底して私たちを無視してきて逆に怖いです」

			　俺たちは地下四階を野営の拠点にしつつ、地下六階を毎日通過するのだが、よくクラネルのパーティーとすれ違った。

			　クーナの言う通り、彼らは三日前から黙々と地下六階で狩りをし続けていた。

			「怪しい動きがないかは注意しているよ。今のところは白かな」

			　奴らとすれ違った際に、なにか仕掛けてくることも警戒し地上に戻ろうとも考えた。しかし、今は一秒でも時間が惜しい状況で、断念せざるを得なかったのだ。

			　仕方なく、警戒するにとどめている。

			　今のところ、奴らが罠(わな)を仕掛けた形跡もない。

			「向こうが手を出してこない限りは無視しよう」

			「わかりました、ソージくん」

			　俺の言葉にアンネとクーナが頷く。

			　そして、俺たちも狩りを始める。

			「それにしても、クラネルの奴、ずいぶんと新しい剣に慣れている様子だな」

			「そうね。まだ病み上がりのはずなのに、まるで一〇年来の相棒みたい」

			　剣の話題になり、アンネが身を乗り出してくる。

			　クラネルは新たな剣を使いこなしていた。というより、剣にクラネルが使われているとすら思えるほどのさばき方だった。

			　俺はクラネルの剣を見る。魔術的な要素が一切感じられない鉄の剣。装飾を好むクラネルの趣味ではないはずだ。

			　なんの変哲もない剣だが、理性ではなく直感の部分が警鐘を鳴らす。

			「なんだ、これは？」

			　そして、おかしなことに気付いた。

			　地下六階で狩りをするために瘴(しよう)気(き)の流れを読んだが、どうも瘴(しよう)気(き)の流れがおかしい。

			　瘴(しよう)気(き)は基本的には最下層のエルナ集積装置に向かって流れていく。しかし、エルナが地下六階から七階に流れていない。

			　それどころか、逆流している。

			　その流れは、クラネルの剣に向かっていた。そして、クラネルが魔物を倒した瞬間、発散するはずの瘴(しよう)気(き)がクラネルの剣に吸い込まれた。

			　まずい！

			「アンネ、クーナ。今すぐ狩りを切り上げて地上に戻る。奴らが仕掛けてきている。こちらが異変に気付いたことを気取らせるな」

			　二人に小声で指示を出す。

			　アンネもクーナも俺の言うことを聞き、何気ないふうを装って地上に向かう。

			　迂(う)闊(かつ)だった。魔術的な警戒はしていた。だが、瘴(しよう)気(き)は警戒できていなかった。

			　いや、違う。地下六階から、地下七階に向かう時にも俺は〝エルナ詠み〟を使っていた。その際にこの違和感はなかった。

			　クラネル達は、俺がこの階層で【エルナ詠み】を使っている間は瘴(しよう)気(き)の収集をやめていたことになる。

			　なら、クラネルは俺が瘴(しよう)気(き)を感知できることを知っていることになる。誰かが入れ知恵をしている。

			　そして、隠すことを止めたということは……

			　クラネルのほうを見る、にやりと奴が笑った。

			「クーナ、アンネ、走れ。もう取り繕う必要もない。奴らは今から行動に移すつもりだ!!」

			　そう、隠す必要がなくなったからに他ならない。

			　クラネルたちはもともと、俺たちより地下五階への入り口に近いところに居る。彼らは入り口に向かって走りだし、たどり着くと剣を地面に向かって投げ捨てた。

			　深々と突き刺さった剣。

			　表面にヒビが入り、崩れていく。そして、鉄に隠されていた白い刀身が顕になる。

			　それは、アンネのクヴァル・ベステによく似ていた。それもそのはずだ、似たような能力を持っているのだから。

			「クーナ、アンネ、急げ、暴動(スタンピード)が来る！」

			　二人の顔が真っ青になり、足を速めた。

			　暴動(スタンピード)。

			　それは何かしらの理由で特定の階層に超高濃度の瘴(しよう)気(き)が一気に流れ込むことで発生する魔物の大量発生。ごく稀に瘴(しよう)気(き)の流れが淀み、たまりにたまった瘴(しよう)気(き)が爆発することがあり、大抵はそれが引き金になる。

			　クラネルたちは剣に溜めた瘴(しよう)気(き)を一気に解放するつもりだろう。

			　信じられないことに、クラネルの剣は、小型エルナ集積装置というべきもので、エルナを吸収し続けていたのだ。

			　そんなものが、一気に解放されれば暴動(スタンピード)が発生することになる。

			「なん、だと、そんなことができるのか!?」

			　剣から瘴(しよう)気(き)が一気にあふれだす。それだけではない、瘴(しよう)気(き)の解放の仕方が異常なのだ。地下を意思をもっているかのように這いまわり、淀み燻(くすぶ)っていた瘴(しよう)気(き)を刺激しながら広がり、そして一ヶ所にまた集まる。

			　意図的に暴動(スタンピード)を起こす、もっとも効率的な瘴(しよう)気(き)の流れだ。

			　ここまで、自由自在に瘴(しよう)気(き)を操れるのは、俺の知る限り地下迷宮を作った大魔術師シリルぐらいしかいない。

			　これだけの瘴(しよう)気(き)で暴動(スタンピード)なんて起きたら、俺ですら対応できない。

			「二人とも、全力で走れ、もうすぐ入り口にたどり着く!!」

			　俺は二人を励ます。

			　大量発生した何割かの魔物は上層に向かうだろうが、ここに居るより数段安全だ。

			　先に入り口にたどり着いていたクラネルが、五階への入り口を目指す俺たちを振り返り、卑屈で、愉悦に満ちた笑みを浮かべる。

			「おまえらはそこで死ね！　アハッ、アハハハハッハハハハ!!」

			　高笑いしながら、天井に向けて手を伸ばし、爆発系の魔術を使用する。

			　天井が崩落する。

			　入り口が完全に塞がれ、クラネルが見えなくなった。

			　そして、背中に強烈な瘴(しよう)気(き)の気配。

			　暴動(スタンピード)の常である無数の魔物の発生ではなく、ただ１体の魔物を産み出す瘴(しよう)気(き)の動き。ただし、一体に力が集中した分、途轍もなく凶悪な魔物が生まれるのは間違いない。

			　あの剣はそこまで瘴(しよう)気(き)をコントロールしたのだ。

			　笑えてくる。そんなものを作れるあの剣の鍛冶師に嫉(しつ)妬(と)してしまいそうだ。

			　生まれてくるのは地下四階で見た、イノシシの異常個体の数倍の瘴(しよう)気(き)量を誇る正真正銘の化物。

			「なっ、なんですか、あれは」

			「怖い。ふっ、震えがとまらないわ」

			　本来、瘴(しよう)気(き)を知覚できない二人ですら、あまりの濃度に本能的な恐怖を感じている。

			　そして、ついに実体化した。

			　三メートルを超す巨体。

			　生物でありながら、鋭角的なフォルム。

			　二本足で立ち、手は短く、異常発達した顎。鈍い灰色の爬虫類じみた肌。

			　そして、禍々しい金色の蛇の眼。

			　あれは恐龍の王者、ティラノザウルスそのものだった。

			　奴を視る。その強さは、ランク２の上位。魔物のランク２上位は、人間のランク３にも匹敵する。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

			　奴が咆哮した。

			　そして、こちらを睨みつける。

			　その瞬間、確信した。

			　俺たちは、こいつには勝てないと……

		

	
		
			　

			第24話　【紋章外装】

			　

			　強大なティラノ型の魔物を見て、俺の本能と理性が悲鳴を上げる。

			　足まで震え始めた。太ももを殴りつけ、無理やり震えを止める。

			「クーナ、アンネ。あれには勝てない。逃げるぞ」

			　二人が頷く。あれに立ち向かう勇気はないようだ。

			　問題は逃げられるかどうかだ。俺たちに興味がなければ追ってはこないだろう。

			　奴と目が合った。その目にあるのは明確な殺意。どうやら、逃がしてくれるつもりはないらしい。

			　ティラノが重心を前にかける。突進する前準備。完全に戦うつもりだ。

			　戦いの気配を感じ、二人が戦闘態勢に入る。

			　先手を取ったのはクーナだ。

			「【剛炎槍】!!」

			　クーナは得意魔術である炎の槍を放つ。

			　彼女は演算時間の短い魔術の中で、【炎槍】をもっとも頼りにしている。

			　一度に放つことができる【炎槍】は八つ。だが、【剛炎槍】はその八つを一つにまとめることで、威力を底上げする対単体に特化した魔術。

			　クーナだけではなくアンネも動いていた。

			　クーナが魔術を準備すると同時に【斬月】の魔術を走らせながら疾(しつ)走(そう)する。

			　魔力回路の改良と、俺との特訓のなかで魔術を日常的に使えることを覚えた成果が出て、演算時間が短縮され、戦闘中の演算も可能になった。

			　俺はあえて動かない。彼女たちのサポートを始める。

			「グルァァァァ!!」

			　クーナの放った炎の槍を見て、ティラノが吠える。それだけで空気が震えた。

			【剛炎槍】がティラノの胸板に直撃し、その直後、アンネが斬撃の概念を乗せて強化した必殺の横薙(な)ぎ、【斬月】を奴の右足にみまう。

			「なっ!?」

			「そんな」

			　二人の声が重なる。

			　クーナの【剛炎槍】は、辛うじて体表を貫き、申し訳程度の傷と軽いやけどを負わせたが、アンネの【斬月】は、皮膚の表面で止められた。

			「アンネ！　全力で後ろに跳べ!!」

			　全力で叫ぶ。アンネが跳ぶのと同時にティラノは体を一回転させ、遠心力のついた尻尾(しつぽ)でアンネを襲った。

			　アンネは後ろに跳んではいるが、距離が足りない。このままでは尻尾(しつぽ)に捕まる。だが、こうなることを予測して発動させていた俺の風魔術が、ぎりぎりのところでアンネを攻撃範囲から遠ざけた。

			　尻尾(しつぽ)の先がほんの少しだけかする。それだけでアンネの体が派手に吹き飛び、地面にたたきつけられ転がっていく。

			「アンネ!!」

			　クーナがアンネを見て叫び、駆け寄ろうとする。

			　しかし、その叫びを聞いてティラノの注意がクーナに向いた。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡ!!」

			　奴は、クーナに向かって突進を開始する。

			　あんな巨体でありながら恐ろしく速い。俺の全力の二倍以上の速度。クーナはアンネに気を取られて、反応が遅れる。

			　クーナは、一拍遅れてティラノの突進に気付き、奴のほうを向いて顔を真っ青にする。回避することも受けることもできないと悟ったのだ。

			　クーナと奴の間に割り込み、魔術を起動させる。

			「【魔銀錬成：漆(しち)ノ型　盾・壁】」

			　かつて、イノシシの化物の突進を防いだ大盾を錬成。

			　盾の真下と両サイドから、斜め下へ伸びた３つの杭が地面に突き刺さり、根をはる。

			　そして、盾の表面のスパイクの角度を調整。

			　相手の突進を受け止め、その力を活かしてスパイクを突き刺し電流を流す必勝パターンだ。だが……

			「ＧＹＵＡＡＡＡ!!」

			　奴の頭突きが盾にぶつかった瞬間。盾のスパイク、地面に固定されていた杭の双方が折れた。一瞬だけ突進を止めたが、奴が頭を振り上げた瞬間、俺は勢い良く吹き飛ばされた。

			「さすがに、止め切れないか」

			　だが、想定の範囲内だ。最低限、クーナが体勢を立て直す時間は稼いだ。

			　俺は空中で姿勢制御をする。あらかじめ受け止めきれないことは予測していたので、クッションに風の魔術を用意しておいた。俺の体を幾重にも重ねた風の層が受け止め、徐々に失速させる。ダメージは避けたと思った。

			　しかし、次の瞬間、あの巨体で奴は跳んだ。

			　しかも器用に空中で体を捻って尻尾(しつぽ)を俺の頭上から叩きつけてくる。

			「なっ!?」

			　さすがにその動きは予想外だ。

			　あんなものを食らって地面に叩きつけられたら即死する。

			　即座に太ももの予備のミスリルのリングを溶かして糸付きの矢を作る。素早く、近くにあった大樹に矢を突き刺し、糸を引いて空中移動。ぎりぎりで尻尾(しつぽ)を回避。

			　辛くも避けた奴の尻尾(しつぽ)は地面にぶちあたり、冗談のような大きさのクレーターができた。

			　なんだ、この規格外の化物は。

			「ＧＹＵＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

			　俺を殺し損ねたことがよほど不満なのか、奴はまた咆哮をあげる。

			　必死に頭を巡らせる。

			　このまま戦えば間違いなく、三人とも殺される。

			　逃げることは可能か？

			　不可能だ。奴はこちらを獲物として認識している上に、奴の速度は俺たちをはるかに上回る。

			　……いや、切り札を使ってクーナとアンネを見殺しにすれば、俺一人だけなら逃げることは可能だろうが――。

			「クーナ、アンネ。地下七階を目指して全力で走れ!!　五階の入り口は崩落がひどい。瓦礫を短時間でどかすのは不可能だ！　下に向かったほうがましだ！」

			　アンネに駆け寄って彼女を抱き起こしたクーナに向かって叫ぶ。

			　二人を見殺しになんてできるはずがない。

			　俺は覚悟を決めた。切り札を使い奴を足止めし、その間に二人を逃がすことを。

			　自分一人逃げるより、よっぽどいい。

			「ソージくん、でも、この魔物相手に！」

			「できる。俺が足止めしてみせる!!　だからおまえたちは行け！」

			「こんな相手に足止めなんて無理ですよ！　だいたい足止めって、私たちが逃げたあとソージくんはどうなるんですか！」

			　クーナが悲壮な声をあげ、泣きそうな顔で俺を見た。

			「いい加減にしろ!!　おまえたちがここに居て何ができる!!　このまま三人で死にたいのか。俺一人なら戦える！　だから、足手まといは消えてくれ」

			　俺はきつく怒鳴りつける。クーナが怯え、心が痛んだ。

			「クーナ、行くわよ」

			　起き上がったアンネがクーナの手を引く。

			「アンネ、でも」

			　ためらうクーナ。その耳元で、アンネが小さく囁く。

			　すると、クーナが頷いて俺に背を向け、心配そうな顔を見せたあと二人で走りだした。

			　これでいい。

			　何があっても、彼女たちは助ける。

			「ＧＹＵＯＯＯＯＯ！」

			　ティラノが、俺ではなく逃げる二人を追いかけようとした。

			　頭を前に倒して、尻尾(しつぽ)をまっすぐに伸ばした突進スタイル。

			　このままでは二人に一瞬で追いついてしまうだろう。

			「ＧＹＡＡＡ!?」

			　ティラノは走りだそうとしたが一歩も進まない。さらに力を込めて必死に足を踏み出そうとするがピクリとも動かない。

			　……俺が奴の尻尾(しつぽ)を両手で押さえているからだ。

			　奴は怒りを込めた形相で、こちらを向く。

			　目が合った瞬間、両腕でその尻尾(しつぽ)を思いっきり締めあげる。すると、奴の尻尾(しつぽ)がぐにゃりと、気持ち悪い感触を残しながら潰れた。

			「ＧＵＧＹＵＵＵ!?　ＧＵＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

			　悲鳴とも怒声とも取れる声をティラノがあげる。

			　もう奴には、俺しか見えていない。そう、自分の天敵たりえる俺しか。

			「さあ、第二ラウンドだ。続きをやろうか」

			　不敵に笑ってみせる。

			　俺の肌の表面に黒い魔術文字が踴り始めた。瘴(しよう)気(き)でできた文字だ。

			　……魔物を作り出すほどの強大な力である瘴(しよう)気(き)。

			　それを活かす術をプレイヤーたちは研究し続けていた。俺はその分野において常に先頭を走り、二つの魔術を編み出した。

			　一つ目は、瘴(しよう)気(き)を相手の体内に打ち込む【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】。極めて有効な攻撃手段だが、対象が人でないと効果を発揮できないという欠点があった。

			　二つ目は、その欠点を克服するために作った魔術。

			　体内に取り込めば体を蝕(むしば)む瘴(しよう)気(き)を、体表にまとわりつかせ強(きよう)靭(じん)な鎧(よろい)と化すことで有効活用する。今、俺の体を、百を超える魔石の瘴(しよう)気(き)の力がかけ巡り、圧倒的な攻撃力と防御力が付与される。これこそが、俺の本当の切り札。

			「【紋章外装】」

			　この姿で戦える時間は少ない。いかに外側に纏うことで負担を軽減したといえ、これだけの瘴(しよう)気(き)を使うのだ。体にダメージがないわけがない。これは【身体能力強化・極】以上の諸(もろ)刃(は)の剣だ。

			　アンネとクーナは無事逃げきれるだろうか。

			　そんなことを考えながら、拳を握り振りかぶった。

		

	
		
			　

			第25話　俺たちの魔術(ちから)で運命をねじ伏せる！

			　

			【紋章外装】で瘴(しよう)気(き)を纏った俺は、一歩踏み出してティラノの腹にボディーブローをいれる。

			　ティラノの腹を突き破り血が噴き出た。

			　さらに拳を通して奴の体内に魔力をねじ込み破裂させる。

			「ＧＵＧＹＡＡＡ!?」

			　全長三メートルの巨体をもつティラノが血煙をあげながら後退する。

			　だが、奴の目にはまだ戦う意志が残っている。

			　奴は後退しながらも両足を踏みしめ、口を大きく開く。口の中が燃えたかと思うと、俺の頭よりも巨大な火球を続けざまに放ってきた。

			　音速を超える速さで飛来する火球。今の俺でも直撃すれば大ダメージは避けられないだろう。

			　だが、奴が予備動作をした段階ですでに回避運動を始めている。地面を蹴(け)って跳ぶ。ただそれだけなのに、爆音が響き、地面が抉(えぐ)れる。

			　斜め前に跳んだ俺は、横を通り過ぎる火球に頬をちりちりと焼かれた。

			　着地すると同時にもう一つステップを踏み突進、その勢いのままティラノの横を通り過ぎ、すれ違い様に手刀で脇腹をえぐる。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

			「ガアアアアアアアアアア!!」

			　ティラノの咆哮と、俺の叫びが重なる。

			【紋章外装】で瘴(しよう)気(き)をまとっている間はひどく攻撃的になる。本能が殺せ殺せと叫ぶのだ。さらに【紋章外装】の制御と、この精神状態のおかげで単純な魔術以外は使えなくなる。

			「ハアアアア!!」

			　高く跳びあがり、今度は拳を打ち下ろす。

		

	
		
			[image: 253.jpg]
		

	
		
			　拳が奴の頬にめり込み、強(きよう)靭(じん)なティラノの顎と歯を砕く。

			　着地と同時にしゃがんで、体を一周させる大胆な足払いを振る舞う。

			　ティラノの体が宙に浮き、落ちてきたところに内臓破壊を目的とした掌底を放つ。

			　ティラノが吹き飛ぶ。幾つかの内臓と肋骨を潰した手応え。

			　重力に引かれ、奴が地面に叩きつけられる。ちょうど、突っ伏すように倒れたせいで、頭が殴りやすい位置にある。

			　思い切り殴りつけると、ティラノの頭蓋骨が砕けた。

			　二度、三度と何度も殴りつける。致命傷と言えるほどの傷。

			　しかし……

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＯ!!」

			　奴から瘴(しよう)気(き)が噴き出る。

			　そして、俺が握り潰した尻尾(しつぽ)も、切り裂いた脇腹も、砕いた顎と頭蓋骨もすべて元通りとなる。

			　高位の魔物は人が加護で回復するように瘴(しよう)気(き)で回復する。

			　普通の魔物であれば、瘴(しよう)気(き)で体を形作るだけだが、肉体の再構成用の瘴(しよう)気(き)を溜め込んでいるのだ。

			　……とはいえ、もとよりこれは想定済み。

			　奴を倒すには、回復用に溜め込んでいる瘴(しよう)気(き)を吐き出すまで殴り続けるか、一瞬で体の半分以上を吹き飛ばすほどの一撃を加えるしかない。

			「ＧＹＵＡＡ！」

			　突っ伏していたティラノは、そのまま跳ね、大きな口を広げ襲いかかってきた。

			　バックステップで躱(かわ)すと、ティラノの顎が目の前で閉じられ硬質な音が鳴り、火花が散る。

			　側面に回りこみ、隙だらけの横っ腹を殴る。

			「ＧＹＵＥＥＥ!?」

			　俺の拳はたしかにダメージを与える。

			　だが、ダメージを与えるはしから回復されていく。

			　慎重に躱(かわ)しながら確実に何度も殴り続けるが、奴の回復速度を上回ることができない。

			　このままでは奴が回復用の瘴(しよう)気(き)を使いきる前に、【紋章外装】の限界が来るだろう。

			【紋章外装】がなければ戦いにすらならない。【紋章外装】を使えば威力のある高度な魔術を使えない。

			　俺にできることは、【紋章外装】が続く限り奴を殴り続けることぐらいだ。

			　いくども、いくども、打撃音が続く。

			　拳に返ってくる感触が柔らかくなってくる。

			　奴の保有瘴(しよう)気(き)量が減り、瘴(しよう)気(き)での強化が弱まる。

			　さらに、回復速度も目に見えて落ちてきた。

			　だが……

			「俺のほうが先に限界がきたか」

			　魔力の消費はほとんどないが、瘴(しよう)気(き)のダメージを抑えるために削られ続けてきた加護がついに尽きそうだ。加護が尽きれば瘴(しよう)気(き)は容(よう)赦(しや)なく俺の体を焼き尽くす。

			「ＧＹＵＵＵＵ!!　ＧＵＡＡ!!」

			　野生の本能で俺が弱っているのを知ってか、どことなく、嬉しそうな叫びだ。

			　……俺は苦笑した。なんて人間臭い魔物だ。

			「これで最後だ」

			【紋章外装】を解きながら、展開していた瘴(しよう)気(き)を自身の魔力とブレンドすることで変質させ無数の刃として放つ。こうすることで魔物といえど、瘴(しよう)気(き)を吸収できなくなる。

			「【瘴(しよう)気(き)飛来刃】」

			「ＧＹＵＵＵ!?　ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!?」

			　幾重もの瘴(しよう)気(き)の刃がティラノをズタボロに切り裂く。

			　俺の最後の一撃にたまりかねて悲鳴をあげた。

			　だが、倒すには至っていない。

			　目の前には、体中切り裂かれて無数の傷口から血を流しながらも、瘴(しよう)気(き)の黒い光で体を癒やすティラノ。

			　最後の一撃でも決めきれなかった……

			　奴の目に愉悦の光。

			　加護が切れた俺はもはや、ただの人間でしかない。

			　よく、頑張った。

			　これだけ時間があれば、二人は逃げ切れただろう。

			　覚悟はしていたが、悔しいな……クーナも、アンネも大好きだ。こんな最高のパーティ、もう二度と手に入らない。こんなので終わりなんて、嫌だ。だけど、どうしようもない。

			　傷が癒えるのを待たず、奴が突進してくる。よほど早く俺を殺したいらしい。

			　俺は静かに目を閉じた。二人の幸せを祈りながら。

			「何、諦めているんですか！　ソージくん」

			　金色の影が、俺を後ろから抜き去りティラノの前に躍り出る。

			　それは、とっくに逃げたはずのクーナだった。

			「クーナ!?」

			　そして、俺が【瘴(しよう)気(き)飛来刃】で抉(えぐ)ったティラノの脇腹の傷に手を突っ込み、業火を放つ。

			　回復に力を使っている上に瘴(しよう)気(き)の防御が薄れた傷口だったので、ランク１のクーナの力でも有効打となる。クーナはティラノにしがみつきながら炎を流し込み続ける。

			　傷口から炎を放ち続けるクーナを嫌がり、ティラノが暴れ、クーナを振り落とす。

			　クーナは空中で体勢を整えて華麗に着地した。

			　加護を使いきった俺よりもクーナが危険だと判断したティラノは、そちらに目を向ける。

			　ティラノがクーナに意識を向けた、瞬間だった……

			「そうよ。諦めるなんてソージらしくない。【斬月】！」

			　背後から静かに忍び寄っていたアンネが【斬月】で右足の傷口を狙い、アキレス腱を切り裂いた。

			「アンネまで!?」

			　アキレス腱を切られたティラノはバランスを崩し、倒れる。

			「クーナ、アンネ、どうして逃げなかった!?」

			　俺は二人を怒鳴る。

			「私たちは逃げることを了承したわけじゃないです。ただ、ソージくんが言うように足手まといになってしまう状況だったので、邪魔にならないように気配を消して隠れていました」

			　クーナがティラノから距離を取って、奴の傷口めがけて【剛炎槍】を連射しながら口を開く。

			　あの時、アンネが耳元で囁いたのはそういうことか。

			「ソージ、私たちはパーティーよ。ソージ一人を犠牲にするなんてありえない」

			　暴れるティラノを冷静に観察しながら、確実に【斬月】を当てていくアンネ。

			　二人は、俺が弱らせたティラノを、少しずつだが、確実に削っていく。

			　しかし……

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

			　ティラノが咆哮をあげ、恐ろしい勢いで瘴(しよう)気(き)を放出する。

			　アンネとクーナを吹き飛ばし、さらに異常なまでの勢いで傷口を癒やす。

			　奴は二人に対応するために、瘴(しよう)気(き)の消費が激しい急速回復を使用した。残り少ない瘴(しよう)気(き)を浪費してでもそちらのほうが安全だと判断したのだろう。

			　さらに、防御に回す瘴(しよう)気(き)までひねり出してきた。短時間で決めれば問題ないという判断だろう。

			　瘴(しよう)気(き)の保有量が減り、ガタ落ちしたティラノの自己回復量と防御力が一時的にだが回復していく。もう、二人の攻撃は通らない。

			　せめてもの救いは、奴の全開状態には遠く及ばないこと。奴は俺との戦いで力を消費しすぎた。だが、人間基準で言えばランク３とは言わないまでもランク２上位の力は秘めている。

			「ソージくん。ここから逆転する方法を考えてください」

			「そうね。このままだと全滅だわ。ソージ、あなたならできるでしょ？　この状況を逆転する手を考えるぐらい」

			　俺の命令を無視して戻ってきたくせに、二人ともずいぶんと無責任なことを言う。

			　だが、心のどこかで彼女たちが戻ってきたこと、そして俺を頼ってくれたことを喜んでいた。

			　傷が癒えて突進してくるティラノ。クーナが地属性の魔術を発動させ、目の前の地面を一瞬で深い泥沼にすると、ティラノがどぷりと頭の先まで沼に嵌(はま)り込んだ。そして、クーナは即座に泥沼を固めて、ティラノを生き埋めにする。

			　火狐は火に次いで土の精霊魔術の適性もあるのだ。まったく見事なものだ。

			　ティラノは暴れて脱出しようとしているが、なにせ全身を硬い土で包まれて力を入れることすらうまくできていない。

			　……クーナがくれたこの時間。有効に活用して策を用意しなければならない。

			「勝てる策がないから、二人を逃がしたんだけどな。まったく、なんで戻ってきたんだか」

			「三人で約束しましたからね。地下迷宮に挑む時も、帰ってくる時も、必ず三人一緒だって」

			「ええ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】のエンブレムに誓ったもの。絶対にこの誓いは破れないわ」

			　初めて、地下迷宮に挑んだ日。三人で【魔剣の尻尾(しつぽ)】に誓った言葉。

			　そうか、俺たちは誓ったんだ。……それなら命を賭ける価値がある。俺だけではなく、三人の命を賭ける価値が。

			　俺はクーナと、アンネの肩に手をあて、魔力を行使する。

			「なにこれ、魔力が止まらないです」

			「すごい、力が湧いてくる」

			　二人が、内から湧き上がる魔力に驚く。

			「【魔力限界(リミツター)解放】。これで、二人は二分だけ限界を超える力を使える」

			　その代わり、時間を超えたら、反動でまともに動けなくなる上に、数日は魔術回路の不調でろくに魔力の回復もできなくなる。

			　この二ヶ月で魔術回路を鍛え直したからこそ使える魔術だ。

			　魔力回路のロスの大きい状態でこれを使えば、魔術回路を焼ききってしまう。

			　クーナの回路は若干の不安が残るが、元が呆れるぐらいに強(きよう)靭(じん)な回路だ。きっと耐えてくれるだろう。

			「ティラノを一分三〇秒足止めしてくれ。一分三〇秒以内に俺がとっておきの魔術を完成させて、奴を倒す」

			「ずいぶんとシンプルな作戦ね」

			「アンネ、わかりやすくていいじゃないですか」

			　二人が軽口を言う。

			「二人にあらかじめ言っておく。俺の知る二人の実力なら、今の状態でも一分もたないだろう。しかも、俺も魔力は余っているが、加護はゼロ。身体能力もガタ落ちで奴の攻撃は避けられないし、防御力は紙同然。まったく自衛能力がないから二人が抜かれたらあっさり死ぬ」

			　二人は息を飲む。

			　そう、俺にはもう加護の一欠片も残っていない。今の一般人程度の身体能力では奴の攻撃に対応できないのだ。

			「そして、切り札にしている俺の魔術も未完成だ」

			　そして使う魔術も【空間破壊】では威力が足りず、一度も成功したことがない【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】に賭けるしかない。

			「……いいか、この作戦はボロボロだ。クーナとアンネは奴を足止めできるかわからないし、俺の魔術がきちんと発動できるかもわからない。正直、分が悪すぎる。正気の沙汰じゃない」

			　博打(ばくち)なんて生易しいものじゃない。ただの自殺行為だ。

			「わかりました。簡単なことじゃないですか。ソージくんの予想を超える力を発揮した私たちがあいつを足止めして」

			　クーナが笑顔で口を開き、

			「ソージが、気合で魔術を発動させれば、全員生き残れるわけね」

			　アンネも笑顔で続ける。

			　二人がそう言うと、それがなんでもないことに思えた。

			「まったくもってその通りだ。三人で生き残るぞ！」

			「ええ！」

			「はい！」

			　二人が守ってくれると信じて棒立ちで演算を開始し、アンネとクーナはティラノに向かっていく。ティラノが首を無理やり地面に向け、特大の火球を口から放つ。地面が吹き飛ぶ。自らの炎で体が焼かれることを代償に、奴は土魔術の拘束から逃れた。

			「アンネ、クーナ、振り向かずに聞いてくれ。俺はティラノを見て、俺が犠牲になって二人を逃がすか、二人を見殺して俺が逃げるか。どちらにせよ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】が欠けてしまう運命だって確信していた」

			　魔術の演算をしながら言葉を紡ぐ。

			　逃げろと叫んだのは、その二択なら自分が死んだほうがましだったから。

			「俺はその運命を一度は受け入れてしまった。だけど、アンネとクーナは戻ってきてくれた。本当は嬉しかったんだ。泣きそうなぐらい。だからかな、幸せすぎて、三人でいることを諦められなくなった」

			　たぶん、何度人生を繰り返しても今以上のパーティーなんて、絶対に手に入らない。俺は、ずっと三人でいたい。

			「それに、俺の愛するクーナとアンネがそんな運命を認めないと言うのなら、俺もそんな運命を認めるわけにはいかない……」

			　彼女が俺を、俺たちの力を信じてくれる限り抗う。

			「だから……俺たちの魔術(ちから)で運命をねじ伏せる！」

			　ティラノに向かう二人の顔は見えない。だが、笑ってくれた気がした。

			　恐怖はない。俺はこの無茶を、【魔剣の尻尾(しつぽ)】の力を信じる。

			　必ず勝つ。勝って三人で帰るんだ。

			　その誓いを元に、俺は一度も成功したことがない魔術の演算を続けていく。

		

	
		
			　

			第26話　魔剣の担い手

			　

			「私がアタッカーになります。アンネはサポートを」

			　クーナはそう言うなり、ワンピースを脱ぎすてる。彼女が本気で戦うと普通の服は一瞬で燃えてしまうからだ。

			　クーナはイノシシの化物の皮で作ったインナーを着ている。

			　あれはかなり耐火性が高いので、燃えずに済むだろう。

			　クーナのインナーは彼女のリクエストに応えて、両腕と背中の部分が露出するように改造してある。彼女の話では本気を出した際、そこだけは、耐火性の高いものでも一瞬で燃え尽きてしまうらしい。

			「ソージくん、私の本気を見せます。今回だけは……刀を使います。私は友達と、自分の意地を天秤にかけたりしない。父様、力を借ります」

			　クーナの手には二本の短刀があった。

			　美しい朱金の刃……その刀身を見て、魂(たましい)が吸い込まれるかと思った。

			　あれは、アンネのクヴァル・ベステにも匹敵するほどの刀だ。

			　二刀を構えた瞬間、クーナに欠けていた何かが埋まった気がした。短刀がなかったのが、不自然だったと思わせるほどの一体感。

			「【煉獄】！」

			　クーナが全力で炎を呼ぶ。

			　火狐の炎適性。

			　何者かによって意図的に潰されていたクーナの回路を俺が治療したこと。

			【魔力限界解放】による魔力の増加。

			　その三つの効果により生み出された炎の量は、ランク３の魔術師の全力をも凌駕する。

			　その炎を短刀の刃がすべて吸収した。

			　ありえない。あれほどの力、おそらくクーナでも制御し切れないはずだ。

			　それを可能にしたのは、純然たる短刀自身の性能。

			「【爆炎舞踏】」

			　クーナが飛ぶ。その背中で小さな爆発が起き、クーナの体を吹き飛ばす。

			　クーナは小規模な爆発で加速し、尻尾(しつぽ)を使い重心と空気抵抗を調整することで、あのティラノをも上回るスピードを発揮し、自在に跳んだ。

			　クーナが背中と両腕部分を露出させた意味がわかった。あれでは一瞬で焼き切れる。それを考えた上での背中の露出。

			「ＧＹＵＡＡ!?」

			　あまりのスピードに、ティラノはクーナを見失う。これだけ離れている俺でも、油断すれば一瞬で見失ってしまいそうだ。

			「震えろ、紅空！」

			　クーナは死角から背後に回り、二刀を使った十字斬りを見舞わせる。

			　ティラノの瘴(しよう)気(き)で強化された皮膚はランク１程度では傷つけられないはずだった。

			　だが、短刀はあっさりとティラノの皮膚を切り裂く。

			　クーナが炎を込めたことによる超高熱と超振動による分子結合崩壊が、それを可能にした。

			　恐ろしいのは、クーナが行ったのは炎を注入しただけで、あとはすべて短刀のギミックによるものだということだ。この剣の製作者は、神話級の鍛冶師だ。

			「ＧＵＧＹＡＡＡＡＡＡ！」

			　ティラノが苦しんでいる。見れば、傷口が炭化していた。

			　あれは切り傷ではなく、肉の欠損。回復に使う瘴(しよう)気(き)量は段違いだ。

			　だが、クーナもティラノを切るために相当量の炎を消費したようだ。

			　それでも、力を一点集中させる突きであれば、まだ有効打を放つことができる。クーナは斬りつけたあと、さらに一歩前に踏み出して諸手突き。左右の短刀が、ティラノの脇腹に突き刺さる。

			「【炎刃解放】!!」

			　クーナは刀に溜め込んだ全熱量を注ぎ込む。

			　最高クラスの炎耐性を持つティラノの肉を内側から焼くことで、傷跡がさらにえぐれる。

			　ティラノは怒りにまかせて尻尾(しつぽ)を振るうが、それよりも爆発にのって後ろに跳ぶクーナのほうがはやい。

			　速やかに範囲外に離脱し、再び炎を剣に集めた。

			　おそらく、あの剣は炎の継ぎ足しができない。炎を再度吸収させるためには、一度すべてを空にする必要がある。だからこそ、クーナは【炎刃解放】で少なくなった炎を解放しつつダメージを与えたのだ。クーナの息が荒い。

			　かなり無理をしている。あのティラノに有効打を与えるために、自身で制御できないほどの炎を短刀の性能だよりに放出しているが、その負荷が馬鹿にならない。

			　おそらく奴に有効な熱量を刀に込められるのは、あと一回。

			「ＧＵＧＹＡＡＡＡＡＡ!!」

			　ティラノはクーナだけを敵とみなし、まっすぐに突っ込む。

			　クーナは土魔術を起動して泥沼を作るが、ティラノはあの巨体にもかかわらず機敏な動作でサイドステップを踏み、泥沼を避けた。

			　ああ見えて学習能力が高いようだ。

			　しかし、その着地先にはアンネが居た。

			　アンネは貯めに貯めた【斬月】を見舞わせる。

			　しかし……カチンッと硬質な音を立てて、アンネの刃がティラノの硬質な皮膚に阻まれる。

			【魔力限界解放】で魔力を強化しても、ティラノの防御を貫くには至らない。

			　アンネにはクーナの短刀のような隠し玉がない。気合だけではどうにもならない差だ。

			　それでも、アンネは集中を切らさない。ティラノが煩わしげに放った火球をステップで躱(かわ)し、今度は袈(け)裟(さ)斬り。しかし、やはり効かない。

			　ティラノが尻尾(しつぽ)でアンネをなぎ払おうとする、その瞬間、アンネに気を取られていた隙をついて、クーナが肉薄し有効打を与える。

			　そう、アンネははじめからクーナのサポートに徹しているのだ。けっして深追いをせず、確実に当てられる時だけあてる。そうすることでクーナの負担を減らす。

			　クーナ一人では、ティラノを足止めし切れない。

			　一見無駄に見えるアンネのあがきが、このギリギリの戦いを支えている。

			　しかも、アンネには変化が起こっている。この命をかけた戦いが、アンネに唯一足りなかった実戦経験を補っていく。

			　そして、クヴァル・ベステの刀身に紅いラインが光る。そうか、ついにクヴァル・ベステがアンネを認め始めたか。

			　一秒一秒、確実に時間が過ぎていく。俺の魔術が完成に向かう。

			　今、ちょうど一分がたった。

			「もう少しだ。二人とも耐えてくれ」

			　俺は祈るようにつぶやく。

			　二人ともよく頑張っている。俺の期待よりもずっと。

			　だが、危ない展開だ。回避しきれないタイミングでの攻撃がアンネに振るわれた。

			　しかし、その瞬間クーナが短刀を突き刺し【炎刃解放】を見舞わせることで、ティラノを吹き飛ばす。

			　クーナが再び、短刀に炎を集中しようとするが、もう、炎は生まれなかった。クーナの魔力が尽きたのだ。

			　ここまで、七〇秒。俺の魔術はまだ完成していない。

			　ティラノが起き上がる。

			　今までクーナがつけた傷が、完全に癒えていた。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡ!!」

			　ティラノが急にこちらを見た。

			　奴は、俺に向かって敵意をむき出しにする。

			　まさか、俺の魔術の危険性に気付いた!?

			　奴の瘴(しよう)気(き)が爆発的に高まる。

			　しっかりと大地を踏みしめ首を突き出し、尻尾(しつぽ)をまっすぐ伸ばす。

			　大きく口をあける。すさまじい熱量が高まっていく。

			　おそらく、奴の最大最強の攻撃。未だかつてない炎の一撃が、俺を襲うだろう。

			　アンネはティラノの異変に気付いて懸命に刃を振るうが、薄皮を削るだけ。

			　覚悟を決めたティラノは、自分にダメージを与えられないアンネを完全に無視して、俺を殺すことに集中した。

			　俺は、ただ全力で魔術を演算し続ける。

			　諦めたわけじゃない。

			　クーナとアンネが一分三〇秒の間、俺を守ると誓った。なら彼女たちが守ってくれると信じるだけだ。

			　クーナが俺の目の前に現れ、仁王立ちする。

			「私が止めます。ソージくんは魔術を確実に決めてください。たぶん、私はこの攻撃を防ぐためにすべての力を使い切ります。次はありません」

			「そのつもりだ」

			　俺とクーナは目を合わせ、頷き、そしてお互いの仕事だけに集中する。

			　ついに、ティラノが最大最強の一撃を放つ。

			　それは、クーナが見せた炎すらも軽く凌駕する獄炎球。

			　すべてを滅ぼす、小型の太陽。

			　こんなもの、ランク３の探索者でも一瞬で灰になってしまう。

			　ランク１の俺たちでは、どうあがいても太刀打ちできない一撃。

			　だが、クーナが止めると言ったのだ。なら、必ず彼女はやり遂げる。

			　クーナが短刀を地面に落とし、両手を前に突き出す。

			「私に炎なんて……火狐を………」

			　獄炎球がクーナの手に触れた。両腕が焼ける。だが、彼女はまっすぐに獄炎球をにらみ、一気に両腕から、まるで自分のすべてを絞りだすように、限界を越えた魔力を引き出し、新たな炎を生み出す。

			　それは、獄炎球の熱量に比べれば、ちっぽけな炎。

			　しかし、魔術構成を見抜き、脆弱な一点を見つけ、そこにピンポイントですべての力を放出することによって、魔術構成を崩壊させていく。

			　突き出した両手を左右に開くと、獄炎球が割れ、その炎がクーナの両手にまとわりつく。

			　それだけでは終わらない。彼女は舞うように一回転し両手を頭上で合わせる。

			　そして……

			「舐めるな!!」

			　オーバースローのように炎を投げつけた。

			　クーナは魔術式を破壊し拡散させ、炎を束ね、跳ね返したのだ。

			　ティラノが獄炎に包まれる。

			「ＧＹＵＵＡ!?　ＧＹＵＵＡＡＡ!!」

			　自身が全力で放った炎だ。さすがのティラノといえど耐え切れるものじゃない、全身が焼かれ、苦悶の声をあげる。

			「ソージくん、あとは、……まかせ、ました」

			　全魔力を消費したクーナが、その場で倒れて意識を失う。

			　限界を超えた力を行使したのだ。こうなっても仕方ない。

			「ああ、任された。ここからは俺の出番だ」

			　永遠とも思える演算が終わり、ついに俺の魔術が完成した。

			　祈るように胸の前で手を組み、それをまっすぐにティラノに向ける。

			　そして……

			「【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】」

			　必殺の魔術を放った。

			　いつもと違い、失敗時に自分を守る防御用の魔術は展開していない。そんな余裕はなかった。

			　ここで失敗すれば、すべてが終わる。

			　周囲のマナが急速に集まる。

			　ここまでは順調。そして、マナを握りつぶす。

			　マナの保有するすべての力が放出され、暴れ始めた。

			　これを束ね、指向性を持たせることで【銀龍の咆哮】は完成する。

			　だが……

			「くっ」

			　制御が定まらない。マナを抑えようとする術式が今にもはじけ飛びそうだ。

			　必死に、術式の制御を行う。

			　ここで失敗したら、クーナとアンネ、二人の頑張りがすべて無駄になる。

			　理論はあっているはずなのに、術式は完璧なはずなのに、あと一歩、ほんの少しが足りない。耐えろ、耐えろ、耐えろ。駄目だ、魔術が崩壊す……

			「……解放、我が魂(たましい)」

			　魔術が崩れると思った瞬間、不思議と口から言葉が発せられた。そのフレーズが妙に懐かしく思える。まるで、何千回も、何万回も繰り返してきた祝詞のように。

			　もやが晴れるように、頭が急にすっきりする。

			　頭にコツが浮かぶ、絶妙の力加減、タイミング。そういった、経験のみによって裏付けされるものが、次々と浮かんだ。いや、違う。俺は知っている。

			　そうだ、マナの崩壊現象はこう使うんだ。

			　先ほどまでの苦労が嘘のように、【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】を制御できた。

			　マナの崩壊現象で発生した力を、すべてティラノに向かって放つ。

			　黒い光が、一直線に走る。

			「いっけええええええ!!」

			　マナの崩壊によって発生した力は、すべてを消滅させる。

			　この魔術の練習をしていた際、地面にクレーターをつくるほどの崩壊を起こしながらクーナたちが地面の揺れに気付かなかったのは、それが原因だ。

			　一瞬で消滅させる。それ故に振動なんて起きようがない。この黒い光が通ったあとはすべてがなかったことになる。

			　だからこそ、この防御用に俺が用意したのは魔力に反発し爆発する魔術。黒い光に触れる前に自身を吹き飛ばし、黒い光から逃れるためのものだ。

			　あの時はその爆風でダメージを受けた。もし、黒い光に触れていたら、存在の一欠片も残さず消滅していた。

			「ＧＹＡ」

			　一瞬だった。

			　黒い光が通りすぎた瞬間。ティラノの胸から下が消滅する。

			　ごとりと、ティラノの体の残りが地面に落ちる。

			　その場で膝をついた。

			　全魔力を使用した一撃。もう、動けない。

			　だが、これで決まったはず――

			「ＧＹＡ、ＧＹＡＧＹＡ、ＧＹＡＧＹＡＧＹＡ、ＧＹＡ」

			　俺は凍りつく。ニョキニョキと、胸から下にティラノの肉が盛り上がっていく。

			　馬鹿な!?　どんな魔物も体の半分以上が消失すれば、即死のはずだ!?

			　この状態から回復する魔物なんて、聞いたことがない。いったい、これはなんなんだ。

			　それだけじゃない、奴は地面を喰っている。地下迷宮は瘴(しよう)気(き)でできている。故に、理論上は地下迷宮のものを摂取すれば、わずかながらだが瘴(しよう)気(き)の回復が可能だ。……だが、こんなことをする魔物も聞いたことがない。このままでは、奴が回復してしまう。

			　止め、止めを刺さないと……だが、体が動かない。

			　クーナも気を失っている。

			　ティラノに止めを刺せるとすれば、それは……

			「アンネ！」

			　俺は叫んだ。この場で動けるのは、アンネだけだ。

			　ティラノの回復は続く、もう腹まで回復している。

			　おそらく、チャンスは一度だ。今しかない。

			　アンネが走る。ただ、一心に。

			　ティラノを視る、奴のまとう瘴(しよう)気(き)量と強度を視るに、今までのアンネの【斬月】では足りない。もうひとつ上の力が必要だ。

			　そう、その片(へん)鱗(りん)を見せていたクヴァル・ベステの力。

			　だから、最後のひと押しを……

			「アンネは言ったな。その剣も、オークレールも、自分の一部だと、その気持ちが嘘じゃないなら、行動で示せ。クヴァル・ベステはおまえだ！　クヴァル・ベステは、ともにあるものを望む！」

			　クヴァル・ベステが求めるのは、自分と一つになる存在。

			　特別視しても駄目、道具として割りきっても駄目。

			　己の一部だと、魂(たましい)の底から認めること。

			　アンネにはその素質があった。彼女はクヴァル・ベステとともにあり続けた。自分の存在意義をクヴァル・ベステに求めた。

			　アンネという存在は、クヴァル・ベステがあって初めて成立する。

			　今まで、その気持ちを邪魔していたのは、自身がふさわしくないという葛藤。それに加え体に合わない違和感のある剣術が、一体感を阻害し続けていた。

			　アンネはもう自分のすべてを受け入れた。そして、自分の剣を見つけた。ならばできるはずだ。

			　アンネが、完全に入った。集中の極地。この状況で、彼女は為すべきことを為すために、余計なものを捨てた。

			　その瞬間、クヴァル・ベステがアンネを認めた。

			　この主は自分とともに歩く者だと。

			　剣に赤い筋が、血管のように幾筋も走る。クヴァル・ベステの第一解放が、発動した。

			「はぁぁぁぁぁぁ！　【斬月】！」

			　アンネの袈(け)裟(さ)斬りがティラノの頭に吸い込まれる。

			　今までアンネが見せた中で、もっとも美麗な一撃。

			　その剣はなんの抵抗もなく、ティラノを切り裂いた。

			　剣が通りすぎた後、ティラノの頭が斜めにずれて、上下にわかれる。
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			「ググウグ、グギャ」

			　クヴァル・ベステの力。それは瘴(しよう)気(き)・加護・魔力を食らう【暴食】。いかなる力もクヴァル・ベステの刃に触れた瞬間、喰らい尽くされる。クヴァル・ベステを受け止めるには、魔力や瘴(しよう)気(き)に頼らない純粋な硬度に頼る。もしくはクヴァル・ベステが喰らう速度を上回る力を展開しないといけない。

			　今のティラノは、その両方を持ちあわせて居なかった。

			　ティラノはもう、ぴくりとも動かない。

			　アンネが棒立ちになって、呆けた顔で口を開く。

			「ソージ、私、やったの？」

			「やったよ。俺たちは生き残ったんだ。アンネ、最後の一撃すごかったよ」

			　アンネは信じられないといった様子で自身の体を抱きしめ、そしてペタンと座りこんだ。

			「だめ、腰が抜けたわ」

			　今になって、緊張と恐怖が襲いかかってきたようだ。

			　本当にアンネはよくやってくれた。

			　アンネの体が、光に包まれた。

			　これは、アンネの存在が一つ上のステージにあがる祝福の光。

			　そう、この極限で魂(たましい)が力を求め【器】が拡大した。そして【器】は過剰に吸収していた【格】を吸収し、次の段階へとアンネを誘う。

			「アンネ、ランク２への昇格、おめでとう」

			　俺は笑顔で祝福の言葉を放つ。

			　俺たちの中で、初めてのランク２誕生の瞬間だった。

		

	
		
			　

			第27話　満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)

			　

			「私が、ランク２？」

			　アンネが信じられないと言った表情で、自分の手の平を見つめていた。

			　その気持はわかる。俺も初めてランクがあがった時は舞い上がったものだ。

			「そうだよ。アンネはランク２になった。やっと、アンネの努力が実ったね」

			「嬉しい……どうして私が最初だったのかしら」

			「俺たちの中で一番、力を求める気持ちが強かったからだよ」

			　そう、最後の一撃。あの瞬間のアンネのプレッシャーは相当なものだった。あそこでアンネがクヴァル・ベステの力を引き出せなければ、俺たちは三人とも死んでいた。

			　アンネがランク２になっただけではなく、クヴァル・ベステに認められたのは非常に喜ばしい。今回のような、一歩間違えれば死んでしまうような状況まで追い詰められることは、本来歓迎するべきことではない。

			　だが、怪我の功名ではあった。

			「これで、クラネルとの決闘にも希望が見えたな」

			　俺はにこりと微(ほほ)笑(え)む。

			　俺の見立てではアンネの剣の腕はすでにクラネルを追い越している。そんなアンネがランク２になり、【暴食】の能力で加護を貫くクヴァル・ベステの力を引き出せるようになった。これならば、かなり有利に戦えるだろう。

			「でも、私だけがランク２なんて、ソージとクーナに少し悪い気がするわ」

			「そんなことを気にする必要はないさ。今は素直に喜べ。心配しなくても俺とクーナもすぐにランク２になって追いつく」

			　今回の死闘で、俺とクーナの器もかなりランク２に近づいたはずだ。

			　これは、全員が限界以上の力を出したからこその勝利。俺とクーナも少し時間が経てば余剰分の【格】が馴染んできて、自然とランク２へとなれるだろう。

			「さて、後片付けをしないとね。アンネは休んでいて」

			「何をする気かしら？」

			「せっかくこれだけ苦労して化物を倒したんだ。もらうものはもらわないと」

			　俺は最後の力を振り絞ってティラノの死骸に近づき魔石を回収する。

			　ランク２でも、最上位に近い魔石だ。これは食いでがある。

			　そして、ティラノの背中にある、逆鱗も回収する。

			　ティラノの体表には一つだけ、逆さになった鱗があり、それはティラノが魔術を制御するための要だった。故に純粋な硬度が優れている他にも、魔力的な作用も期待できる。これを材料にすれば、素晴らしい装備が作れるだろう。

			　このティラノは素晴らしい。俺たちの攻撃をことごとく弾き返した防御力は当然として、あの機動性を可能にしたのは純粋な身体能力だけではなく、驚異的な軽さも大きな要因だ。硬さと軽さを兼ね備えている。これほどの素材はなかなか手に入らない。

			「ソージ、ずいぶんとご機嫌ね」

			　上機嫌にティラノの素材を剥ぎ取っていく俺を見て、アンネが少し呆れた声をあげる。

			「俺は鍛冶師でもあるからね。これだけの素材を見ると機嫌もよくなるよ。だけど、ほとんど置いていくしかないだろうな」

			　逆鱗以外にもティラノの素材はできる限り回収したいが、いかんせん、サイズが大きすぎる。俺たちが持てる荷物の量には限界がある。

			　牙と鱗の状態のいいもの、さらに加工しやすい皮を厳選して鞄に放り込んだ。

			　さて、問題はこのあとだ。

			「どうやって帰ろうか？」

			　苦笑しながらアンネに問いかける。

			　ティラノと戦った俺たちは満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)。この状態で地上を目指さないといけない。

			「……難しいわね。クーナは気絶したままだし、ソージも限界のはず。私はまだ加護はあるけど、さっきからうまく魔力を練れないの」

			「だろうね。【魔力限界解放】の副作用だ」

			　限界を超えた魔力を引き出す【魔力限界解放】は、強制的に全魔力を放出する上に、魔力回路を傷めてしまう。

			　アンネとクーナは十日程度、魔力の回復量が激減する上に、魔術の制御にも悪影響が出る。

			　つまり、クーナとアンネはしばらくの間、魔術が使えない。

			　そして、俺は瘴(しよう)気(き)を纏う【紋章外装】で加護を使い切り、【銀龍の咆哮】で魔力の大半を使用している。

			　まともに戦えない上に、眠気がひどい。

			　気力だけで立っている状態だ。

			　だが、状況は待ってくれない。次の行動を決断しないといけない。

			「……しばらく、この階層で休もう」

			「ここで!?　危険じゃないの？」

			　地下六階の魔物は通常でも苦労する魔物が多い。

			　アンネが驚くのも無理はないだろう。

			「危険だよ。だけど、地下五階にあがるためには、瓦礫の山をどかさないといけない。今の俺たちじゃ無理だ」

			　あれを魔術なしでどけるのは厳しい。アンネとクーナは加護が残っている分、身体能力が強化されているとはいえ、魔力による身体能力強化が上乗せできないのは痛い。

			　時間をかければできるが、それで体力を使い果たしたところを魔物に狙われるのはまずい。

			「それにね、フロアの全瘴(しよう)気(き)を使ってティラノが生まれた。逆に言えば、ここは瘴(しよう)気(き)がすっからかんなんだ。俺の見立てでは、あと半日は魔物がわかないだろう」

			「なるほど、それなら変に動くより安全ね」

			「五階への入り口に留まって、体を休めつつ、下の階層から高ランクの探索者が通りかかってくれるのを待つのが最善かな」

			　アンネが頷く。

			　単独で戻れないなら、助力を求めるしかない。誠意をもって交渉し、それなりの報酬を提示すれば、引き受けてくれるだろう。

			「方針が決まったし、休む準備をしないとね」

			　倒れているクーナを拾い上げ、お姫様抱っこで運ぶ。

			　クーナの天使のような無(む)垢(く)な寝顔を見ていると、イタズラしたくなってしまう。

			　バッグの中から寝袋を取り出して、クーナを寝かしつける。そして適当な布を使って、三人が入れるだけの日除けをつくり、迷宮の壁に体重を預けた。

			「アンネもこっちに来て体を休めてくれ。魔物が湧いた時はアンネだけが頼りだから、そのつもりで居てくれ」

			「わかったわ。いつも助けてもらっている分、今は私が二人を守らないと」

			　アンネには加護が残っているので身体能力は落ちていない。魔術に頼らなくても彼女には剣技がある。万全とは言わないまでも、なんとか戦えるだろう。

			　アンネが俺の隣に座り周囲への警戒を強める。

			「アンネ、警戒しすぎだ。それだと神経が持たないよ。俺は少し眠る。アンネも眠っていい。太もものミスリルリングに残した最後の予備魔力で監視の魔術を使っているから、何かあったら俺が気付いてアンネを叩き起こす。体を休めるのも仕事だ」

			　俺は薄く目をとじる。

			　意識の一部を起こした軽い眠り。こういった休みつつ周囲を警戒する技術は、地下迷宮の探索を含めた野営では必須のスキルだ。

			「私は、ちょっと気が高ぶって眠れないから、もう少ししたら眠るわ。お休み、ソージ」

			　俺はアンネの声に頷いて眠りについた。

			　さて、運良く高ランクの探索者が通りかかるのが先か、瘴(しよう)気(き)が満ちて地下六階の平常運転が始まるのが先か。

			　まだ、俺たちの危機は続く。

		

	
		
			　

			第28話　脱出

			　

			　気配を感じて目を覚ます。

			　息がかかりそうなほど近くにクーナの顔があった。

			　長いまつげに、美しい瞳、整った鼻梁、この距離で見るとクーナの美しさには凄みすら感じられる。

			「えっ、あっ、ソージくん!?」

			　クーナが慌てて後ずさる。顔を赤くして、妙に息が荒い。

			　隣を見ると、アンネが剣を抱くようにして眠っていた。

			「おはよう、クーナ」

			　体のチェックを始める。

			　睡眠時間は五時間ほど、加護と魔力の回復を活性化させるために点穴をついたが、一割も回復していない。

			　それでも、全力の三割程度の力なら短時間の戦闘は可能だ。

			　この階層の魔物相手であれば、群れでない限り対処はできるだろう。

			「おっ、おは、おはようございます」

			　クーナがつっかえながら、返事をする。

			「なんだ、クーナ。夜這いでもしようとしたのかな？」

			　俺がそういった瞬間、クーナの尻尾(しつぽ)がピンと天に向かい、毛が逆立った。

			「そっ、そんな、そんなはずないじゃないですか！　わたしはただ、ソージくんの寝息が全然聞こえないから、息しているのか不安になって呼吸を確かめようとしただけです」

			　クーナの反応を見る限り、嘘ではなさそうだ。

			「残念だ。てっきり、キスでもするつもりかと思ったのに」

			「しーまーせーん、なんで私がソージくんみたいな女の敵にキスなんてしないといけないんですかー」

			　クーナは必死になって否定してくる。そんな彼女がおかしくて苦笑する。

			「女の敵じゃなかったらいいのかな？　クーナだけを一生愛するって言えば好きになってくれるか？」

			　クーナはキツネ耳を立てて、さっきよりも顔を赤くする。

			「……そんなの、秘密です。だいたいその言い方は卑(ひ)怯(きよう)ですよ。断られても冗談ですませる告白なんて男らしくないです」

			　それで話はおしまいとばかりに、ぷいっと顔をそむけた。

			　そして、クーナはアンネを少し見た。

			　……色々と彼女なりに考えているのだろう。

			　俺が手招きすると、クーナがぷすっとした顔のまま隣に座った。

			「体は大丈夫か？」

			「はい、魔力はからっけつで、全然回復してないですが、加護は四割ぐらい残ってます」

			「結構減ってるな。直撃は食らってないと思ったけど、やっぱり、あの炎を防ぐ時にもっていかれたか」

			「ええ、金色の火狐である私を焼くなんて、すさまじい炎でした」

			　クーナはティラノの獄炎球の構成を崩壊させるために、炎の中に手を突っ込んだ。その際、手が炭化しかけ、ごっそりと加護をもっていかれたのだ。

			「あの炎を止めるのは、かなりぎりぎりでしたね。同じことをやれって言われても自信がないです」

			「そっか、あれはクーナでもぎりぎりだったんだな」

			「情けない話ですけどね……ソージくん、聞かないんですか？」

			　クーナが、若干申し訳なさそうな顔をして、上目遣いに俺を見てくる。

			「ティラノとの戦いで使った短刀のことか？　気になるけど、クーナが話したい時でいいよ」

			　ゲーム時代ですら一度も使わなかったクーナの短刀。気にならないと言えば嘘になる。だけど、俺は彼女を信じて待つことにした。

			「……なら、今ですね。ソージくんには聞いて欲しい気分です。二振りの短刀、紅空は父様が私のために作ってくれたんです」

			　クーナは、ポシェットから短刀を取り出して愛おしそうに撫でる。

			「小さな頃から、私の使っている短刀って全部父様の手作りなんです。それで今まで使っていたのがエルシエを出るちょっと前に私の力に耐え切れず壊れちゃって、新しいのを欲しいって父様にねだったんです」

			　俺は息を呑んだ。

			　この神話級の短刀は、神代から伝わるものではなく、現代の錬金術師が作ったというのか？

			　なんとしても、クーナの父親に会いたい。そんな欲求が胸に湧き上がってくる。

			「ある日、父様に呼び出されて、この紅空を受け取ったんです。大喜びではしゃいでいると、これが嫁入り道具だって告げられちゃいました」

			　クーナが泣きそうな表情を浮かべた。

			「明日から、海の向こうにある国に行くからついてこい。顔も名前も知らない海の向こうに居る人、その人のところに嫁げって、大好きなエルシエから出ていけって言われて、頭が真っ白になって、父様の馬鹿って叫んで、家出してきちゃったんです」

			　クーナの表情がどんどん沈んでいく。故郷と父親のことを思い出しているのだろう。クーナの態度や話を聞く限り、クーナはそのどちらも大好きだったはずだ。

			「泣きながら、走って走って、エルシエから離れてやっと、この短刀を持ってきちゃったって気付いたんです。父様に投げ返してやればよかったのに」

			「だから、使えなかったのか」

			「はい、父様からもらった嫁入り道具を使ったってことは、結婚を認めることになっちゃうって思っていました。……つまらない意地です。これを使わなければ、今回、私が死ぬだけじゃなくて、ソージくんもアンネも犠牲にするところでした」

			　そう言いながら自(じ)嘲(ちよう)するクーナを思いっきり抱きしめてやりたくなった。

			　そして、クーナにこんな顔をさせる、くそ親父を殴ってやりたいと本気で思う。

			「なら、クーナ。俺のところに嫁に来たらどうだ。クーナの父親は嫁入り道具としか言ってないんだろう？　俺と結婚したら心置きなく使えるぞ」

			　俺の言葉を聞いて、クーナはくすくすと笑う。

			「まーた、そんな冗談言って。でも、ありがとうございます。少しだけ気が晴れました。これからは、ばんばん短刀を使っちゃいますよ！　クーナちゃんの本領発揮です」

			　誰がどう見ても作り笑いだった。

			　だから、俺は一つの約束をすることにした。

			「地上に戻ったら俺がクーナの剣を作るよ。〝今の俺〟では、その紅空を超えるものは作れない。だけど、クーナが全力を振るえる剣ぐらいは作ってみせる」

			　悔しいが、それが俺の限界だ。

			　素材の問題も、魔力量の問題も、そして技術の問題もある。

			　でも、いつか必ず紅空を超えてみせる。男の意地にかけて。

			「ありがとう。期待しています。剣を作ってくれたら、お礼に私の大事なものをあげちゃいます」

			「ずいぶんともったいつけた言い方だな。……だが、楽しみだ。頑張らないとな」

			　俺とクーナは笑い合う。

			　それから、しばらく雑談をしていると五階への入り口のほうから岩を砕く音が幾重にも聞こえてきた。まさか――。

			「クーナ、アンネを起こしてくれ」

			「わかりました。ソージくん」

			　俺は念のため戦闘態勢をとり、クーナがアンネを揺すり起こす。

			　そして、今まで道を塞いでいた瓦礫がくずれ、顔を出したのは……

			「おう、本当に居たな、兄ちゃん」

			　いつか、地下四階で全滅しかけ、俺が肉と水を振る舞ったランク２のパーティーだ。たしかパーティー名は【群青の鷹(たか)】。

			「本当に居た？　俺たちがここにいることを知っていたのか？」

			　俺は呆然とした顔で問いかける。

			「茶色い髪をした可愛いお嬢ちゃんに頼まれたんだよ。兄ちゃんたちが地下六階で立ち往生しているから、助けにいってやってくれって」

			「……そのお嬢ちゃんとやらは、髪は短めで、どこか生意気そうな人じゃなかったですか？」

			　とある人物を頭に浮かべて問いかける。

			「そうだそうだ。兄ちゃんの言う通りのお嬢ちゃんだよ」

			　……ユウリ先輩か。相変わらず謎が多い人だ。

			　あの人は、敵なのか味方なのか、よくわからない。

			「来てくれてありがとう。正直かなりまいっていたんだ」

			「ああ、感謝しろよ」

			　そう言いつつ、男は手を出す。

			「前金をよこせ。とりあえず報酬の半分を先にもらおうか。三〇万バルだ」

			「ソージくん、六〇万バルってぼったくりじゃないですか!?」

			　クーナがあまりの金額に驚いた声をあげる。

			「クーナ、適正価格だ。ランク２の四人パーティーを護衛として一日拘束する。それも飛び込みの緊急依頼。これでも安いほうだよ」

			　友情価格という奴だ。あの時恩を売っておいてよかった。

			　ランク２のパーティーが護衛なら、今の俺たちでも安全に地上へ戻れるだろう。

			「だが、あいにく迷宮内にそれだけの現金を持ち込んでない。代わりに俺たちの倒したモンスターの素材をわけてやるっていうのはどうだ」

			　俺はティラノの死骸を指差す。

			　すると、【群青の鷹(たか)】の面々の表情が変わった。ベテランだけあって、あの素材の価値がわかるのだろう。

			「こいつはすげえな。いいぜ、これを好きなだけって話なら前金と言わず、全額チャラにしてやってもいい」

			「それで頼むよ。どのみち俺たちじゃ、置き去りにするしかなかった」

			「よし、じゃあ交渉成立だな。おまえら、とりかかれ」

			　ベテラン探索者たちは、手際よくティラノの死骸から使えそうな素材を剥ぎ取っていく。おそらく、一〇〇万バルほどにはなるだろう。

			「それにしても、ずいぶんと早かったな。あの瓦礫をどかすの、もう少し時間がかかると思ったんだけど」

			　ティラノの素材を集めるベテラン探索者に問いかける。

			　相当ひどい崩落だった。ランク２のパーティーといえど、簡単には撤去できないだろう。

			「それがな、先客がいて、途中まで瓦礫をどかしてやがったんだ。俺らが来たらとっとと逃げたけどな」

			「先客？」

			「ああ、すっげえ、イケメンの若い男で、必死な表情で、僕はこんなつもりじゃなかったー、だの、アンネまで殺してしまう、なんて言いながら、瓦礫をどかしていたのよ。俺らが来る頃にはほとんど、終わっていたぐらいだぜ」

			「そうか、あいつが」

			　その男は間違いなくクラネルだ。

			　どこかおかしいと思っていた。意図的な暴動(スタンピード)を引き起こせば、あいつが手に入れたいと思っているアンネまで死んでしまう。

			　それでも実行したということは、正気じゃなかったということだ。

			　そもそも、クラネルがあんなものを引き起こせるはずがない。黒幕が必ず居る。

			「こっちは準備ができたぜ、あんちゃん。さっさと地上に戻ろうや。茶髪の嬢ちゃんから明日は学校だから急いでやれって聞いてるぜ」

			　男臭い笑顔で、ピンと親指を立てる。

			「……一つだけ聞いていいか？　そもそもどうして、【群青の鷹(たか)】は、俺たちがここで救助を待っているって聞いてあっさり信じたんだ？　いたずらだと思わなかったのか？」

			　普通に考えれば、俺たちが地下六階で立ち往生しているなんて信じない。

			　それも、学生の言葉だ。

			　金をもらっていれば話は別だが、ユウリ先輩は、俺から報酬をもらえと言ったと【群青の鷹(たか)】のメンバーは言っている。

			　考えられるのは二つ。一つはユウリ先輩から前報酬をもらっていながら、俺に二重請求した。

			　もう一つは、なにかしらの精神操作の術をユウリ先輩がもっているかだ。

			　それこそ、何者かがクラネルを唆(そそのか)して、アンネを殺しかねないことをさせるような。

			「そういや、なんでだろうな。まったく疑おうって気すら起きなかった。普通なら、ガキのたわごとって笑いながすのによう。まあ、いいじゃねえか、こうして兄ちゃんたちを助けられたんだから」

			　笑いながら、男は歩き出す。

			　俺は男の背中を追いかけながら、ユウリ先輩に問いただすことを決意した。

			　今まで多少の不自然さは見過ごしてきたが、さすがに避けては通れないだろう。

		

	
		
			　

			エピローグ　出発前夜

			　

			　地下迷宮から戻って月日が過ぎた。

			　もう時間はない。クラネルとアンネのクヴァル・ベステを賭けた決闘は王都で行われる。明日には王都に向けて出発しなければ、決闘に間に合わない。

			　地下迷宮から地上に出てすぐにユーリ先輩に話を聞こうと彼女の部屋に向かったが、すでにもぬけの殻だった。しかも、休学申請を出しており、しばらくは戻ってこないらしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕暮れ、日が沈み始めた頃、寮の中庭で俺とアンネは向かい合っていた。

			　アンネは、クヴァル・ベステを正眼に構え。俺はミスリルを剣に変えている。

			「昨日までの戦績は、九七戦、九七敗。やっぱり師匠は強いわね」

			　アンネが俺を師匠と呼ぶ。剣を教える時だけはその呼び名になる。

			「俺は師匠だからね。ちょっとやそっとじゃ負けないよ」

			　ティラノとの死闘を終えて地上に戻ってからは、地下迷宮に一度も潜っていない。

			【格】をあげるよりも大事なことがあった。

			　それは剣術の向上。特に、ランクがあがったばかりで自らの認識と体の動きにズレがある。

			　ランクがあがり身体能力が爆発的に上がるのは素晴らしいことだが、問題もある。

			　いかに素晴らしい肉体でも使いこなせなければ意味がない。

			　自らの力に慣れてもらうために、時間と体力の許す限り模擬戦を繰り返していた。それも極めて実践的な。真剣を使い一発相手に入れれば終わりというルールだ。

			　二人で模擬戦を行うようになって、始めの三日は、俺はランク１だった。その状態でも剣技の差と身体能力強化魔術で勝てた。

			　アンネに遅れること３日。ようやく【格】が体に馴染み、俺もランク２にあがった。それにも拘わらず、ここ最近、ひやりとさせられることがある。凄まじい勢いで剣技の差が埋まっている。

			「それでも、だいぶ食らいつけるようになってきたわ」

			「自信がつき始めたのかな？」

			「そうね。掴みかけているの。自分の中でピースがハマっていくような感覚。ここを超えれば、一気に次の次元に行ける。そんな気がするの」

			　俺は微(び)笑(しよう)する。

			　その言葉を裏付けるように、アンネは着実に強くなっていた。一戦ごとに動きがよくなる。俺の技と技術を吸収する。そして吸収した技量を自分に合わせて磨き上げる。

			　末恐ろしい。もしかしたら、いずれは剣の腕では彼女に追いつけなくなるかもしれない。

			「いい傾向だ。でも、次の戦いで最後だよ。明日には王都に向けて出発する」

			「……最後なのね。毎日、ソージと剣を合わせるの楽しかったわ」

			「俺もだよ」

			　アンネを鍛えるために始めた模擬戦。だけど、俺が得るものも多かった。

			　ゲーム時代にプレイヤーが作り上げた剣術は、効率を突き詰めたものだ。予備動作の削除。最速最短の攻撃。人体構造を熟知した上での死角と隙を作る手法。

			　それらでは得られない理屈の先にあるもの。論理を超えた何かがアンネにはあった。

			「最後の戦い、勝たせてもらうわ。たとえ師匠が相手でも負けたままだなんて許せない」

			「いい顔だ。本気で俺に勝つつもりの表情。アンネはさ、二日、三日前までは、負けて当然って顔をしてたのに。自分で気付いてたのか？　その顔を浮かべさせることができただけでも、師匠冥利に尽きる」

			　そして、その自信はけっしてハリボテじゃない。

			「始める前に、一つ約束して。……絶対にわざと負けないで。景気付けのために花をもたせようなんて、絶対に考えないで。そんなことをしたら、絶対に許さない」

			「愚問だよ、アンネ。アンネと向き合ってる時は【魔術師】じゃなくて【剣士】として向き合っている。【剣士】の俺がそんな無粋なことをするはずないだろう？」

			　アンネが微(ほほ)笑(え)んだ。

			　剣士には剣士の美学があるのだ。

			　一瞬、緩んだ空気。だが、次の瞬間には張り詰める。

			　俺とアンネが構えた。お互いに相手の隙を探りあう。

			　俺たちの模擬戦に合図はない。いつでも斬りかかっていい。

			　肌に殺気が突き刺さる。冷たい汗が流れる。

			　鳥が羽ばたく音が聞こえた。それが合図になり、俺は駆け出す。

			　アンネとの距離は二メートル以上。だが、それを特殊な歩法で、一歩で詰める。位置エネルギーを運動エネルギーに変える。……古武術の用語で言えば、瞬歩。

			　その速度を活かしたまま上段から剣を叩きつける。

			　並の剣士ならこの一撃だけで切り伏せることができる。

			　しかし、そうはならない。

			　アンネは俺の剣にしっかりと反応する。そしてそれを正面から受けるのではなく、斜めにして逸らそうとする。

			「ハッ！」

			　俺は構わず振り切る。

			　斜めにして逸らしたところで、すべての衝撃を逃せるわけじゃない。動揺せず、渾身の力を剣に叩きつけた。

			　アンネの体勢が崩れ、横に吹き飛ぶ。その間に、俺は崩れた体勢を整える。

			　もし、ここで躊躇していれば剣は流され、俺は体勢を崩し、カウンターをもらっていただろう。

			「アンネ、まだ受けが甘い！　力の流れの見切りが温いから勢いを殺しきれない」

			「くっ！」

			　叱責しつつも、追撃を加えていく。

			　一撃、一撃、必殺の威力を込めた剛剣を連続で振るう。アンネとの模擬戦ではクラネルと同じ豪剣を使っていた。

			　アンネは真正面から受ければその場で終わる俺の連撃を、丁寧にさばいていく。真正面から受けず、いなし、流し、時には相手の力を利用する。

			　豪剣とは対照的な柔剣。それが彼女の体に合っていた。

			「さあ、どんどん追い詰められているぞ、アンネ！　このままじゃ詰みだ！　流すだけじゃ駄目だ。攻めるために守れ。勝ちへの道筋を常に意識しろ」

			「そんなこと、わかってるわ！」

			　それにしても、よくやるな。アンネに柔剣を教えたのは俺だ。俺はその弱点を的確に突き、流しにくい攻撃を繰り返している。それなのに、まだ持ちこたえている。訓練を始めたばかりのアンネなら、とっくに詰んでる。

			　だが、限界らしい。わずかな受けのミス。そのミスを立て直す隙なんて与えない。そのミスで出来た歪(ゆが)みはどんどん大くきなり、アンネはたたらを踏んで後ろに下がる。……隙を晒(さら)した。

			　横薙(な)ぎで追撃する。

			　横薙(な)ぎはもっとも、さばきづらい。さらに俺とアンネでは筋力差がある。さあ、これをどう受ける？

			「しっ！」

			　アンネは短く息を吐くと、後ろに下がった足で大地を強く蹴(け)り、こちらに飛び込みながらの片手突きを繰り出す。

			　面白い手だ。

			　弧を描く横薙(な)ぎよりも、まっすぐ目標に向かう突きのほうがはやい。

			　アンネの目標は俺の肩。肩を突かれれば横薙(な)ぎの威力は激減するだろう。

			　俺は体をひねり、アンネの突きを交わす。

			　肩を剣がかすめていった。だが、このまま無理に横薙(な)ぎをはらっても体勢が崩れているゆえ威力は半減。さらに距離が近すぎる。ならば……剣を振るう手を止めて、そのまま体をぶち当てる体当たりだ。

			　体重と筋力差でこのまま押しつぶせば、勝てる。

			　アンネと激突する。アンネが吹き飛んだ。いや、感触が軽い。衝撃を逃がすために、わざと後ろに飛んだのか？

			　まあいい、体勢は崩した。こちらは体を残してある。追撃可能だ。

			　不十分な体勢のアンネに向けて剣を叩きつける。

			　いつものアンネなら、これで終わる一撃。しかし、アンネは諦めなかった。死に体ながらも、俺の袈(け)裟(さ)斬りで振るった剣の側面に向かって、裏拳のように振るった柄を叩きつける。

			　タイミング、角度、狙う場所。何もかもシビアな一撃。どれか一つでも失敗すれば、切り捨てられる捨て身の防御。それをアンネは成功させた。

			　いや、それだけじゃない。今の防御は俺の剣を弾くだけじゃない。その反発で体勢を立て直し、さらに、次の剣を振るうための構えにつなげる。

			　これこそが攻めるための守りだ。

			　剣を弾かれた俺と、すでに体勢が整い、居合のような構えをみせるアンネ。

			　次の瞬間には、切り伏せられる。

			　……俺でなければ。

			　俺ならここからでも、防御が間に合う。

			　斬撃の軌道を予測。その進行方向に剣を置いて……

			　アンネが居合いのような構えから横薙(な)ぎを振るう。それが俺の腹を切り裂き、加護の光が立ち上った。

			　俺は加護の光が立ち上る腹に手をあてる。

			　驚(きよう)愕(がく)だ。俺が防御するよりもアンネの剣が速かった。俺の想像を凌駕する速度の剣戟。

			　完全に上を行かれた。

			　アンネは、流れる汗も拭わず、剣を振り切ったまま、呆然とした顔で俺を見ていた。

			「おめでとう。アンネの勝ちだ」

			　俺の言葉を聞いてアンネがその場で崩れ落ちるように座り込み、剣を鞘に納める。

			　そして、震える自分の手を見つめる。

			「私、師匠に、勝ったの？」

			「うん、悔しいけど完敗だ」

			「そう、そう、やった、やったのね。九八戦、九七敗……一勝」

			　アンネが満面の笑みを浮かべる。

			　座りこんだままのアンネに、俺は手を差し伸べた。

			　アンネは、俺の手をとり立ち上がる。

			　そして、俺の胸に抱きついてきた。

			「ねえ、ソージ。私、ソージの剣を防御して、剣を振るうまでの間、ソージと自分以外の全部が消えて、すっと冷たくなって、なんか、こう、剣が勝手に動くような不思議な感じがしたの。こんなの初めて、すごく、すっごく気持ちいい。こんな剣が振るえたのはソージのおかげ！」

			　俺に抱きついたまま、アンネは興奮した様子でまくし立てる。

			　俺に勝ったことよりも、理想の剣を振るえたことのほうがよほど嬉しかったみたいだ。俺の呼び方も、師匠からいつもの調子に戻ってる。

			「そうか、アンネもその感覚を知ったんだ」

			「ソージは私の言ってることがわかるの？」

			「うん、まあね。その感覚をいつでも再現できるように剣を振るっているから」

			「そうなの。じゃあ、もっと頑張れば、いつでもこの感覚を味わえるのね」

			　アンネが夢見る乙女の目になる。

			　剣を振るうことでこんな表情を浮かべるのは、アンネぐらいのものだろう。

			　アンネはひとしきりはしゃいだあと、俺に抱きついてしまったことに今更気付いて、慌てて離れた。

			「ごめんなさい。ちょっと、興奮しちゃって」

			「いいよ。アンネにだったら抱きつかれても嬉しいしね」

			「その、真顔で、そういうこと言われると照れるわ」

			　アンネがただでさえ赤い顔を余計に赤くする。

			　そんな態度をされると、こっちまでアンネを意識しそうになる。

			　そんな空気を抱えたまま、俺たちは中庭の椅子に並んで座る。

			　いつのまにか、月が出ていた。

			　月に照らされるアンネの顔は、いつも以上に美しく見える。

			　アンネには月がよく似合う。俺にとってクーナは太陽で、アンネは月だ。

			「アンネ、いよいよ明日から王都に向けて出発だな」

			「そうね。今から緊張するわ」

			　王都はアンネにとって完全にアウェイだ。オークレール公爵の罪を知っている人間は、エリンよりもずっと多い。

			　それにフェイラーテ家のお膝元でもある。そんな中、アンネは戦わないといけない。

			「決闘になれば、俺は見守ることしかできない。だけど、そこまではアンネを守るよ。だから安心してくれ」

			　この決闘は、始まる前に様々な妨害が考えられる。それは直接的なものも、精神的なものを。

			　俺はアンネの仲間として、そのすべてから彼女を守りたいと思った。

			「ソージ、ありがとう。いつもソージに助けられてばかりね。あと、見守ることしかできないってソージは言うけど、それがすごく嬉しい。たぶん、ソージが見ていてくれれば、なんでもできる気がするの」

			　アンネが柔らかく微(ほほ)笑(え)む。

			　心臓がどきりと高鳴った。その笑顔があまりにも綺麗だったから。

			「ソージ、私はあなたから数えきれないほど、たくさんのものをもらってきた。私は一生かけてソージに恩を返して行きたいって思ってる」

			「それは楽しみだな」

			「私は本気よ？　ソージが望むなら、なんだってしてあげたいって思ってる」

			　アンネは無防備だ。

			　クーナもそうだが、男相手にそういうセリフはいただけない。男の怖さを教えたほうがいいのかもしれない。

			「エッチな要求でも？」

			「ソージが望むなら」

			　からかうつもりが、逆に面食らってしまった。

			「……アンネ、そういうのは良くない。俺が振った話題だけどね。そういうのは、恩返しとかで差し出すものじゃないだろう。好きな相手とするものだ」

			　俺がそう言うと、なぜかアンネが不機嫌な顔をする。

			「ええ、同感ね。だからこそ、ソージなら、いいって言ったの」

			　そして、爆弾発言が飛び出した。

			　アンネが立ち上がる。

			「アンネ、今のは？」

			「明日の出発は早いわ。そろそろ部屋に戻って支度をしないと」

			　まったく返事にならない言葉を放ち、アンネは振り返らずに、部屋に向かってまっすぐ歩いて行く。……そして、距離を開けてから立ち止まった。

			「ねえ、私は、ソージのこと……大好きよ」

			　その言葉を残して、アンネは駆け出していった。

			　

			〈『チート魔術で運命をねじ伏せる』③へ続く〉

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			『チート魔術で運命をねじ伏せる２』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　二巻では一巻以上の強敵や、厳しい試練が訪れます。ソージくんは、一巻以上に強力なチート魔術をもってそれらをねじ伏せます。彼の勇姿を目に焼き付けてください。

			　戦い以外にも、クーナやアンネとの絆がよりいっそう深まるイベントも盛り沢山、シリーズを通してのテーマである絆にいっそうと力を入れた二巻、楽しんでいただけたら嬉しいです！

			　そして発売予定の三巻では、二巻の勢いをそのままに物語が急展開を迎えます。そちらもお楽しみに！

			　

			宣伝

			　

			　同時並行でモンスター文庫にて発売している『エルフ転生からのチート建国記』というシリーズの三巻が先月発売されました。

			　エルフ転生シリーズは、一人の少年が小さな村の長になり、皆を幸せにしながら強大な帝国に挑むというお話です。特に三巻はもっとも盛り上がる巻ですね。チート魔術を楽しめたなら、きっと楽しめると思いますよ。興味をもたれたのなら、ぜひ手にとってください。

			　

			謝辞

			　

			　夜ノみつき先生、二巻も素敵なイラストをありがとうございます。パジャマ姿のクーナとアンネ、大変可愛らしく、色気があって興奮しました。そして、今回の強敵である、あの魔物も文章では表現しきれない凄みがあり、読者によりいっそうの絶望感を与えてくれたでしょう。

			　ＴＣＧや、他社の作品でも活躍されていますね、頑張ってください！　応援しています。

			　担当編集の荒田様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた青木様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			　

			二〇一六年　四月　月夜 涙

		

	
		
			月夜 涙（つきよ るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一六年五月現在）

			　

			イラストレーション

			夜ノみつき（やの みつき）

			北海道在住、獣耳と銀髪とロリが好き。趣味はアニメ、ドラマ、映画などを作業の合間に見ること。最近は柴犬を飼いたいけど我慢して画像や動画を見て悶えています。（二〇一六年五月現在）

		

	
		
			チート魔(ま)術(じゆつ)で運(うん)命(めい)をねじ伏(ふ)せる②

			発行日：２０１６年４月30日

			著　者：月(つき)夜(よ)涙(るい)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Rui Tsukiyo 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『チート魔術で運命をねじ伏せる②』（２０１６年５月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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